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はしがき
20世紀が科学技術の時代であるとするなら， 21世紀は環境の時代であると言われている。地球規模の環境問
題は，人類のみならずあらゆる生命体の存亡にも係わる問題として，私たち人間の生活の基本的なあり方に係
わ?規範としてのライフスタイルのありようにも問題を投げかけている。一方では， 21世紀を間近にひかえ，
科学技術基本政策の答申が提出され，わが固における科学技術の研究体制が新たな時代を迎える予感がある。
そLて平成3年に大学設置基準の規程改正がなされてはや5年の歳月が過ぎ去った。この間，大学，研究所は
確実に変貌しつつある。研究機関自らが，自分達自身を点検し，評価し，そして第3者の機関に自分遣の活動
の評価を委ねようとするものである。
当研究所は，特にこの数年来，研究内容の特性としての学際性，研究所の有する機能のーっとしての国際性，
そLて研究所の活性化にとって欠かす事のできない流動性，さらに地方都市における研究機関の果たすべき役
割やーっとして，地域に聞かれた研究機関として公開性の4つを研究所の機能として持つベ〈努力を重ねてき
た4そして今， 21世紀の国際的，社会的なニーズに学術的な面から対応し得る研究所作りのため，新たな発展
を目指して研究所の組織的改革を図ろうと模索しているところである。
今文部省は新しい研究体制作りのーっとして，優れた研究機関，組織に対してCOE(セγター・オプ・エ
ク~レ γス)に認定 L，一層の研究の発展を促進しようと試みている。当研究所は昨年これに応募し，残念な
がらあと一歩力足らず，選に漏れたが，この研究テーマに取り組む姿勢はこれからの研究所の10年を示唆する
ものと考えている。当研究所が昭和63年に農業生物研究所から資車生物科学研究所へと改組してから既に8年
経過した。そのとき研究所の設置理念を， I費源生物に関する基礎学理とその応用に関する研究」という抽象
的な概念から，より具体的に，明確化する事によって， 21世紀に向かつての今日的なその存在理由，存在基盤
の確立を図りたい。つまり， I地球上の全人類の生存に関わる賛意植物の健全な持続的生産を目指して，資源
生物と環境及び，生物聞の相互作用を解明し，資源生物の保全，機能開発，創成を図るための基礎学理及びそ
の応用に関する研究を行う。」とする事である。当研究所は資額生物，特に資額植物を対象として，生物と環
境仕を総体的に捉え，基礎的研究と応用的研究との聞を繋ぐ， I戦略的研究」の進展に寄与する事を目的とし
たい。
本年報の出版は第3号目を迎える事となった。特に第2号目から，本誌は年報としての研究所のこの2年間
の活動の記録を記すと共に，一方では自己点検・評価書としての性格をも合わせ持つものとして，記歳項目が
編集されている。しかしi編集方針を決定後，具体的な作業活動を始めてから，別に自己点検・評価奮を編纂す
る事になった。それ故本書にはデータを中心に編集され.点検・評価に係わる文章は少ない。本書により，研
究所の実態を自ら知り，また外部に伝える事により，相互の理解と今後の新たな協力体制の強化につながる事
を期待したい。
岡山大学資源生物科学研究所長青山 勲
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I 総論
1 研究所の目的，研究教育理念
昭和63年4月，当研究所は農業生物研究所から資源生物科学研究所へと名称を変更し，既に8年経過した。
こわ時の改組の理念は，生物科学の新しい学術上の発展と社会的要求に応え，資源生物，特に資源植物を対象
とiて，当時のバイオサイエンスの発展を基盤として，三大部門制をとった。さらにそれらの部門聞の研究の
統合を図るために，特定研究を発足させ，総合的な研究の展開を図ってきた。
1まもなく21世紀を迎える今，資謀植物をめぐる厳しい環境条件が予想されている。 100憶を超えると予想さ
れる人口と，さまざまな地球環境問題は資額植物科学の研究の重要性を一層高めることとなっている。このよ
うF状況の下で「地球上の全人類の生存に関わる賓源積物の健全な持続的生産を目指して，資源生物と環境及
び，生物聞の相互作用を解明し，資源生物の保全，機能開発， jlJ成を図るための基礎学理及びその応用に関す
る研究を行う。」ことを研究所の設置理念 ・目的とする。
仁の目的を達成するために，研究部門として， 3つの系(1潰痕生物の遺伝解析と創成を図る系， (2)資漉植物
の健全な発育保全を図る系， (3)生物と環境との相互作用の解析・評価を行う系の三大部門の研究領域から構成
される。
pらに当研究所には即年の歴史の中で収集・保存されてきた8，0∞品種の大麦系統と20，0∞点を超える野生
種の遺伝費療を有し，これを生かした研究を行っている。
2 研究所の沿革
本研究所は今年で創設後81年経過した。本研究所の前身は大原孫三郎氏によって，大正3年 (1914年)財団
法人大原奨農会農業研究所として，創設されたのである。この大原農業研究所は，品種，農機具の改良，研究
成果の普及，農業の振興を意図する機関としつウ，農学分野における純学術的な研究所として生まれ，今日ま
で骨の良き伝統を継承してきた。一方，昭和24年国立大学設置法により，岡山大学が設置され，大学から望ま
れる形で，基本財産のすべてが昭和初年から?:l年の2年聞に渡って岡山大学に移管され，農学部附属大原農業
研究所として再発足するに至った。この様にして， 37年間続いた財団法人大原農業研究所は歴史の幕を閉じ，
改めて新制岡山大学の構成員の一員として新たな歴史を歩む事となった。昭和28年には，農学部附属から大学
の附置研究所となり，所名も「岡山大学農業生物研究所」へと改称された。当初の研究組織は植物病理学，害
虫学，作物生理学，作物遺伝学，生物化学の5分野から構成されていた。その後の研究成果と研究領域の進展
により，昭和35年(1960年)には徴細気象学部門が，昭和41年 (1966年)には生物水質学部門が新たに設置さ
れ作。さらに昭和45年(1970年)に雑草学部門が新設され，昭和弘年(1979年)には大麦系統保存施設が設置
された。
昭和印年代から印年代初頭にかけて，全国の文部省所略研究所はその性格ゃあり方をめぐって大きな論議の
渦中にあった。当研究所も古くは昭和45年には将来計画委員会が設置され，その折々に様々な議論が行われて
き氏が，十分な構想を出し得ないまま，結論を得ず，時を過ごす事となった。そして昭和61年2月学術審議会
から， r大学におけるパイオサイエンス研究の推進について(建議)Jが出された。これを契機に，そしてさ
らに2年間近く，軒余曲折の様々な所内議論を経て，最終的に所名を，資漉生物科学研究所と改称し，今日の
3大部門 (9研究分野)， 1外国人研究部門， 1附属施設から構成される研究所として，再設置されることと
なった。そして昭和63年4月8日正式に「岡山大学費車生物科学研究所」が誕生Lた。
-1ー
3 将来構想
本研究所が改組されて以来，はや8年経過しようとしている。この間，本研究所が研究対象とする資源生物
科学をめぐる世界の期待と要請は現実的な問題として大きく変わろうとしている。それは21世において100億
を越すと予想される世界人口と，様々な地球環境物質の変動が資源生物に与える影響とがもたらすであろう食
糧問題である。地球環境問題と食糧問題は本研究所が学術上の国際的，社会的な要請に応え，新しい研究課題
を展開していく上での大きなイ γセγティプを与える事となった。平成7年度から始まった新しい文部省の学
術研究体制のーっとして， COE (セシター オプ エクセレγス)による研究拠点化構想がある。本研究所
もこれに応募し， 193研究グループの応募に対し， 9グループが学術審議会のヒヤリ γグを受ける事となり，
この段階までの評価を受けた。しかしあと一歩の力及ばず選に漏れたが，研究所の統一的研究課題とその目標
を示すものであると認識している。この新しい芽を生かすための組織改革が本研究所の将来構想の一つである
と考えている。一方，研究所の機能としては，研究内容において学際性，組織的機能としての国際性，研究内
容と人の両面における流動性，地域に貢献する研究機関としての公開性の4つをキーワードとする研究所構想
を考えて行く事が重要である。それらの機能を実現するための大部門の再編と附属施設のあり方の検討を行っ
ている。当面の課題として，また現実的に実現可能な方策として，平成9年度の概算要求として，現附属施設
の廃止・転換による施設の事業並びに研究機能の充実化を図る事を検討している。将来計画構想について詳細
を述べる事は必ずしも本年報の目的とするところではないので，この詳細については，本年報とほぼ時を同じ
くして出版される自己点検 ・評価報告書に委ねたい。
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1 研究活動
1 研究活動の概要
遺伝情報発現部門
遺伝子解析分野
本分野では，資源植物における種々の遺伝子と遺
伝情報の解析および染色体の構造と機能の解析を行っ
ており，同時にこれらの研究を推進するため，各種
のドイオテクノロジーとモデル実験系の開発および
改膿に関する研究も進めている。
(l~ シロイヌナズナにおけるターミナルフラワー遺
伝子の解析
ターミナルフラワーは，本来は無限花序を生じ
させる茎頂の生長点の全体が，早期に花芽に変化
してしまう変異であり，この変異遺伝子 (lft1)
の野生型遺伝子 (TFL1)は，茎頂の生長点の機
能を制御している極めて重要な遺伝子の一つであ
る。本分野ではアグロパクテリウムを用いた遺伝
伊タギYグ (genetagging)を試み，ターミナル
フラワ一変異体を得た。この変異を手掛かりに
rFLlを含むと考えられるDNA断片を野生型の植
怖からクローニγグした。現在その構造の解析を
進めている。
(2) シロイヌナズナの花器に特異的に発現する遺伝
子の検索
花器の分化や発育に関与する種々の遺伝子の構
造，横能および相互作用を研究するため，花器と
陀器以外の組織のcDNAライプラリーの聞でディ
ファレYシャルスクリーニγグを試み，花器に特
再的に発現していると考えられるmRNAのcDNA
17クロ-yを単離した。解析の結果，それらは，
同etativestorage protein (VSP)をコードす
るもの14クロ一人それぞれ異なる膜タ γパク質
をコードするもの2クロ-Y，および未知の配列
をもつもの 1クローγに分類された。現在これら
の構造と遺伝子発現機構を解析している。
(3) シロイヌナズナにおけるミトコ γドリア突然変
爆の研究
ミトコ γドリアは核とは別に独自のゲノムを保
持しており， ミトコシドリアゲノム上にコードさ
れた遺伝形質は高等植物では母性遺伝をする。シ
ロイヌナズナやペチュニア，オオムギなどでは古
くから「斑入り」もしくは「縞」と呼ばれる遺伝
形質が知られており，これらの中には斑入りや縞
模様の形質が母性遺伝する突然変異が知られてい
る。斑入りなどは葉緑素欠損によることから従来
は葉緑体ゲノムの変異であると考えられてきたが，
最近， ミトコ Yドリアゲノムの変異がこの様な斑
入りの形質と深く関わっていることが示唆されて
きた。当研究分野では，母性遺伝形質とミトコ γ
ドリアゲノムの関係を調べるため，シロイヌナズ
ナにおいて斑入りを示す突然変異体クロロプラス
トミューテーター (chm)の解析を行っている。
(4) シロイヌナズナのゲノムDNAにおける反復配
列の解析
シロイヌナズナは，他の植物と比較するとゲノ
ムサイズが小さく，反復配列も少ないので，反復
配列の研究に適している。本研究では，アガロー
ス電気泳動によって分離される全DNAの制限断
片のパγドに含まれる反復配列の種類をサザγハ
イプリダイゼイショシや塩基配列のシークェγシ
ングよって解析した。その結果，按および葉緑体
のリポソームRNA遺伝子 (rDNA)，核rDNA遺
伝子間領域，セγトロメア領域の180kb反復配列
および5SリボソームRNA遺伝子領域を含むパγ
ドを同定した。
(5) 蛍光insituハイプリダイゼイショ γによるシロ
イヌナズナ遺伝子の染色体マッピγグ
シロイヌナズナは現在，モデル植物として分子
遺伝学的研究に広〈用いられているが，他のモデ
ル生物に比べて遺伝子を直接染色体へマッピγグ
することはほとんど行われていない。袋々は，蛍
光insituハイプリダイゼイショ γ(FISH)を用い
ることにより， 10kb以上のシシグルコピーDNA
配列を効率的に染色体上に可視化することに成功
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した。このことにより，シロイヌナズナの5対の
染色体をすべて識別できるようになり， 5Sリボ
ソームRNA遺伝子等の染色体マッピシグが可能
となった。
(6) シロイヌナズナの染色体におけるセントロメア
領域の解析
シロイヌナズナのゲノム中に高度に反復して存
在する180塩基ファミリーは，すべての染色体の
セシ卜ロメア(動原体)に局在しており，動原体
の機能と密接に関係していることが我々のこれま
での研究から示費されている。これらの分子構造
を解析したところ，数種の反復配列クラスターは
ユニークな配列によって分断されていることが明
らかとなった。現在は，これらのユニークな配列
の機能について研究を進めている。
(7) 細胞質特異性を有するライムギ染色体の解析
ライムギ細胞質を有する六倍性コムギには，
midgetと呼ばれる小型の染色体が存在する。こ
のmidget染色体には，ライムギの細胞質と特異
的に相互作用 L，その機能に関与する何らかの遺
伝子が座乗していると考えられている。本研究は，
これら遺伝子の単離・同定とmidget染色体の分
子構造の解明を目的としている。現在は，ディファ
レγシャルスクリーニγグ等によりmidget染色
体に存在する遺伝子の探索を行っている。
(8) トマトにおけるトマトモザイクウイルス
(ToMV)抵抗性遺伝子のDNAマーカーによる
マッピγグ
ToMVに対するトマトの抵抗性育種には近縁野
生種Lycotersiconhirsutumに由来するTm-l，L. 
te1Uvianumに由来するTm-2およひITm-2aが抵抗
性遺伝子として利用されている。本研究では，こ
れらの遺伝子の単離を目標に，抵抗性遺伝子周辺
のDNAマーカーによるマップの作製を行ってい
る。すでにいくつかのTm-lまたはTm-2遺伝子座
に近接するrandomamplified polymorphic DNA 
(RAPD)マーカーおよびRAPDを改良した
田quen田 characterizedamplified region (SCAR) 
マーカーを同定t，マッピγグを行った。マップ
をさらに精密化すベ<，研究を進めている。
(9) トマトのトラ γスポゾンの解析
染色体上を転移するDNA因子であるトラシス
ポゾγは， トウモロコシやキγギョソウでは遺伝
子の単離に利用されている。本研究ではトマトの
新しいトラ Yスポゾシを単離することを目的とし
て，既知の植物トランスポゾγの配列をもとに作
成したプライマーを用いてPCRを行った。トマ
トのトランスポゾシ様配列Lytlをもとにしたプ
ライマーを用いたところ， Lytlの配列から予想
されるものとは異なるサイズのDNA断片も増幅
された。それらをクローγ化し塩基配列を決定し
た結果， Lytlに2.7kbの断片が挿入されたもの，
及びLytlの一部が欠失したものであり，特に前
者には524アミノ酸をコードするORFが存在し，
転移に必要な遺伝子を持つ自律性因子である可能
性が示唆された。
。 トマトにおけるm片類似遺伝子の検索
トウモロコシのフラポノイド系色素のア γ トシ
アニンの生合成に関与する酵素遺伝子群の発現を
制御するCl遺伝子は，動物のmyb遺伝子産物の
DNA結合ドメイ γと高い類似性を示す領域を持
つタ γパク質をコードしている。このような領域
を持つMYBホモログをコードする遺伝子は植物
ではトウモロコシの他にもオオムギ，キンギョソ
ウ，シロイヌナズナ，ペチュニア等で報告されて
いる。本研究ではトマトのmyb類似遺伝子の単離
を目的として，ァγトシアニγの蓄積がみられる
トマトの幼菌の下匪軸より抽出したRNAから合
成したcDNAを鋳型とし，植物のmyb類似遺伝子
産物間で高度に保存されている領域のアミノ酸配
列をもとに作成した縮退プライマーセットを用い
たPCRによる検索を行っている。
図1 T-DNAタギγグによって得られた突然変異体
左:シロイヌナズナ野生型。
右 :T-DNAの挿入によって生じたターミナル
フラワー 突然変異体。
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形質発現分野
本分野では，植物がストレス環境下で応答発現す
る形質について，生理，生化学的な側面から解析を
行うと同時に，その発現制御機構を分子生物学的あ
るレは分子遺伝学的手法を用いて解析を進めている。
さらにストレスに対する耐性機構を明らかにし，耐
性陣得に対する基礎的知見を得ることも目的として
いる。
陰性土壌は世界の農耕地の少なくとも40%以上を
占めると言われ，酸性土壌ストレスは作物の生育を
抑制する主要なストレス要因のーっとされている。
一防，アルミニウム (Al)は土嬢を構成している
元擦の主要なものの一つであり，中性pH領域では
他の元素と複合体を形成し土壌中に固定されている
が4酸性条件になるとイオンとして可溶化され槌物
担に現収され根の伸長阻害をもたらす。従って酸性
土陣障害の主要な因子は土簾中で可溶化されるAl
イ防γであると考えられている。本分野では酸性土
壊'^卜レスを中心に植物の応答反応について研究し
以↑Fの成果を得た。
(1) ィγタクト植物根を用いた結果
Alストレスは根の伸長阻害として発現する。
Alの集積部位を調べると，ェ γドウ根の場合は
根端ほど多<，根幹にむかうと急激に減少した。
同織な結果が耐性を異にするコムギでも認められ
t.:o Al耐性種 (Atlas66)に比べ感受性種
(Scout 66)は，一定濃度のAlで処理すると根
端に蓄積するAlは明らかに多かった。これらの
結果は根の伸長阻害が根端に集積するAlによる
にとを示唆している。
コムギ根の伸長阻害を細胞レベルで調べると，
根の伸長域の細胞が特異的に陣害を受けていた。
すなわち，表皮より 2--3層内側の細胞の縦方向
の伸長が著しく抑制され，逆に横方向に肥大して
いた(図 1)。根の伸長抑制はAl処理後， 3時間
目で観察された。原形質膜が磁療(細胞死を意味
する)した場合に細胞内に取り込まれ， DNAと
結合して蛍光を発する試薬 (propidiumiodide) 
を用いると，伸長域の細胞はAl処理後，極めて
短時間のうちに死に至っていると考えられた。こ
れら細胞死の直接的な原因は不明であるが，細胞
内のpHの低下が有力な理由のーっと考えられた。
一方， Alによって引き起こされる細胞死に遅れ
てリグニγの生成が認められた。また細胞伸長の
阻害過程で配向性を持った徴小管が消滅している
のが観察された。コムギ，ェ γ ドウのAlによる
根の伸長阻害と細胞死はCa2+によって著しく軽減
された。トウモロコシをAl処理すると，同様に
細胞死を伴った伸長阻害が認められたが，珪酸の
添加により障害が顕著に抑制された。その理由は
珪酸が毒性のAlイオシと結合してその毒性を根
外で弱めていることが明らかになった。当分野で
はオオムギ根を用いて塩ストレス下における原形
質膜の応答反応について調べているが，これまで
NaClストレス下での原形質膜のアニオγ輸送系
の役割について調べてきた。膜ベシクルを用いて
詳細に検討した。オオムギ根から原形質膜ベシク
ルを水性二層分配法で調製L，アニオγ輸送系を
-Clーの取り込みから調べた。取り込みは膜電位依
存性であり，即ちペシクル内にプラス荷電を持ち
込むことによりClー の取り込みが起こることを明
らかにした。このような方法で，塩ストレスを加
えたオオムギ根のCl-輸送活性が2倍に増加して
いることを明らかにした。これらペシクルレベル
で認められる現象の意味は，塩ストレスで低下す
るH七ATP回eの活性をベシクル内ヘアニオγの
取り込みを増やすことにより， H+輸送活性を高
めていると解釈できる。このことをイシタクト根
で考えてみると，吸収した過剰のアニオンを根外
へ排出する機構と考えられ，実際に塩ストレスを
受けた根のN03-とClーの排出が高まっていた。
(2) 培養細胞を用いた結果
これまで，タバコ培養細胞のAl毒性の発現に
鉄イオγ(Fe2+)が相乗的に関わっていることを
明らかにしたが，その機構について調べた(図2)。
AlおよびFe2+イオγが単独で存在する場合に比べ，
両者が共存すると脂質過酸化が約20倍に増加した。
一方，種々の抗酸化剤とともにAlとFe2+を共存さ
せると脂質過酸化が抑制され，かつ細胞増殖の阻
害も起こらなかった。以上の結果より， Alによ
り原形質膜の機能が障害を受け，鉄が流入し，脂
質過酸化反応が促進され，細胞死を引き起こして
いると考えた。一方，培養細胞にリ Y酸欠乏処理
をすると，AlとFe2+による増殖阻害が軽減される
が，その機構としてリ Y酸欠乏細胞において抗酸
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化作用を持つクロロゲγ酸等のフェニールプロパ
ノイドや月カロチγが蓄積していることを明らか
にした。実際，クロロゲγ酸添加によりFe'+とAl
による増殖阻害が抑制された。培養細胞における
Alの結合相手を明らかにする目的で，通常の方
法で大部分の壁成分を除いたプロ卜プラストを調
製した結果，大部分のAIはプロ卜プラストに残
存する少量のペクチγ成分に結合していることが
示唆された。また， AI処理により増殖阻害と平
行してカロースの生成を認めた。
Al耐性に関わると考えられる遺伝子について，
新たにリソ酸欠乏とともにAl処理で弱敵性のパー
オキシダーゼの遺伝子 (pAL201)の発現増大を
ラーゼをコードする遺伝子の発現増大がAIスト
レス下で起こっていることを認めたので，
タバコ渚養細胞およ
びタパコ葉片にこのcDNAクローγを導入し，い
わゆる形質転換体を作成し，導入遺伝子の発現お
よびAl耐性テストを実施中である。
(3) 酵母を用いた結果
酵母は真核生物の中で最も単純な系であり，分
子遺伝学的操作も植物に比べ容易に行える。そこ
で， Alストレス耐性遺伝子群の検索を以下の 2
つの方法で進めている。
‘ 3 
コムギ根伸長械の細胞のAlによる縦方向
の伸長阻害と横方向の肥大。
回μMAlCbで24，48時間処理
2 3 4 0 1 2 
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その lつは， Alストレス誘導性遺伝子群を単
離し，それらの分子生物学的解析を通して耐性遺
伝子を検索していくもので， 伺I~，官・〓司l(~句
タパコ培養細胞のAlとFe3+による増殖阻害
の相乗的作用
図2
これまでに2つの
cDNAクロ-'./(pAL1∞1， 1003)をcDNAライ
ブラリーより単離した。ノーザγハイプリダイゼー
ションの結果では，これらのクローγはAIやZn
ストレスでは誘導されるものの，他の調べた金属
ストレスでは誘導されなかった。また塩基配列を
決定したところ，
HSP15θ遺伝子，SEDl遺伝子をコードしている
ことが判明した。 Hsp150は熱ショックで発現誘
導される細胞外分泌性蛋白であり， Sed1は膜表
層蛋白であることが既に報告されている。これら
がAI耐性遺伝子であるのかを明らかにすること
が，今後の課題である。もう一つの試みは，野生
型酵母に対して積極的に変異を与え， Al耐性株，
感受性株を単離して解析を進めていくやり方で，
現在スクリーニγグを進めている段階である。
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これらのクロー γはそれぞれ
遺伝制御分野
にの分野では，作物の有用な形質を遺伝学的に分
析し遺伝様式を明らかにすると共に遺伝子の同定
を行ない，これらの知見を育種に役立てることを目
的止している。このため，個体レベルでの形質の調
査，染色体や分子レベルでの遺伝子の同定を行なっ
て十る。また，大麦への新しい遺伝子導入法の開発
も行なっている。
(1) コムギ種子休眠機構の分析
栽培作物では，収穫以前に種子が植物から脱落
|しないよう(非脱落性)に改良されている。この
ために収穫期の気象が異常であると，収種前に穂
のなかで種子が発芽する「穂発芽Jという現象が
生じる。コムギでは穂発芽が生じると種子内の貯
旗物である源粉や蛋白質が分解されるためコムギ
債の品質が低下し，パンや麺の紛としては使用で
きなくなる。この現象を軽減するためには種子の
休眠性を高める必要がある。
種子休眠は，完熟種子を発芽できる条件下にお
いても発芽が抑制された状態にあることをいう。
にの発芽抑制は時聞が経過するに従い弱くなる。
植物の種子がどのような機構で発芽抑制作用をも
ドつようになるかについて，現在まで多くの研究が
たされてきている。最近の研究では，発芽抑制物
質，例えば植物ホルモンであるアプシジシ酸に対
fする種子匪の感受性が休眠現象に関係しているこ
とが示されている。
コムギの非常に休眠の強い品種から休眠をほと
んど示さない突然変異体を誘導し，これらの系統
の匪の蛋白質を2次元電気泳動法により比較した。
この分析から2つの蛋白質に違いを見いだした。
現在，このなかの1つの蛋白質を基にして遺伝子
をクローニシグ中である。この遺伝子の塩基配列
をデータペースで検索したところ，未だ報告のな
い新しい遺伝子であった。また，この遺伝子は，
植物の種子匹だけで発現している遺伝子であり，
種子の休眠機構が出来ると思われる種子発達中期
に最も強〈発現する遺伝子であることが明らかに
なりつつある。
(2) コムギ種子におけるα-amylase遺伝子の発現
機構
種子の発芽時には，匪乳の貯蔵物である澱紛や
蛋白賓の分解酵素が匹や糊聖母層組織で多量に合成
される。コムギのα-amyl回eはこの例である。
このα-amylase合成に関わるα-amylase遺伝子
の発現制御には，値物ホルモγのジペレリ γやア
プシジン酸の関与が示されてきた。コムギを含め
多くの植物で既に異なる種類のα-amyl回e遺伝
子がクローニシグされ，その発現制御に関わるプ
ロモーター領域の解析がなされている。しかし，
植物ホルモγのシグナルがどのようにして遺伝子
のプロモーターに伝わるのかは明らかでなL、。ま
た， α-amylase遺伝子発現の抑制に植物ホルモ
γ以外の代謝産物である績が関係していることも
明らかになりつつある。
コムギ種子匪を用い， sucrose等の植によるα-
amylase遺伝子発現制御について予備的な解析を
した。 α-amyla碍遺伝子発現にはsucrose，仕u-
cutose， glucose等が関係し，遺伝子の活性化と
抑制lの両方向に働くことが明らかになりつつある。
また，コムギのジペレリ γ非感受性突然変異体
を用い，その糊粉層組織の蛋白質を2次元電気泳
動法により分析し，正常系統の蛋白質との違いを
明らかにしようとしている。現在のところ，高分
子量の蛋白質の中に違いが見られる可能性がある。
(3) イネの雑種不稔性の遺伝的制御機構の解明
遠縁イネからの有用遺伝子を導入する場合の最
大の障壁は雑種不稔性である。従来にない雑種不
稔性としてイ γドネシア在来の“シレワー"と北
海道品種の“はやこがね"との聞で見出された蔚
の不裂聞による種子不稔性が見出された。この不
陰性は3個の優性の補足遺伝子によることが判明
し，そのうちの1個を“シレワー"が有し，残り
を勺主やこがね'が保有していることが明らかと
なった。吋まやこがね"の有する遺伝子の由来を
明らかにするために，“はやこがね"の祖先系統
と“シレワー"との聞で交維を行い.Flの種子
稔性を調べた。その結果，.はやこがね"の遺伝
子の由来は‘愛国"に求められることが示唆され
た。さらに，この雑種不稔性は環境を異にするこ
とにより，完全に稔性を回復することが明らかと
なった。環境要因の中でも特に温度が支配要因で
あると推定して，温度制御による稔性の変化を分
析中である。
(4) イネ野生種Oryza1m切sJaminataの散種の形質の
評価
イネ野生種Oryza1m頃sJaminataは終第種である
O.ぽ iwと同じAゲノム有していて，白葉枯病抵
抗性の遺伝子顕である。特徴は，蔚が長<.地下
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茎を有し，他殖性である。同じAゲノムであるが，
交雑が鍵しいためこの野生種からの遺伝子導入は
ほとんど行われてこなかった。そこで，この野生
種が保有している有用遺伝子を評価し，利用する
ことを試みた。まず，長蔚性に着目した。長い蔚
を有する系統は，穂ばらみ期の低温に耐性を示す
ことが知られているため， O. /ongistaminaJaの長
蔚性を耐冷性の弱い“しおかり"に導入する試験
を行った。供試したO./ongistaminataはケニア，
モシパサで採種された“MwM"とL、う系統で，
蔚長は4.83閣である。一方， “しおかり"は1.71
聞である。初期の戻し交雑世代では，長蔚性を選
接指標にしたが，世代が進むにつれて長蔚性と共
に冬期の温室での高い種子稔性を選按指標とした。
BC6F2の10集団について耐冷性を検定したところ，
高稔性個体を分離する集団が認められた。高稔性
個体を分離するBC6F2集団の親であるBC6Flに再
度“しおかり"を戻し交雑して， BC7Flを育成し
た。 BC7Flの蔚長と穎花長の関係を調べたところ，
概してBC7Fl個体で穎花長も蔚長も“しおかり"
より長くなった。以上の結果から，“MwM"か
ら導入した長蔚性は耐冷性に有効であることが示
された。
O. /0噌istaminataのもう一つの特徴である地下
茎は数年間の株確保が容易なため，坂の多い陸稲
栽培地帯での21世紀における具備すべき一つの要
件であるとされている。ただし， O. /ongistami-
nataは収量性が劣るため，地下茎の性質を栽培種
に導入する必要がある。これまでの分析結果では，
O. /ω明的minaJaと栽培種間での生殖的隔離機構
に係わる遺伝子と地下茎を支配する遺伝子との連
鎖のため，栽培種への地下茎の導入が難しいとさ
れてきた。 IRRIから導入したO.伽頃staminaJaと
T-65 t gとの交雑で得られたFlが地下茎を示し
たため，F2での地下茎の分離を調べた。その結
果，地下茎を示す個体には2型(顕著な地下茎を
示す型とわずかに地下茎を示す型)があることが
判明し，この2型を合計したものは全体の蔚3/4
になり，地下茎は一個の優性遺伝子支配であると
推定した。
(5) オオムギ未熟匹由来カルスを用いたパーティク
ルガγ法による遺伝子導入系の確立
オオムギ品種Leninsの未熟匪および未熟匹の
切断片を標的組織として，パーティクルガシ法に
よる遺伝子導入を行うとともに，導入効率に関わ
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る各種条件の検討を行った。導入遺伝子として除
草剤ピアラフォス耐性遺伝子(凶r)とs-Glucu-
ronidase遺伝子 (GUS)を，イネのアクチシ遺
伝子あるいはトウモロコシのユピキチシ遺伝子の
プロモーターに接続し，異なるプラスミドに組み
込んだものを使用した。導入実験は，同種のプロ
モーターに接続したbar遺伝子とGUS遺伝子を含
む2種のプラスミドを 1: 1の比率で混合して，
co-transformationを行った。
導入条件の検討はGUS遺伝子のトラ Yジェシ
ト発現を調査することにより行った。パーティク
ルガシ照射前の培養期間とGUS遺伝子の発現と
の関係をみると，標的組織のサイズによっても異
なるがGUS遺伝子の発現は前培養期間が2-4
日間の時に最も高かった。照射時の標的組織の置
床方法は中心部に配置 (S法)するより，中心を
避けてドーナツ状に配置 (C法)した方が，また
プロモーターはイネのアクチシ遺伝子のプロモー
ターの方がトウモロコシユピキチン遺伝子のプロ
モーターよりトラ γジェ γト発現は高かった。こ
れら条件を検討しつつ遺伝子導入を行った結果，
108個体のピアラフォス耐性植物を得ることがで
きた。導入効率は全実験区の平均で10.4%であっ
た。そして，得られた植物のなかから任意に15個
体を選んでサザンハイプリダイゼーションを行い，
これらがトラシスジェニック植物であることを確
かめた。なお，最終的に得られた耐性植物体の聾
得効率は，前培養は5日，未熟匪のサイズは0.5
-O.8no，プロモーターはイネのアクチγ遺伝子
の場合が高かった。本実験の結果，高再分化品種
Leninsではパーティクルガγ法による遺伝子導
入が可能であることを実証した。このことは，高
い不定芽再分化率を持つ品種で遺伝子導入育種の
可能性を高めた。
t 
図1 パーティクルガγ照射2日後の未熟怪にお
けるGUS遺伝子のトランジェント発現
生物機能解析部門
生物間情報認識分野
本分野では，昆虫を取り巻〈生物個体聞の情報発
信と認識について解析し，それのもたらす個々の反
問について調べ，資源生物の有効利用を目指してい
る」
uオオムギのグラミン合成遺伝子の連鎖分析
l イγドールアルカロイドの一種グラミシは，ア
プラムシに対するオオムギの抵抗性物質の lっと
してすでに報告した。今回は，このグラミ Yの生
合成にかかわる遺伝子の遺伝連鎖分析を行い，染
色体上の位置を決定した。
グラミ γはトリプトフ 7:1から，途中，3-アミ
ノメチルインドール (AMI)を桂て，さらに，
ニ段階の反応によって生合成される。 AMIから
グラミンの生成に関与する酵素がN-メチル基転
移酵素であり，この酵素を欠損した突然変異体の
~orexは， トリプトファンからAMIへ至る代謝
降路に関わる遺伝子も欠損していると思われる。
このグラミン合成能が欠損したMorexと，合成能
を有するStept田を交配して作成された倍加半数
体， 150系統の幼苗のグラミ γ合成能の調査結果
と，北米オオムギゲノムマッピングプロジェクト
(NABGMP)が作成した遺伝標識の情報とあわ
1せて検討することで， N-メチル基転移酵素の活
性発現に関わる遺伝子の遺伝連鎖分析を行った。
その結果，まず，グラミ γ合成能を有するSteptoe
型と，欠損したMorex型にはっきり二分され，そ
の比率はほぼ 1: 1であった。このことは， N-
メチル基転移酵素の遺伝子と，欠損しているもう
1つの遺伝子が強く連鎖していることを示してい
る。次に，グラミ γ合成能のデータとNABGMP
VJt作成した遺伝標識情報を，遺伝連鎖地図作成ソ
ワトウェアの lつ， MAPMAKER/EXPにより
解析したところ， N-メチル基転移酵素の遺伝子
は第5染色体上に存在することが明らかになった。
2~ オオムギのアブラムシ抵抗性遺伝子の連鎖分析
アプラムシの寄生密度を制御するオオムギの遺
伝子を分析するため， NA皿:iMPで作られたStep-
t田 xMorexとHarnngtonx TR306の2つの倍
加半数体2セット，各150系統の圃場におけるア
プラムシ寄生密度を1994年春に調査した。このア
プラムシ寄生密度の分布から，量的遺伝形質の座
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位 (QTL)分析法を用いて，遺伝連鎖分析を行っ
た。まず， MAPMAKER/EXPでNA皿:iMPが作
成した遺伝標識情報をもとに，連鎖地図を作成し，
次に，その地図データを用いて，アプラムシ寄生
密度と遺伝標識聞の連鎖をMAPMAKER/QTL
によって解析した。調査日毎の解析結果を分析し
たところ， Harrington x TR306から作成された
倍加半数体のアプラムシ寄生密度と相関のある座
位が第 l染色体に見い出された。アプラムシの寄
生密度が低かったSteptoex Morexから得られた
倍加半数体系統では，はっきりとした相関を示す
座位を見い出すことができなかった。抵抗性遺伝
子座位は，上記グラミン合成遺伝子座位とは連鎖
しなかったことから，グラミ γ合成の最終段階を
触媒するNー メチル基転移酵素は，オオムギのア
プラムシ寄生密度にほとんど関与していないと考
えられる。
3)禾穀類のアプラムシ抵抗性要因の解析
ビー ルムキ・は， グラミ γ含量が少ないにもかか
わらず，アプラムシに対して抵抗性を示した。こ
のことから，オオムギのアプラムシ抵抗性要因と
して，グラミ γ以外の抵抗性物質の存在が示唆さ
れた。ソルガムではアプラムシ感受性系統と抵抗
性系統間で，葉面ワックス量と遊離アミノ酸含量
に有意差がみられなかった。このことから， ソル
ガムのアプラムシ抵抗性に，葉面ワックスと栄養
成分であるアミノ酸はほとんど関与せず，デュー
リγやペγジルアルコールといった二次代謝産物
が関与しいると考えられた。コムギはオオムギと
異なって，グラミンは検出されなかったが，
DIMBOAがみられ，これが抵抗性要因の lつと
して作用していると考えられた。さらに，多量の
アコニット酸を含んでいることも明かになり，本
物質もコムギのアプラムシ抵抗性要因として関与
していることを示唆した。トウモロコシもDTh厄犯A
を含み，アプラムシに対する抵抗性要因となって
いることを示唆した。
4)カキクダアザミウマの化性を規制する要因の解
析
カキの葉を加害するカキクダアザミウマは年l
化の生活史を送り，成虫態で越冬することが知ら
れている。この年l化の生活史を送る要因につい
て解析した。本成虫はカキの新葉があり，温度が
20t:-25t:であればいつでもゴールを作り産卵し
た。この結果，カキクダアザミウマの生活史は，
虫自身よりも，寄主であるカキの葉の状態によっ
て制御されていることが明らかになった。
5)ニカメイガの内因性氷核に関する研究
ニカメイガ越冬休眠幼虫は凍結しでも耐えて生
存できる耐凍性を有し，冬期筋肉に氷接を生合成
1.-，氷点下の比較的高い温度で凍結を誘導するこ
とをすでに明らかにした。今回は，この内因性氷
核の生化学的性質と存在部位を明らかにした。筋
肉の氷接はタンパク質からなり， 50t:で5分間加
熱しても失活しなかった。さらに，活性に糖や胞
質は関係せず，広範聞のpHに対しても安定であ
り，細菌よりもニカメイガ幼虫の消化管より分離
した下記フザリウムの氷按に類似していた。
少量の筋肉の磨砕液を添加することで，ニカメ
イガ休眠幼虫の血液の凍結が促進された。このこ
とから，冬期凍結保護物質として多量に蓄積され
るグリセロールによって，本氷核の活性は阻害を
受けることなく，血液の凍結を誘導することが明
らかになった。さらに，この氷按は筋肉の細胞膜
に内在し，活性基は細胞の外に突き出ており，筋
肉組織の回りを取り巻く血液を先ず凍結させるこ
とで，細胞内凍結が阻止されていることを示唆し
た。
6)氷核フザリュムに関する研究
ニカメイガの非休眠幼虫の消化管より氷核活性
を有する糸状菌を初めて分離することに成功し，
さらに本糸状菌がFUsaTぜum属であることを明ら
かにした。今回，この糸状菌はFusm叩m mani/i-
f~ var. subglulina聞と同定できた。さらに，
農林水産省農業生物資源研究所が保有するRωrium
属14種37菌株を調べ，その中で5菌株に氷核活性
がみられることを明らかにした。これらの5菌株
図1 ニカメイガ非休眠幼虫の消化管から分離さ
れた氷核Fusariummoniliforme var. 
s幼'glutinansの形態
A)分生胞子，B)分生子頭，C)梗子
? ?
の氷按活性は，ニカメイガ由来のものとよく似て
いたが，一部の菌株は液体培地で培養すると，短
期間で氷核を生産しなくなった。
7)昆虫の防御分泌物に関する研究
オサムシ科とクピボソゴミムシ科の防御物質の
分泌に関与する器官は，左右1対の多数の小型の
生合成器官，大きな貯蔵嚢，それをつなぐ輸送管
と末端環節間膜に開孔する分泌管より構成されて
いた。ただし，これらの器官の大きさや形は種に
よって特徴があり，また生合成器官の形によって
生成物質に特徴があった。有機酸を分泌する種の
主要成分はギ酸であり，副成分として 2トリデカ
ノンとエステルを含む種類がみられた。オサムシ
族とナガゴミムシ族はメタアクリル酸，チグリソ
酸，エチルアクリル酸などを分泌した。キペリア
オゴミムシ亜族を除くアオゴミムシ類とヨツポシ
ゴミムシ顛はメタクレゾールを分泌した。キペリ
アオゴミムシ亜族とクピポソゴミムシ科はべγゾ
キノ γを分泌した。メダカハネカクシはステナッ
シソ，シネオールなどを分泌し，これらの成分が
小動物や徴生物に対して防御物質として作用して
いると考えられた。
8)台湾産ニカメイガの発育に及ぼす温度の影響
台湾中部と南部に位置する西螺，斗南，扉東に
生息するニカメイガの発育に及ぼす温度の影響を
調べた。西螺個体群の卵，幼虫，雄蛸，雌輔の各
齢期間は， 25t:， 14L: lOD条件下で， 7.7， 33.0， 
7.6， 7.1日度であった。さらに，有効積算温量は
124， 521， 111， 103日度であった。これらの結果，
西螺地方では年4-5世代を繰り返し，それより
有効積算温量の少ない斗南，扉東個体群は5--6
世代を繰り返すものと考えられた。
9)アズキゾウムシの低温耐性
アズキを加害するアズキゾウムシが，どの発育
段階で野外越冬が可能かを明らかにするため，各
段階での低温耐性を調べた。幼虫，蛸，成虫は非
耐凍性を示し，その過冷却点はいずれも-20t:以
下であった。これらのことから.本虫はどの発育
段階でも一時的にかなりの低温に耐えられると考
えられた。冷温順化すると幼虫と蝿の低温での生
存期間の延長が認められたが，特に幼虫で顕著に
みられた。さらに，グリコーゲγゃ結合量の高い
個体ほど，低温での生存期間の延長が認められた
ことから，越冬には老熟幼虫が適していると考え
られた。
代謝調節分野
本分野では，各種物質の膜系を介しての輸送やコ
γパートメ γテイションによる代謝調節，あるいは
各種環境条件による代謝変動について研究を進めて
いる。特に，最近は，植物根によるイオγ輸送に対
する各種条件(カルシウム，績の添加，あるいは
pH変動等)の影響やモデル植物としてラ γ藻を用
いて重金属に対する耐性機構や鉄の暖収機構につい
て検討し，また植物の高濃度塩類に対する反応や耐
性機構についても追究している。
(1) カリウムチャ γネルとウォーターチャシネル
耐塩性の高い植物Meseml1ryanthemumcrystaJ・
~inumからカリウムイオ γの腕 ・ 移行を担って
ト、ると考えられるカリウムチヤ γネルの遺伝子を，
IPCR法を用いて単離し，塩基配列を決定した。
にの遺伝子は，主として根で発現していた。カリ
ウム輸送の調節は，耐塩性機構にとって重要だと
考えられているので，塩ストレス (5∞rnMNaQ)
条件下でその発現量を調べたところ，発現量は減
少することがわかった。また同植物からすでに得
られていたウォーターチャ γネル(細胞の膜系に
存在し，水分子を透過させるタ γパク質)をコー
ドしていると考えられる遺伝子について，対応す
るRNAを人工合成し，アフリカツメガエルの未
受精卵に般少注入した後，その卵の水透過性を測
定した。その結果，水透過性が上昇したので，こ
の遺伝子は確かにウォーターチャ γネルの遺伝子
であることが証明された。この研究は，米国アリ
ゾナ大学のDr.Hans Bohne口および米国カリフォ
「レニア大学のDr.Julian Schroederと共同で行つ
Fこものである。
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図1 MitAとMitBを注入して発現させた卵細胞
の水透過性
(2)塩ストレスによる核DNAの変化
塩ストレスでオオムギ根の伸長が阻害される際
に，アポトーシス様のDNA分解を伴って核が崩
壊していくことはすでに報告した。このDNA分
解は，電気泳動によってはストレス後4-8時間
で検出された。一方， TUNEL (TdT-mediated 
dUTP nick end labeling)法によってストレス後
1時間ですでに核DNAにnicking(切断)が始まっ
ていることがわかった。
(3) かぴ臭物質産生ラ γ藻の重金属耐性機構
近年，湖沼や水道水源池において，富栄養化に
伴う藻類の発生，特に水道水の異臭味の原因であ
るかび臭物質(ジオスミ γや2-メチルイソボル
ネオール)を産生するラ γ藻の異常発生が問題に
なっている。ラン藻が増殖した時の対処のーっと
して，殺義剤として硫酸銅が散布される。しかし
銅耐性を有するラ γ藻が出現し，硫酸銅の散布量
が年々増加する報告がなされている。
かぴ臭物質産生ラ γ藻の重金属耐性機構を明ら
かにするため，重金属に対して耐性を示すラγ藻
Oscillaiaria brerisを用いてその耐性機構を検討し
た。その結果，O. brerisは重金属に暴露されると
メタロチオネイ γ様タシパク質を生成し重金属と
結合することによって耐性を示すことが見出され
~-，.。
大量培養したO.brerisにカドミウム(Cd)を暴
露し，さらに培養後，細胞破砕，熱処理(0.
brerisの場合には光合成補助色素のフィコエリト
リγ及びフィコシアニγが大量に含まれているの
で熱処理により分解)を行った後， G-75及びG-
50を用いるゲル櫨過及びイオン交換クロマトグラ
フィーにより，Cdと結合するメタロチオネイ γ
様物質を精製した。この物質は(1にd投与により
誘導生成され，Cdと結合する， (2)ゲル溜過法及
びSDSー ポリアクリルアミドゲル電気泳動法の
結果から分子量は約一万付近である， (3)熱処理で
も変性しない， (4)Cd-チオール基のメルカプチド
結合に起因する電荷移動吸収帯に由来する250nm
付近の暁収を有する， (5にdを含むフラクショ γ
を敵性にすると， Cd-チオール基の結合が切れる
ため.250nm付近の吸収スペクトルが消失する，
(6)芳香族アミノ酸に由来する2加nm付近の吸収を
示さない.(7)ゲル溜過並びにイオγ交換クロマト
グラフィーで分離するとメタロチオネイ γにみら
れる2種のイソタ γパク質が検出されることなど
から.本物質はメタロチオネイ γ様タ Yパク質で
あることが認められた。
これまで，単細胞ラ γ藻2種がcdに暴露され
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るとメタロチオネイ γを生成することが報告され
ているが，糸状体であるかぴ臭物質産生ラ γ藻の
場合にはそのような報告はない。また本種は銅暴
露によってもメタロチオネイ γ様物質を生成する
ことが認められた。
ラγ藻の必須イオンである鉄の暖収機構の研究
も併せて行っているが，O. brerisは通常の水圏徴
生物が摂取できないコロイド鉄や酸化鉄も利用で
きるなど鉄扱収能力に著しく優れていることが判
明してきている。
今後，かび臭物質産生ラγ藻の重金属に対する
耐性機構やメタロチオネイ γ様タシパク質に関す
る研究を進める上でこれらの知見は有用である。
またO.brerisが鉄欠乏や重金属過剰のストレスに
対して耐性を示すことから，本種は犠々な環境ス
トレスに対する生物の応答反応を理解するための
優れた材料になると考えられる。
(4) 植物根のエネルギ一代謝に及ぼす高濃度NaCl
処理の影響
高温度NaCl条件下では塩生植物アツケシソウ
の根ではアデニル酸のレベルがよく維持されてい
たにもかかわらず，中生植物オオムギの根ではア
デニル酸レベルの低下が見られたので，高捜度
NaCl条件が担のエネルギ一代謝に及ぼす影響を
調べた。
グルコース 6リγ酸(G6P)は，両植物とも，
高浪度NaCl処理で顕著に減少したが，減少の割
合はオオムギのほうが大きかった。我々はS1p
NMRを用いて，高機度NaCl処理オオムギ根では
糖リン酸由来のシグナルが減少することを既に明
らかにしていたが，本研究によって生化学的定量
の裏付けが得られた。高浪度NaCl処理による
G6P脱水素酵素活性の変動からは，アデニル敵レ
ベルの変動を説明できるような結果は得られなかっ
た。オオムギ根ではNaClの処理濃度が高くなる
につれてG6Pが外液にたくさん検出され， 500 
mMNaClでは無処理区の3倍のレベルに遣する
のに対L，アツケシソウではNaCl潰度が高くな
るにつれてむしろG6Pの漏出は抑制された。これ
らの結果から，高濃度NaCl処理オオムギ根では
G6Pをはじめとする各種のエネルギ一生産前駆体
または，アデミル酸自体が細胞内より消失するこ
とが，アデニル酸レベルを低下させているものと
結論される。
ATPase活性は高濃度NaCl条件24時間処理では
オオムギ原形質膜ATPase活性は約半分に低下し
たが， 7ツケシソウでは， 25....20%程度まで更に
大きく低下した。原形質膜ATPase活性はアツケ
シソウの方が高濃度NaClに感受性であるといえ
る。しかし，抗トウモロコシ原形質膜ATPase抗
体を用いたウェスタシプロットによるアポタ γパ
ク質量の半定量的観察に於いては活性の結果とは
逆に，オオムギでは高濃度NaCl処理で大きく減
少し，アツケシソウは高潰度NaCl処理によって
増加し，明瞭なパシドとして検出された。このよ
うに活性とアポタ γパク質量の聞に矛盾する結果
が得られたため，容易に結論を導き出すことはで
きないが，塩生植物であるアツケシソウにおいて
高潰度NaCl処理によって原形質膜ATPaseアポタ
γパク質が糟加することは興味漂い結果であり，
今後更に検討を続ける必要がある。
本研究の一部は農水省銀業生物資源研究所機能
開発部と共同で行なったものである。
(5) K+扱収・移行のパターンと根の構造の関連
比較的近年，植物根の表皮直下の外皮に溶質不
透過性のCasparianbandsが存在することが知ら
れるようになったが，その構造とシγプラストフ
ローとの関係はまだ明らかではない。そこで，シ
γプラストフローが大きく関与すると思われるK+
現収・移行に根の構造の差異がどのように影響す
るか調べている。本研究では外皮にCasparian
bandsを持つトウモロコシ，それを持たないオオ
ムギ，ェγドウ根を用いて，根の構造の差異とカ
リウムイオγの移行中心との聞にどのような関連
があるのかを検討した。
内皮のCasparianbandsの発遣は，ェγドウに
おいて3植物聞で最も早く先端l佃の部位からみ
られた。エンドウにおいてはパγドの発達は道管
の発達と一致しておこることが確認できたが，イ
ネ科の2植物ではバンドの発達が道管より遅れて
いた。
トウモロコシ，オオムギ，エγドウにおける道
管溢出画分のピークは道管の完成そして内皮，あ
るいは内・外皮のパγドが発達した部位でみられ
たことは一致していた。一方，道管溢出画分が初
めてみられる部位と構造との共通性はみられなかっ
た。
K+の道管溢出画分のピークは養分輸送に関係
する構造が全て完成した成熟部位においてみられ
ると結論された。
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機能物質解析分野
偉物の機能は，高分子機能物質である酵素が網の
自問ように互いに関連した生体内化学反応を，スムー
ズに統制よく進めることによって，支えられている。
本問分野では，資源生物の生体内反応をつかさどっ
ている酵素，低分子機能物質を含む生理活性物質，
及び主要な生体高分子物質の構造と機能について，
組織，細胞及び分子レベルで，生化学的，有機化学
的解析を行い，新しい機能発現のための必須因子の
解明とその利用を目ざしている。
(1) 生理活性物質の配績体及び燐脂質体に関する生
化学的研究
図1 5'ーO-a-Oーグルコピラノシルー チアミ γの
結晶
ピりドキシγーαー グルコシドはピリドキシγと
同等の生物活性を示した。また，チアミンの績誘
導体は今まで知られていなかったが，さきのs-
ガラクトシルチアミ γの酵素的生成に加えて，今
回CGTaseによる αー グルコシルチアミ γの生成
を見出し，単離，結晶化して，本物質が無臭で，
チアミ γ塩酸塩の80%の生物活性を示すことを明
らかにした。さらに，生理活性物質の配街化(水
溶化)とは逆に，生体細胞への親和性が優れた燐
脂質化(脂溶化)を目ぎし，さきに， ピタミン類，
コウジ酸，テルペン配績体などの各新規燐脂質体
を酵素的に生成したが，今回は今まで報告がなかっ
た.芳香族ヒドロキシ化合物のフェノール性OH
基への酵素的ホスファチジル基転移反応をはじめ
て見出し，ホスファチジルフェノール顛，ホスファ
チジルナフトール，ホスフ 7チジル-5-ヒドロ
キシイ γドールを合成した。
天然特に植物では，毒性物質が中和されたり，
不安定物質や揮発性物質が安定化されたり，疎水
性物質が水溶化されたりする形態(配積体)で存
在している。このことは，配糖化が生理活性物質
の無毒化，安定化，水溶化の優れた方法であるこ
とを示費している。また，生理活性物質特にピタ
ミγ及び核酸関連物質の多くが，燐酸誘導体とし
町，生物の物質代謝に必須な役割を演じているが，
他方，これら燐酸誘導体に対比する植誘導体(配
糖体)は知られていなかった。そこで，本研究で
は生理活性物質を素材として用い，生物の中で果
たしている糖の機能の奥探さを活かした“勝修飾
佳理活性物質"を酵素的，生物的変換法により創
魁して，構質の精妙な機能の探求を目ざしている。
さきに，鈴木らは微生物及び植物の酵素，発芽種
伊，培養細胞などを用いて，ビタミン，ヌクレオ
シド，フラボノイド，糖，積アルコール.植物ホ
ルモγ，農薬用抗生物質などの多種の新規配槍体
を生成，単離，結品化し，これら配糖体がアグリ
コγより優れた理化学的性状をもつことを明らか
にしてきた。 1994-1995年度には，シクロデキス
トリ γ生成酵素 (CGTa碍)がグルコースのc4位
(2) 糸状薗αー グルコシダーゼの構造に関する研究
・のOH基への選択的積転移反応ばかりでなく，フ
ルクトースのC3位のOH基， n-， iso-， sec-， 
陶rt-プチルアルコールのαzρH基， OH基，フェ
ノール類(フェノール，カテコール， ピロガロー
ル，没食子酸メチルエステル，プロトカテキュ酸
エチルエステル，セサモール)のOH基へも強い
積転移活性を有することを，各 αー グルコシドを
単離，結晶化して明らかにした。フェノール性抗
酸化剤は配積化により安定性を著しく増大した。
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少績だけでなく多勝も加水分解するMucor
jatxmicusαーグルコシダーゼの構造を明らかにす
る目的で，本酵素のcDNAをクローニγグ，塩基
配列の決定を行い，一次構造を推定した。その結
果，本酵素は糸状菌，酵母，晴乳類 αー グルコシ
ダーゼと約35%の相向性を示した。活性中心近傍
のアミノ酸配列は425rx;.LWIDMNEPAS~であり，
13残基中少なくとも 8残基が保存され， Asp-470 
が活性中心残基であることが示唆された。 α-1，
4-グルコシル結合に強い活性を示す本酵素， α-1， 
2-，α-1， 3-， α-1， 4-， α-1， 6ー 結合に活性を
示すAstergil/usnigerαー グルコシダーゼ， α-1， 
4勺 α-1，6ー 結合に活性を示すヒト αー グルコシ
ダーゼについてアライメント解析した結果， N末
端とC末端のホモロジーが低いこと，活性中心下
流に大きなギャップがあることから，これらの構
造が基質特異性に関与している可能性を示唆した。
一方，本遺伝子を大腸菌中で発現した結果，マル
トースと可溶性デソプγを加水分解する分子量約
10万の αー グルコシダーゼの生成を認めた。
(3)・ホウレンソウ αー グルコシダーゼの分子多型に
関する研究
ホウレγソウ種子から各種クロマトグラフィー
に対して挙動の異なる4種の αー グルコシダーゼ
を精製し，その諸性質を比較検討した。 αー グル
コシダーゼ1， 1は分子量約7.8万，マルトース
だけでなく可溶性デγプγにも強い加水分解活性
を示すのに対し， αー グルコシダーゼrn，Nは分
子量約8.2万，マルトースに対してのみ強い加水
分解活性を示した。各酵素の速度パラメーターを
検討しサプサイト構造を推定した結果， αー グル
コシダーゼ1， Iは第l番目から第6番目のサプ
サイト親和力が正の値であるのに対し， αー グル
コシダーゼm，Nは第l番目から第4番目のサプ
サイト親和力が正の値であった。また，全ての酵
素で第l番目のサプサイト親和力が第3番目のも
のより大きく，グルコア ミラーゼとは明らかに異
なることを示した。
(4) 黍に含まれる αー グルコシダーゼに関する研究
黍種子には著量の αー グルコシダーゼが含まれ
ている。そのため種子中での本酵素の役割を明ら
かにするため，黍種子から本酵素を単離精製し，
その諸性質に検討を加えた。その結果，黍種子中
には2種の αー グルコシダーゼが存在し，どちら
もマルトース以外にマルトオリゴ緩や可溶性搬船
にも良〈作用した。さらに，それらは黍から単離
した貯蔵澱粉にも弱いながら作用した。このこと
から，aー グルコシダーゼは種子中で貯蔵慣船の
分解を単独で行い，エネルギーを供給していると
考えられる。現在，詳細を検討中である。
(5) αー グルコシダーゼの糖鎖に関する研究
A伽corjavani仰を槽鎖生合成阻害剤(カスタノ
スペルミ γ，CS)添加培地で培養すると，菌は
正常に生育したが， αー グルコシダーゼの生合成
は強〈阻害された。その原因を明らかにするため，
CS添加培養の薗から本酵素 (CSE)を単離精製
し， コγ トロールの酵素 (CE)とその諸性質に
ついて比較検討した。 CEに比してCSEの槍含量
は減少し，その中性績はマγノースのみであった。
これらのことは，槍蛋白質が正常に生合成され分
泌されていくために糖鎖が関わっていることを示
している。
(6) ニγジγ懸濁培養細胞の細胞壁分解酵素に関す
る研究
植物培養細胞の糖質分解酵素は，抽出様式の違
いにより，細胞質(細胞表層も含む;1型)，細
胞壁 (11型)，培養櫨液 (II型)の3画分に検出
される。これら加水分解酵素のなかでI型， m型
に含まれるエキソーポリガラクチュロナーゼ
(Exo-PGase) ， αー アラピノフラノシダーゼ
(α-AF出e)，{J-ガラクトシダーゼを純化し，
それらの諸性質を検討した結果，これらの酵素は
ニγジγ培養細胞の細胞壁ペクチγ質画分の分解
に関与することが明らかになった。そこで，
Exo-PGaseとα-AFaseの2種のcDNAのクロー
ニソグを行った。その結果， α-AFa田のcDNA
に存在するORFは654アミノ酸，分子量71，895の
蛋白質をコードし，またExo-PGaseのORFは391
アミノ酸，分子量42，614の蛋白質をコードしてい
た。次にこれら2種のペクチソ分解酵素について，
ニソジγ幼苗を実験試料に用いて，遺伝子発現や
組織細胞が産生保持する酵素の分布・局在を調べ
た。両酵素のmRNAのinsituハイプリダイゼー
ショソの結果，これら酵素のmRNAは根の形成
層，内皮，師部柔組織層で発現していた。また
Exo-PGaseについては酵素抗体・免疫染色実験
によって，根端分裂組織周辺から伸長帯にかけて
の細胞，根毛帯の細胞における細胞壁部分や細胞
間ラメラ部位に局在することが明らかになった。
従って，これら酵素は高い分裂活性を有する維管
束・形成層近傍の細胞群で発現し，産生された酵
素はそれらの部位やその周辺の組織に局在し機能
していることが示唆された。 一方， 1型酵素はこ
れまで細胞壁代謝にとって極めて重要であると指
摘されているが，具体的な研究はほとんど進んで
いない。そこで，ニンジγ培養細胞に含まれる典
型的1型酵素である9世グルコシダーゼを純化し，
その諸性質を検討した。その結果，本酵素単独で
は細胞壁を構成するグルコースーリッチのへミセ
ルロース画分には作用できないことが明らかになっ
た。
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生物環境反応部門
病態解析分野
植物の病気の大部分は，ウイルス，細菌，糸状薗
な戸の病原徴生物によって起きる。当研究分野では，
資源植物の健全な育成を図るため，ウイルスと細菌
病を対象として，病原体(ウイルス)の同定，分類，
遺伝子構造，宿主との相互関係，媒介者との相互関
係，診断法などについて研究を行っている。
土接伝染性ウイルスでは，テγサイそう根病ウイ
ル~についてゲノムの複製，病原性，伝徴性に関与
する遺伝子の解析を進めている。花井植物では，ラ
シ科とユリ科植物に発生するウイルスの生物学的特
性，粒子形態，遺伝子構造，血清学的性質，細胞内
所存様式について解析し，効率的な診断技術の確立
を目指している。細菌病では，XanI加monas属細菌
の形質転換系の研究を行っている。
(1) 土壌伝染性ウイルスの遺伝子構造と機能解析
テシサイそう根病は， Beet necrotic yellow 
vein virusによって起こるウイルス病であり，テ
Vサイの重要な土壊病害の一つである。本ウイル
民は5種の分節ゲノム (RNA-1から5と命名)
からなり，Pol)明yxabetae菌で媒介される。日本
産分離株の全塩基配列(総数15941塩基)を決定
し一部についてその機能を解析した。すなわち，
~NA-1 (6746塩基)には， P237タソパク質が
pードされ， RNAの複製に関与していると推定
された。 RNA-2 (4609塩基)には， 6個の
open reading frameが存在L，5'末端から順に，
1'22外被タ γパク質， 54Kタγパク質(外被タ γ
パク質を含むP75リードスルータ γパク質として
翻訳)， トリプルジ-':1プロック (P42，P13， 
P15)およびP14タγパク質がコードされていた。
f75はウイルス粒子形成と菌伝搬性に関与するこ
とが明らかにされた。 RNA-3(1774塩基)には，
l>25タγパク質， RNA-4 (1465塩基)には，
P31タソパク質がそれぞれコードされ.P25はそ
う根症状の発現に必須であり， P31は伝搬効率を
高める機能をもつことが証明された。 RNA-5
(1347塩基)には， P26タγパク質がコードされ，
そう根症状とは異なる病原性を担っていることが
明らかにされた。発病ほ場からは， RNA-1， 2， 
3および4の4種が検出されるが， RNA-5を含
む分離縁は，北海道からのみ見つかっている(北
海道立中央農業試験場との共同研究)。
(2) 花丹植物に発生するウイルスの遺伝子構造と病
原学的解析
(a) Dendrobium mosaic virus (DeMV) 
DeMVはPotyvirusに属し，日本ではじめて
発見されたウイルスである。自然ではデソドロ
ピウムにモザイク症状を起こす。寄主範囲は狭
く，デシドロピウムにのみ全身感染する。ウイ
ルス純化法を確立し，抗血清を作製し，他の
Potyvirusとの類縁関係を調べた。ゲノムRNA
の3'末端約2.6KbのcDNAをクローニγグL，
その塩基配列を解析した結果，このクロ-':1に
は， DeMVの外被タ γパク質 (CP)を含み，
そのCP遺伝子は798塩基からなり，推定分子量
は30KDaであった。このDeMVと他の17種の
potyvIrusのCPのアミノ酸配列を比較したとこ
ろ， bean common mosaic virusと67%の相向
性があり，比較したウイルスの中では，最も高
かった。一方，ハワイから分離されたDeMVの
CPとの相向性は58.7%であった。以上および
寄生性，血清関係から，日本で分離された
DeMVはハワイ分離株とは，明らかに異なるウ
イルスであると考えられた。
(b) Fre田iastreak virus (FSV) 
FSVは，モザイク症状を示すフリージアから
分離されたPotyvirusに属するウイルスである。
ゲノムRNAの3'末端を含む1206塩基をクロー
ニγグL.その塩基配列を決定した。このクロ-
Yに含まれているCP遺伝子は， 822塩基から成
り，分子量32KDaと推定された。 FSVのCPを
他のPotyvirusと比較したところ.bean yellow 
mosaic virusと82-93%，clover yellow vein 
virusと69%.tobacco etch virusと58%の相向
性が認められた。以上から本FSVはBYMVと
極めて近縁なウイルスであると考えられた。
(c) Cymbidium chlolotic mosaic virus 
萎縮症状と新芽に明瞭な退色斑を示すシュ γ
ラγから径約28nm球形ウイルスが分離された
ので，その特性を調べた。本ウイルスの寄主範
囲は非常に狭<，シYピジュウムにのみに感染
が認められた。外被タ γパク質の分子量は約30
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KDa，核酸は単一の 1本鎖RNA(1.6X 106) 
であった。また，感染葉からは2種の2本鎖
RNAが検出された。さらに血清学的関係など
から，本ウイルスはSobemovirusに属する未
記載のウイルスであると考えられたので， c抑止
bidium chlolotic mosaic virusと命名した。
ゆ Orchidfleck virus (OFV) 
OFVはシγピジウムなど数種のラシ科植物
に感染し，綾死斑を起こす重要なウイルス病の
一つである。東洋ラ γより分離されたOFVの
解析を行ったところ，本ウイルスは，汁液接種
が可能であり，寄主範囲は狭く，粗汁液中の安
定性は低かった。ウイルス粒子は長さ120-1印
nm，巾約40nmの被膜のない短縛菌状であった。
超薄切片による観察の結果，感染細胞の核内に
パイロプラズマが形成され，その周辺や内部に
粒子が多数認められた。さらに細胞質側には膜
に包まれた車軸状に配列した粒子の集団が観察
された。また細胞質内では単独で被膜をもった
ような粒子が認められ，既知の被膜をもっラブ
ドウイルスとの類似性について新知見が得られ
た。
(e) テッポウユリから分離されたCarlavirus
モザイク症状を示すテッポウユリから未記載
と思われるひも状ウイルスが分離されたので，
その特性を調べた。 9科36種の植物に汁液接種
を行ったところ，本ウイルスの寄主範囲は非常
に狭く， C. qunoaにのみ局部感染が認められた。
粒子の長さは伺伽m，外被タγパク質の分子量
は約33KDaであった。数種のCぽlavirusと血清
学的類縁関係が認められた。外被タ γパク質遺
伝子を含む1.8KbcDNAクロ-yの塩基配列を
決定し，他のCarlavirusと比較したところ，
garlic mosaic virusと58.1%の相同性が認めれ
られた。以上から，本ウイルスはCarla吋rus属
する新種のウイルスであると考えられた。
(3) ウイルスの診断法の開発
花升植物のなかでもラン科やユリ科など栄養繁
殖する植物では，ウイルス病による被害を回避す
るため，健全種苗の増殖体系が組織化されている
が，その場合，敏速，簡便な診断法の開発が強く
望まれている。当研究分野では， 26種のウイルス
について，精製法を検討した結果，簡便で， しか
も高純度のウイルス精製方法を開発した。現在，
12種のウイルスについて，診断に利用できる高力
価の抗血清を得ている。さらに敏速な診断法とし
て，複数のウイルスを同時に検出できる免疫ろ紙
検定法のデバイスを考案している。
(4) イネ白葉枯病菌XanJJwmonasoryzae pathovar 
oryzaeとアブラナ科植物黒腐れ病菌X.cam仰'stris
pv.ωmt惨strisの形質転換
栄養素要求株を最小寒天平甑上に塗布し，飢餓
条件下に置くと，コソピテンス(外来DNAを取
り込む能力)が誘導されて来る。高度のコシピテ
γスは少なくとも数時間は持続するが，寒天上か
ら回収した薗は浮遊液中ではコ γピテγスが著し
く低下する。
-寒天上のコ γピテγ ト菌にDNAを塗布すると，
最も早いもので1.5分以内にDNAの取り込みが始
まり，通常5....30分後にDN邸eIを軟寒天と共に上
属すれば反応、を停止できる。しかし，この系では
最小寒天上でもゆっくりと菌の分裂が続き，最初
に播いた菌散を基に計算した形質転換頻度が正確
かどうか検討を要するなど， コソピテγス発達機
構の大部分が不明である。一方， ドナー菌と受容
菌を混合して同時に選択寒天平桓に播くと， ドナー
菌から急速にDNAが放出され，受容菌がこれを
取り込むことが知られている。この方法で他の
XanJ，加manas属細菌と形質転換可能な表記の二種
の細菌との聞で種閉またはpathovar聞の形質転
換が確認された。ドナー菌の種類や遺伝標識によっ
て形質転換頻度に大きな差異が認められており，
これらのデータはXanJ加monas属細菌の類縁性の
指標として，分類基準の補強に利用可能と考えら
れている。現在遺伝標識の種類を増ゃしながら，
データの集積に努めている。
図1 東洋ラ γに発生する4種の病原ウイルス
A. ORSV， B. CyMV， 
C. CyC恥W，D. OFV 
? ?
生態化学解析分野
地球規模の環境問題は生物園を磁緩いすべての
生命体の存亡に関わる多くの課題を提起している。
中でも，水環境に関わる問題は生物の存在基盤を直
接的に脅かすものであり，水環境と生物の関わり方
を知ることは重要な謀題である。本研究分野では.
水間境を中心として栄養塩類や有害化学物質をはじ
めとした化学的環境因子の変動解析を行なうと共に，
これら因子が生物の生存に及ぼす影曹を生態化学の
面から明らかにし，資源生物科学の進展に寄与する
ことを目的としている。この大きな課題を解決する
ために，以下の研究に取り組んでいる。
(l~ 微生物を用いた有害化学物質の毒性評価
有害化学物質の毒性，特に変異原性を評価する
ことは飲料水中等の化学物質による化学発癌のリ
スクマネージメ γトにおいて重要である。化学物
質の変異原性スクリーニソグを目的として，既に
細菌を用いたAmes試験等の実験系が確立してい
る。本研究では真核生物である酵母のDNA修復
機能欠損株を用いたDNA損傷性試験の開発研究
を行なうと共に，細菌を用いたumutestにより，
変異原と共存する重金属が変異原性に及ぼす影響
を化学物質問相互作用の観点から解析を進めてい
る。重金属cdは変異原4NQOのDNA損傷性に対
して措抗的に作用することを確認した。同様の結
果がumutestからも得られ，現在その作用機作
について検討している。
(2~ 有害化学物質の生態毒性試験の開発研究
有害化学物質の生態毒性評価には，生態系の構
造と機能において重要な生態学的地位を占める多
種生物系を用いた試験法が提案されている。本研
究ではまず，農業および工業用途の有害化学物質
の急性毒性を評価することを目的として，既に報
告されている以下の生物種を用いた短期生態毒性
試験を実施した。実験によって得られた標準化学
物質の毒性強度を文献値と比較したところ良い一
致を認めた，これらの試験の有効性が確認された。
今後，水や底質等の環境試料の毒性を総合的に評
価するためには，これらの各試験をパッテリーテ
ストとして実施L.，生態毒性の解析評価方法の検
討を進めることが必要である。
a)分解者 (24時間試験)…...Baαi//ωcer，側 5，
S低'Charomycescere7isiae 
b) 水圏の生産者 (96時間試験)…… Sel~
t1Umca如icornutum，ChJorela wlgaris 
c)水圏の消費者 (48時間試験)……均伸m
magana， Da，帥niat.de:r 
d)陸圏の生産者(120時間試験)….Loct附
刻印
また，慢性毒性を評価することを目的として，
21日間ミジ γコ繁殖試験にも着手した。重金属
cdを供試したところ，親ミジγコの生存に対す
るLC50は1.77.......3.53μg/L.繁殖に対するEαo
は0.35μg/L以下と算出された。そこで，本試験
により極低濃度の化学物質の毒性を評価し得るこ
とを確認した。除草剤であるesprocarbおよび
mefenacetは水圏環境中で検出される濃度 (10
μg/L)では， ミジγコの繁殖に対する影響は認
められなかった。
(3) 河川の流下過程における難分解・保存性物質の
運命に関する研究
鍵分解および保存性を有する化学物質による水
質汚染を評価するには，水系に排出される前の当
該物質の諸特性を理解することと同時に，排出さ
れた後の水圏における当該物質の諸特性を理解す
ることが重要である。本研究では水，懸濁物質，
底質等の環境試料の毒性を評価することにより，
調査地域が汚染されているか否かを判断し，汚染
が認められる場合には毒性の原因物質を明らかに
することを目的とする。モデル調査地滅として有
機汚濁の進んでいる岡山県南部の児島湖周辺水械
を選定し， 1993年の季節ごとに湖内および流入2
河川における16地点から環境試料を採取して有機
溶媒で抽出して試料を調製し， (2)に示すパッテリー
テストを用いて生態毒性のスクリーニγグを行なっ
た。その結果. 2河川の河口域および湖内敷地点
における底質抽出物が複数の生物種に対して毒性
を示すことを認めた。また，冬季以外に採取した
表流水抽出物は調査地紙全域にわたってミジンコ
遊泳阻害を及ぼした。表流水によるミジンコ遊泳
阻害をさらに確認するため， 1994年には倉敷川一
児島湖水系に被って表流水の採水期聞を密に取っ
て試験を行なった。表流水抽出物によるミジγコ
遊泳阻害を時間的・空間的に解析した結果，前年
と同様に冬季における毒性は認められず.6月か
ら9月にかけて強い毒性が観察された。また，本
地域で多用されている11種類の良薬成分のHPLC
分析を行なったところ，表流水中には極低温度の
mefenacet， dymron， flutolanilが検出されたが，
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ミジγコ遊泳阻害を生じるほどの温度ではなかっ
た。今後，表流水中のミジシコ遊泳阻害物質を明
らかにすることが必要である。
(4) 水圏環境における轟藁の分解性に関する研究
水圏環境に排出される農薬等の有機化学物質に
よる生物への影響を評価するためには，当該物質
の物理化学的性質や毒性だけでなく，分解性や分
解産物の毒性を知ることが重要である。一般に，
農薬は図面水や河川水中で太陽光によって光分解
することが知られている。しかし，水中の天然光
増感物質および光増感反応機構に関する知見は極
めて少ない。本研究では河川水中における除草剤
成分の太陽光近紫外線 (UV-A)による光分解性
を解析すると共に，その反応機構を明らかにする
ことを目的としている。 1995年3月から 1年間，
月毎に河川水を採取して凍結乾燥によって有機成
分を捜縮し，試水を調製した。これに除草剤dym-
ronを添加して15日間光照射した。 dymronの光
分解は河川水の採取時期に関わらず認められ， 4 
月および5月に採取した河川水中での光分解速度
が大きかった。浦過滅菌処理および加熱処理を行
なった河川水においても光分解が認められたこと
から，徴生物による分解への寄与は少ないこと，
河川水中の光増感物質は耐熱性を有することが示
唆された。また河川水を活性炭とイオγ交換樹脂
に通水したところ，光分解が生じなかったことか
ら，光増感物質はこれらの樹胞に捕捉されたもの
と考えられた。河川水から光増感物質を分取する
ことにより，その構造に関する情報，光増感反応
機構に関する情報が得られるものと考えられる。
また，河川水中の農薬の生分解性に関してはカ
ナダ環境庁水科学研究所と共同研究を進めており，
除草剤metolachlorの微生物分解産物として4種
類の化学物質を同定し，毒性が親化合物よりも強
いことを明らかにした。
(5) 酸性雨が生態系に及ぼす影響およびその評価・
制御に関する研究
酸性雨による土療の酸性化により土獲中の栄養
塩類や金属類の溶出が起こり，生態系への悪影響
が懸念される。大麦種子を用いたモデル実験系に
より，土壇から溶出するアルミニウムおよびカド
ミウムが大麦の発根発芽に及ぼす影響をこれら金
属の相互作用の観点から解析した。現在，陸生土
嬢および湖沼水質の殴性化を未然に防ぐことを企
図して，石灰施用による防止策の検討を行なって
いる。
(6) 資源生物に対する金属毒性に及ぼすコ γプレキ
サγの影響とその防御に関する研究
界面活性剤をはじめ人工コ γプレキサγの消費
量の増大に伴う環境へのイ γパクトによる様々な
影響が懸念されている。これらの環境中分布およ
び動態を解析するとともに，これらががもたらす
環境変化と資源生物への様々な悪影響を修復する
ことを目的として，多種類の金属暴露時における
資源植物中の元素組成の変化並びに共存物質の影
響を解析している。同時に塩分耐性植物，酸性耐
性植物や耐病性織物の微量金属組成の解析からそ
の特性が明らかになりつつある。また水生生物に
対する金属の毒性および移行部位選択性に及ぼす
環境水中の陰イオソ界面活性剤， EDTA， NTA， 
DTPAなどの種々の金属コシプレキサγの共存が
及ぼす作用変化に着目して多種類の金属について
検討をしている。殊に環境水の酸性化に伴う金属
の溶出による資源生物への影響が問題になってい
る中，比較的低毒性，低集積性金属であるアルミ
ニウムは陰イオγ界面活性剤の共存により績物体
のみならず水生生物の頭部組織への特異的移行現
象が惹起される新事実を明らかにした。今後はこ
れらの移行様式および作用様式の解明を行い，未
然の防御策の研究に進展さす予定である。
(7) 各種の機能化処理による汚濁環境水の修復に関
する研究
洗剤，肥料，農薬およびメッキ緋水等に含有さ
れる人工コソプレキサンの消費量拡大による環境
へのイ γパクトの増大に伴い様々な影響が懸念さ
れるが，これらに関する集積データーは極めて少
ない現状にある。そこでこれらの環境水中の分布
および動態を解析するとともに，これらがもたら
す環境変化と資源生物への様々な悪影響を修復す
ることを目的として，各種の機能化処理による汚
濁環境水の修復に関する研究と環境水の活性化が
資源生物にもたらす影響解析の研究に着手してい
る。その結果，低エネルギー処理による水の物理
的特性の微弱変化が藻類の繁殖抑制の効果をもた
らす可能性並びに植物体の成長促進をもたらす現
象も一部認められてきた。また水生生物に対する
金属毒性の軽減の事例も確認されつつあるが，そ
の作用様式の解明など今後の課題である。
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環境適応解析分野
本研究分野では，生物を取り巻く環境情報の解析
及びそれらの環境に対する資源植物の反応，適応現
象の解明を進めている。
(1) 雨と植物反応に関する研究
植物が雨に濡れることによって，どのような影
嘗を受けるか，すなわち雨の直接的影響について
解明を進めている。そのため雨に対する植物の生
理生態反応の実態を解明するとともに，それらの
植物反応を通じて，降雨の農業気象学的意義につ
いて検討を行なっている。
a)植物の雨漏れ反応に関する研究
植物が雨を受けることによって起こる種々の
生理的，生態的現象，例えば雨漏れの生長，物
質生産，蒸散作用に対する影響および発根・伸
長阻害，雨後の萎凋，異常葉の発生などの障害
について解析を行なっている。またこれらの雨
漏れ現象の浸水，冠水の影響との差異および降
雨期間，降雨強度の影響について検討している。
b)降雨による葉の状態変化に関する研究
降雨による葉の状態変化をさぐる手がかりと
して， 16種の植物を使って降雨処理後に切り離
した葉の乾燥速度に対する降雨期間の影響，植
物種，葉位による差異について検討を行なった。
すべての植物種において，雨を受けた植物から
切り離された葉は雨を受けない切葉よりも乾燥
速度が大きくなった。この乾燥速度の程度は植
物種により異なるが，一般に3日以上の降雨で
切葉の乾燥の促進が著しくなる傾向がみられた。
また，展開直後の若い葉，または葉齢の進んだ
成熟葉は，活動の盛んな葉よりも雨漏れによる
乾燥速度が大きくなる傾向がみられた。
c)降雨による植物体内の積，窒素含量の変化
植物体地上部が雨を受けることにより，糖類，
窒素含量が著しく減少することが明らかになっ
た。また雨漏れは植物体の葉，茎，根の部位別
体内成分の配分比率を変化させることが明らか
になった。このことは雨漏れは同化産物の転流，
貯蔵へも大きな影響を与えることも考えられた。
(2) 酸性雨の観測と解析
本研究分野では倉敷において1972年以来，降水
の酸性度の観測を継続しており，降水の酸性度が
干山と山かに吋た。また岡山，香川1.
鳥取の3地点の酸性度と電気伝導度の比較観測を
行い，その地域差についても明らかにしてきた。
a) 1991-1田4年の降水のpHとEC
倉敷において， 4年間の雨水pHの平均値は
4.38であり，最大値は7.03，最小値はpH3.39
であった。 pH5.6以下の雨水は各年とも90%以
上でほとんどすべての降水が酸性雨であった。
配の4年間の平均値は37.7μ5/咽であり，最
大値は205.6μS/cm，最小値は3.3μS/cmであっ
た。降り初めから 1聞目の雨水のpHは1993年
(多雨年)では低く， 1回4年(少雨年)では高
い傾向があった。各年とも降雨経過に伴って
pH値は上昇する傾向がみられた。
b)岡山，香川及び鳥取の敵性雨の比較観測
1988年以来倉敷市と香川県木田郡で， 1991年
以降鳥取市で降水のpH，ECを観測し，その差
異を解析した。降り始めから5閣のpHは岡山，
鳥取では4.3-4.6の間にあり，香川の4.9-5.1
よりもpH値が低くかった。
(3) 植物の花弁，葉に対する酸性雨の彫響
33種の植物を使い，花色の異なる41材料の花弁
に種々の費量性度の人工酸性雨基準液を滴下し，脱
変色反応の程度を比較検討した。
花弁の脱変色は植物種，花色によって著しく異
なっていた。 pHが4.5でアサガオ(赤)， ヒピス
カス(赤)が変色が発現しはじめ， pH4.0でハナ
タバコ(赤)，パラ(桃)，ニチニチソウ(紫)で
変色が起こる。 pH3.5-3.0で10種， pH2.5-2.0で
11種， pH1.5以下で14種で変色が発現した。一般
に赤，紫，育の花色が変色しやすく，桃，橿，賞，
白色の順に変色しにくい傾向がみられた。 61種植
物について，葉の脱変色を調べると， 3時間接触
では，ほとんどの葉はpH2.0以下で変色を始める
ことが明らかになった。
“)作物葉の光合成蒸散速度への漫水の影響
ダイズ，オオムギ， トウモロコシの地下部を数
日浸水処理すると葉の窒素含量，クロロフィル含
量が低下しそれに伴い光合成蒸散速度が低下した。
処理水温が高いほど低下の速度が速く，低下の程
度はオオムギ， トウモロコシ，ダイズの順で大き
かった。
(5) オオムギ種子の発芽に及ぼす酸素潰度の影響
水感受性程度の異なるオオムギの発芽は，高酸
素漫度下では感受性よる差異が認められなかった。
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形態観察より水感受性の機構には，匪附近の穀皮
の形状による酸素供給不良が関与していることが
示唆された。
(6) 植物群落のエネルギー収支及びガス交換の研究
群落生物環境反応測定装置を用い，圏内および
中国の乾燥地域のオアシスにおいてイネ，コムギ
などの植物群落内外で炭酸ガス，顕熱，潜熱，運
動量などの輸送量を渦相関法によって測定した資
料の解析を行った。これらの解析によって，群落
全体や層毎の炭酸ガス，水蒸気，熱などの騒い込
み量や放出量の経時変化を評価することができ，
種々の要因による大気と群落の交換過程に対する
影響についても幾つかの新知見が得られた。
(7)値物群落における穂渡や表面温度と乱流特性の
研究
植物群落内外で測定された風速，気温，水蒸気，
炭酸ガスの変動量の資料を用いて種々の統計計算
を行い，乱流特性が調べられた。また，植物体に
接着した査みゲージ，ピデオカメラによる植物体
の揺れや，サーモトレーサによる群落表面温度の
経時変化の観測資料を用いて，植物群落内外の乱
流特性と稿波現象の関係について研究を行った。
群落内外の気層では，穂渡発生時には，運動量の
みならず炭酸ガス，水蒸気輸送が盛んであり，揺
れが激しい群落表面が低温化しているなどの興味
ある結果が得られた。また，熱電対温度計による
葉温の測定値とサーモトレーサによる群落表面温
度の比較を行い，環境の変化に伴う群落表面温度
の動態の解析を進めている。
(8) 浮遊粒子状物質の動態に関する研究
岡山県南部における浮遊粒子状物質の経年変化，
季節変化の動態を調べるためァγダーセγ大気用
サンプラーによる観測を続けている。これらの資
料や倉敷市や山口県徳山市などの観測資料から，
天候の変化の大きかった最近の数年間の夏季の温
度変化の比較を行ったり，瀬戸内海の広域におけ
る黄砂現象の影響などについて調べている。亜硫
酸ガスや二酸化窒素ガスの変化に類似して，浮遊
粒子状物質も移動性高気圧に覆われた好天時に高
温度になることが多く，瀬戸内海地域の一般的特
性と考えられる。
(9) 個葉レベルと群落レベルにおける光合成・蒸散
の比較
水田に繁茂するアオウキクサを対象に，群落レ
ペルの二酸化炭素フラックス・水蒸気フラックス
の測定を，小型の超音渡風速計と赤外線炭酸ガス・
水蒸気変動計を用いて渦相関法によって行った。
また携帯用光合成燕散担，Ij定装置を用いて，個体レ
ベルの光合成量を測定し，上述の値との比較を行っ
た。その結果，両レベルの光合成量のオーダーは
一致することが判明した。また自由水面からの燕
発量とアオウキクサの葉状体からの燕散量の差等，
興味深い結果を論文に取りまとめた。
(10) 地表面温度に関する研究
各地の様々な耕地や林地における土地利用とそ
の地表面温度分布について，高感度放射温度計
(サーモトレーサ)を用いて計測を行った。また
植物の生育に彫響の大きい霧の発生と山地斜面の
地表面温度分布の関係を解明するために，愛媛県，
長野県の盆地，高冷地を対象に観測を行い.夜間
の斜面温暖帯などについて考察を行った。
ω植物群落の遷移と徴気候の相互作用
瀬戸内海沿岸地域の徴気候と植生との関係につ
いて調査を行った。測定には全天候型データロー
ガを用い，王子が岳周辺の標高別の気温・地温・
湿度の10分毎の連続観測を長期間実施した。その
結果，天候別のこれらの要素の特徴や，霧発生時
の気象，植生分布との対応等，興味深い知見が得
られている。また乾燥時に発生した山火事の際の
気象状態の急激な変化や値生の様子，その回復に
関する貴重な資料も得られており，成果の一部を
論文に櫨めた。
ij同νUJj
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第1図 植被の揺れ(CJ s)と小麦群落上の顕熱
(奇'f)，潜熱(面白の乱流輪送
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野生植物種子の収集と保存に関する研究
雑草を中心に野生植物種子の収集と保存を継続
している。 1994-1995年に収集した標本は種子
3，ω1点，さく葉標本3，331点であった。現在広重量
の雑草種118科1，338種の種子を冷凍保存している。
現在所有している資源植物種子散は214科4，090種
目，987点である。収集できた種子や植物を供試し
た共同研究も始まっている。
帰化雑草の種類と特性に関する研究
現在日本で問題視されている外来雑草の植物体
と種子の写真と説明文を載せた「写真で見る外来
雑草」という図鑑を草地試験場らと協力して出版
した。種子はすべて当研究所に保存されているも
のである。この図鑑はその内容がそのまま画像デー
タベースとしてイ γターネットに公開されている
ため，利用者が多い。 (URL:http://ss.ngri. 
a笠rc.go. jp) 
岡山県における水生植物の分布に関する研究
倉敷市立自然史博物館の協力を得て岡山県南部
の水草の分布と水質を調査した。調査地点は1993
年から1995年の聞で1，768地点であった。 29科108
種の水草と23種の絶滅危倶植物を発見し，岡山県
南部の水生植物のフロラ，分布地と水環境を明ら
。
a$ 
自力
かにした。
塩湿地および干拓地における遷移の研究
笠岡湾干拓地や岡山県の海岸を中心に塩生植物
の分布や遷移を研究している。絶滅危倶植物のイ
トクズモなどの水生植物の種子保存法に新しい手
法が開発されつつある。
側韓国の雑草フロラの調査
四度に渡って訪韓l，韓国の線草フロラを調査
した。韓国初記録と考えられる雑草や帰化植物な
ども数種類発見し， 1年後に出版をめざしている
韓国雑草図鑑の作成に協力している。
四)雑草とその近縁種の比較生物学的研究
汎世界的な雑草であるスズメノカタピラとごく
近縁でありながら日本固有種であるツクシスズメ
ノカタピラの生態や形態の比較研究を行い.休眠
や発芽の性質の違いを明らかにした。
a8) 
天然徴生物，昆虫による野生ヒエの管理，防除
に関する研究
数年前に当研究所圃場で生背中のタイヌピエ集
団に当該ヒエを枯死させる微生物を見出し，これ
を利用して除草剤によらない環境調和型の鎌草の
管理，防除法の研究を始めた。本菌はイネに無害
で，タイヌピエを枯死させるが他種のイヌピエ顛
には無効で，その作用に種特異性がある。多肥で
著効があり，病気ヒエ藁，培養菌イネ藁の施与で
好結果となるが， 1993年の低温， 1鈎4年の高温干
害年には好結果はみられなかった。昆虫ではある
種のメイガ，セジロウンカなどもヒエ，イネが共
存する水田ではタイヌピエのみに集中的に飛来し
それを全枯死させるが，他種のイヌピエには効果
が少なく種特異性がある。昆虫の管理，利用には
困鍵な面もある。
付
ヒメタイヌピエの地理的分布に関する研究
我国では分布が局限されている水田雑草ヒメタ
イヌピエ分布の継続研究では，その分布域は狭く，
主な地域は温暖な甑戸内，九州の沿岸で東海地方
にはみられない。
農業災害環境の予測に関する研究
我国農業の二大災害である冷害と干害の発生を
過去の記録のある1880年以来の115年聞について，
東北に伝承されるこ十三夜の月の古言によって解
析した。その結果，冷害と干容は月の運動で生ず
る地軸の揺れ(地球の章動)と関係し，月の出の
方位の変化範囲の両端部に災害績があり，方位の
反転前に干害(図の干害多発域)の，反転後に冷
害(冷害多発域)の発生が多いことが判明した。
(1~ 
(14) 
過去(lSSO-l9!~隼: 111年間}
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福
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第2図稜線から出た月の位置
(図中の数字は西暦年の下lまたは2桁，
， 80-'99は1回0-1899年，上から月の出の
時刻順に表示)
乾燥地域においては一般に土壌表層の水分が極
めて少ないために，作物の種子を深〈播いて土壊
深部の水を有効に利用する。この場合，土壌深部
から出芽し得るためには深播耐性が必要である。
そこで約6，0∞のオオムギと1，(削余のコムギ品種
を供試して探播耐性の品種変異を評価し，オオム
ギではその遺伝解析を行って遺伝子の染色体上の
座位を明らかにした。
(1) 耐病性の解析
オオムギの主要病害である赤かぴ病について一
連の研究を進めており，すでに約4，000品種を評
価して極強品種を検索した。これらはアメリカ合
衆国，オーストラリア， ヨーロッパなどの研究者
の求めに応じて現地で利用されている。
赤かぴ病の病原体であるフザリウム菌のレース
分化についても約100菌株を用いて大規模な実験
を行い，オオムギ品種と菌株の聞には交互作用が
認められず，従ってレース分化は無いとみられる
ことを明らかにし，さらにオオムギとコムギの両
作物品種を供試して宿主と菌株の聞に交互作用が
存在しないこと，すなわち，両作物の赤かぴ病抵
抗性の遺伝的機作は共通とみられることを明らか
にした。
網斑病抵抗性についてはすでに品種検索を終わ
り，遺伝分析を展開しており，従来いわれていた
ような主働遺伝子による抵抗反応はむしろ稀で，
一般には量的あるいは複数遺伝子による抵抗性で
あることを明らかにし，いくつかの遺伝子につい
ては染色体上の座位を明らかにした。
(3)各種有用形質のQTLマッピγグ
生産性，適応性，品質，各種ストレス耐性など
の有用形質は一般に量的遺伝を示す形質 (Quan-
titative treat)であり，その遺伝子座(loci)を
QTLと略称する。このQTLの染色体上の座位を
決定すること(マッピγグ)は遺伝子解析と育種
大麦系統保存施設ではオオムギ遺伝資源の開発と
評価ならびに系統分化と各種形質の遺伝性の解析を
目指して約8，000系統の栽培種，ならびに多数の野
生種，突然変異系統，各種実験系統などを保存，解
析して材料と情報を国の内外に提供している。
(1) 各種環境ストレス耐性の解析
オオムギは他の作物に比べて分布域が広<，温
度，水分，塩などによる環境ストレスに対する耐
性が強い。また，アジアモγスー γに位置する日
本では，水過剰によるストレス(湿書)という固
有の問題も存在する。
当施設ではオオムギの耐湿性に関する一連の研
究を展開し，完全な水田状態でも対照区の60%程
度の収量を得られる極強品種を見出し，その遺伝
解析を行っている。耐湿性のー側面である種子の
冠水耐性(種子を水づけした場合に死滅するかど
うか)については外国人客員教授と共同研究を行
い.耐性遺伝子の染色体上の座位を明らかにした。
また，湿書の一種である穂発芽に対する耐性を
付与するために，種子の休眠性に関する品種変異
を検索しその遺伝解析を行って遺伝子の染色体
上の座位を明らかにした。
一方，武田教授は1988年以来，中国の黄土高原
ならびに三河平原において中国科学院との共同研
究によって乾燥，半乾燥地域に適応する耐性品種
の検索と遺伝解析を行っており，耐塩性に関して
は海水を用いても発芽し得る極強品種を見出し，
遺伝解析を行って遺伝子の染色体上の座位を明ら
大麦系統保存施設
の両面から重要である。
当施設ではNorthAmerican Barley Genome 
Maping Project (NA医;MP)との連携のもとに4:is・二・・・・_....._-..・・・ーノー キ
11 fil I ji， PIi I P 1i it
一~
Chr0lll08om・7
かにした。
?? ? 。
?? 。
?
Steptoe x MorexとHarringtonx TR306の2組合
せ各150系統の倍加半数体 (F1個体にHordeum
bUJ加'sumを交配して半数体を作り，染色体を倍加
して純系にしたもの)とそれぞれのマーカー情報
(それぞれ222および127マーカー)を用いて有用
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Harrington x TR306の倍加半数体系統
群において第7染色体の長腕端部に見出
された休眠性のQTL
図l
形質のQTLマッピγグを行っている。
対象とする形質は稗長，穂長，出稿期，粒大，
捷芽速度，幼植物の耐湿性，種子の冠水耐性，種
1Tの休眠性，発芽時の酎塩性，幼植物の耐塩性，
揮播耐性，網斑病抵抗性， うどんこ病抵抗性，ア
vラムシ耐性(生物間情報認識分野と共同研究)
件ど多岐にわたっており，すでに多くの形質につ
いてQTLマッピγグに成功している。
(4) オオムギの系統分化の研究
オオムギを遺伝資源としてとらえるうえで，作
物としての進化の過程は重要な研究課題である。
当施設では永年にわたって形態的形質やアイソ
ザイムマーカーを利用してオオムギの系統分化に
関する研究に取り組み，東西オオムギ品種群の分
化に関して世界的に高〈評価される研究成果を挙
げている。
この分野については引き続き各種のマーカーを
用いて研究を展開しており，有機燐剤ダイアジノ
じこ感受…遺伝聞 (ωd…詑蜘sens凶
)の地理的分布，フェノール酸化酵素遺伝子
Phr (phenol reaction)を欠く変異体の地理的分
布，アルコール脱水素酵素遺伝子の多型性の地理
的局在などについて新たな知見を得ている。
(5) 農業形質の遺伝解析
主要作物であるオオムギの生産性や品質などの
農業形質の遺伝解析に関する研究では，上位葉を
極端に短縮する変異遺伝子Sul(short upper 
leaves)を用いた草型に関する研究を展開し，オ
Fムギでは葉身以外の部位による光合成が大きい
ために，上位葉がほとんど無いSul変異体におい
↑ても原品種(ふじ二条)とほとんど変わらない収
量が得られ，むしろ葉身が小さいことによって収
穫指数が大きく，倒伏も少ないことを明らかにし
守.
1'"。
近年，西日本のビール麦に多発して問題となっ
ている裂皮粒についてはピール酒造組合の委託に
也って一連の研究を展開し，その発生機構と遺伝
性について明快な結論を得ることができた。
(6引オオムギとコムギの属間交雑
オオムギ (2n=14)とパγコムギ (2n=42)
は属が異なるにもかかわらず交雑が可能である。
野生オオムギ50系統と栽培オオムギ30品種をパ
Vコムギに交雑した結果，交雑成功率は花粉親の
片オムギ品種によって大きく異なり，交雑成功率
が花粉親の遺伝子型によって異なることを明らか
にした(母本のパγコムギ品種によっても交雑成
功率は異なる)。従って，交雑組合せを選ぶこと
によってかなりの効率でオオムギとコムギの交維
が可能となる。
次にパγディ γグパターγを利用して個々の染
色体を識別し，交雑後代における染色体の行動を
観察したところ，どの染色体が消失するかは組合
せによって様々であることが明らかにされた。
さらに，添加されたオオムギの遺伝子がコムギ
の遺伝的背景で発現するかどうかを検討したとこ
ろ，いくつかの可視的なオオムギの優性形質が添
加系統において発現することが確認され，属間交
雑による有用遺伝子の導入，利用の可能性が展望
された。
(7) 中国黄土高原および三河平原におけるムギ類の
ストレス耐性育種
1回8年以来，武田教授は中国科学院との共同研
究によって中国の半乾燥塩類化土壌に適応するム
ギ顛品種の導入・選掠試験を実施しており，現地
に適応するいくつかの品種を見出し，その特性解
析をすすめている。
平成7年度には中国側の求めに応じて陸稲品種
も導入し，いくつかの有望品種を見出した。この
日中共同研究は平成7年度からさらに5年間継続
される予定である。
(8) オオムギ遺伝費源の探索と収集
本施設およびその前身である種芸部および作物
遺伝学部門では永年にわたってオオムギ遺伝資源
の収集に努めて来た。
その一環として平成7年度には文部省科学研究
費国際学術研究の支援を受けて8月11日から25日
まで武田教授と佐藤助教授が訪中L，チベットの
オオムギ約350点を収集することができた(同行
のコムギチームも約3∞点のコムギを収集した)。
一般に中国からの遺伝資額の持ち出しは非常に
困難であるが，武田教授の中国科学院とのムギ類
品種の導入試験の実績により，また，今回の探索・
収集を四川農業大学の顔教授との共同研究として
実施したことによって，非常にスムーズに材料を
導入することができた。
チベットの3，8∞-4，0∞mの高地における伝統
的な農法とオオムギ在来品種の遺伝的多様性を見
ることができたのも大きな収穫であった。
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生活環解析(外国人客員)部門
曽富生
(ツzンフシェン)
台湾中興大学農学部教授(中華民国)
在任期間 l鈎4年6月1日-10月10日
1937年生
1961年 台湾中興大学農学部卒業
1970年 北海道大学大学院農学研究科修士課程修了
1973年向上博士課程修了農学博士
1963年一1967年台湾中興大学農学部助手
1973年一1977年向上助教授
1977年一向上教授
この間，作物育種学の専門家として日本，韓国，
中固などへしばしば出張し，特に統計遺伝学の分野
で指導的な役割を果たしている。
主な研究テーマ:主要作物の量的遺伝学および生態
遺伝学
当研究所での研究内容:
曽教授はソルガムおよびダイズを材料として種子
の耐水性(種子を水づけした場合に死滅するかどう
John Seymour Heslop-Harrison 
(ジョン・シー モア・ヘズ口・7プ・ハリソン)
ジョ γ インネス センター教授(連合王国)
滞在期間:1994年10月12日一1995年2月20日
1959年生
1980年ウエールズ大学卒業
1983年ケンブリッジ大学 Ph.D 
1983年植物育種研究所研究員
1987年ジョνィγネスセγター グループリーダー
1995年ジョンイ γネスセγター教授現在に至る。
主な研究テーマ:植物染色体の分子細胞学的解析
当研究所での研究内容:
シロイヌナズナは5対の染色体を有L.その動原
体領域には180塩基対を 1単位とする巨大な縦列型
か)の遺伝性について研究
しており，大麦系統保存施
設の武田教授はコムギおよ
びオオムギについて同様の
研究を進めていたので，共
同研究を企画した。ダイズ
については品種変異とダイ
アレル法による遺伝分析を
行い，耐水性の品種変異が
大きく，耐性品種の多くは黒粒品種で，種皮の性質
が耐水性と関連することを見出し，また，優性効果
の大きい.少なくとも 2対の遺伝子が関与すること
などを明らかにした。この成果は日本育種学会およ
び日本作物学会で口頭発表され，また岡大資生研報
および日本作物学会紀事(印刷中)に発表された。
また，オオムギの倍加半数体系統を用いた耐水性
のQTLマッピγグを試み，いくつかの遺伝子座を
発見した。この研究は引き続き大麦系統保存施設に
おいて展開されている。
反復配列が存在する。この
配列は，動原体の機能に重
要な役割を果していると推
測される。遺伝子解析分野
との共同研究では，この反
復配列を構成する反復単位
の塩基配列を詳細に解析し，
反復単位聞の比較により，
高度に保存された領域と変
異に富む領域が存在することを明らかにし，これに
より，機能上重要な配列が存在することを示した。
また，変異領域の分布が5対の染色体の動原体領域
に構造的特異性を与えている可能性も指摘した。
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金秀摩
(キムスウウン)
ソウル国立大学農学・生命科学部副教授(韓国)
在任期間:1995年6月10日-9月9日
1部3年生
1975年 ソウル国立大学農学部農化学科卒業
中7年 ソウル国立大学大学院農学修士号取得
Hf8-1979年 同大学院農化学科博士課程在学
1申3ー 19邸年 米国テキサス工科大学化学・生化学
科博士号取得
1983年 米国オハイオ州立大学化学科研究員
1985年慶県大学遺伝子工学科助教授
1987年 ソウル国立大学農学・生命科学部農化学科
助問，副教授現在に至る
金教授は，アルテミシニγ(セスキテルペノイド，
抗マラリア剤)及びメ γトール(モノテルペノイド)
の伴合成に関する研究を，植物体からの前駆体の単
離v同定;数多くの生合成中間体関連物質の化学合
成とそれらの植物培養細胞及び無細胞抽出液による
変換;生合成関連酵素の単離とその遺伝子のクロー
ニγグなどを行って大きく進展させ， 1994年テルペ
ノイドに関する研究で韓国農化学会賞を受けている。
John Donald Gaynor 
(ジョン ドナルドガイナー)
農業省ハロー研究セγター(カナダ)
在任期間:1996年1月18日-4月17日
1942年生
1錨8年 プリガムヤソグ大学農学部卒業
1970年 オレゴγ州立大学修士
1973年 オレゴγ州立大学博士
19173-1974年オタワ土壌学研究所研究員
19174年~ハロー研究セγター研究員現在に至
る
主な研究テーマ:農薬の環境中における運命に関す
る研究
当研究所での研究内容:
近年，農薬をはじめとした微量有害化学物質によ
る生態系汚染が顕在化L，世界各国で問題が生じて
いる。本共同研究では農薬の水系における運命を明
らかにすることを目的とし，除草剤の生分解性およ
び光分解性に関する研究を行なった。供試除草剤
韓国におけるこの分野での
極めて著名な研究者である。
主な研究テーマ:植物生理
活性物質の生理学的，有機
化学的研究
当研究所での研究内容:
植物中のピタミ γB6は l
大部分結合型で，その主要
形態がピリドキシ"./-5'-s
グールコシド (PN-5'-s -glc)であることが一般に
知られている。他方， PN投与のイネ， トウモロコ
シ， コムギなどの発芽種子では， PN-5'由 s-glcに
加えてPN-4'-s -glc様物質の生成が見出される。
今回，特にオオムギ培養細胞では， PN-4' -s -glc 
様物質が主要生成物であることを認め，本物質と
PN-5' -s -glcとの分別単離法として，従来のPPC
法に代わるイオγ交換樹脂を用いる新しい迅速な分
別単離法を開発し，本物質を容易に大量に単離，同
定することができた。また，テルペン投与のハッカ
培養細胞から，新規物質7ー ヒドロキシーイソピペリ
テノ γー 7-sー グルコシドが抽出.単離された。
(mefenacet， dymron)は
紫外線(殺菌線)によって数
時間で完全分解し， mefen-
acet由来の安定な光分解産
物の生成が認められた。両
物質は近紫外線に対しては
安定であったが，適当な光
増感物質の存在下では容易
に光分解を生じた。 dym-
ronの光分解は河川水の添加によって顕著に認めら
れたことから，光増感反応が河川環境中で生じてい
ると考えられた。またmefenacetが河川水中で生分
解することを認め，分解に関与する徴生物を分離し
た。このように除草剤由来の分解産物の生成を認め
たので，今後これら分解産物を物質レベルで明らか
にし，またその生態毒性や資源植物への影響を評価
することが重要である。本研究の一部は既にカナダ
環境庁のDr.Liuとの聞でも開始されており， 日加
3者の共同研究をさらに推進したい。
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I metolachlor. Abstract of 7th Intemational Symposium on Toxicity Assessment : 14. Santiago， 
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Liu，D.， Aoyarna，I.， and Dutka，B.]. 1995. Enhancement of toxicant release from sediment by 
sonication and sodium ligninsulfonate. Abstract of 7th Intemational Symposium on Toxicity 
Assessment : :弘 Santiago，Chile. 
村本茂樹・橋本和典.1994.パナジウムの低捜度水への暴露による魚体中の金属集積に及ぼす界面活性剤の影
響.環境科学会1994年会講演要旨集:10. 
村本茂樹・橋本和典.1994.アルミニウム含有水への暴露による魚体中の金属集積に及ぼす界面活性剤の影響.
環境科学会1994年会講演要旨集:15. 
岡村秀雄・羅 栄・青山 勲.1994.水環境の生態毒性評価.第2回生物利用新技術シ γポジウム論文集:30 
一34.
岡村秀雄・羅 栄・青山 勲.1995.一連のバイオアッセイによる農業排水の生態毒性.第29回日本水環境学
会年会講演集:165. 
Okamura，H.， Luo，R.， Aoyarna，I.， and Liu，D. 1995. Ecotoxicity assessment of the aquatic 
environment around Lake Kojima-]apan. Abstract of 7th Intemational Symposium on Toxicity 
Assessment : 43. Santiago， Chile 
岡村秀雄・青山 照.1995.河川水中における除草剤の光分解.第1回エコトキシコロジー，バイオアッセイ
研究会合同研究発表会講演要旨集:49-50. 
岡村秀雄・大森元子・三井崇生・羅栄・青山 勲・ DicksonLiu. 1995.水環境の生態毒性評価，日本水環
境学会中国四国支部講演会 rMiniIntemational Seminar on Ecotoxicology and Management of 
ChemicalsJ要旨集:18-27. 
Okarnura，H.， Luo，R.， Omori，M.， Mitsui，T.， Aoyama，I.， and Liu，D.1995. Ecotoxicity邸 sessment
of agricultural effluent and surface water during the application of paddy pesticides. Proceeding of 
6th Intemational Conference on the Conservation and Mana酔mentof Lakes-Kasumigaura '95 : 
1192-1195. Tsukuba， ]apan. 
岡村秀雄・大森元子・羅栄・青山 勲.1995.農業地帯における河川水がミジγコ遊泳に及ぼす影響.第3
回生物利用新技術シγポジウム論文集:56-59. 
大森元子・岡村秀雄・羅 栄・青山 照・三井崇生.1995.農業排水の生態影響および排水中の農薬.第29回
日本水環境学会年会講演集:164. 
桑原千月・岡村秀雄・羅 栄・青山 照.1995.児島湖底質の生態毒性評価.第29回日本水環境学会年会講演
集:16. 
羅栄・岡村秀雄・青山勲.1995. 水田農薬の底質への分配平衡と生態毒性.第29回日本水環境学会年会講
演集:167. 
羅栄・岡村秀雄・青山勲.1995. 酵母Saccharomycescerevisiaeを用いた底質中の有機物質の毒性評価.
第1回エコトキシコロジー，バイオアッセイ研究会合同研究発表会講演要旨集:56. 
羅 栄・岡村秀雄・青山 則， D. Liu. 1996.河川底質中の徴生物による農薬の分解特性に関する研究.第30
回日本水環境学会年会講演集.
大森元子・岡村秀雄・青山 勲.1996.河川水中の有害化学物質の分画とミジγコの急性致死に及ぼす影響.
第30回日本水環境学会年会講演集.
市川真ニ・田中明男・岡村秀雄・青山 勲.1回6.農薬と紫外線UV-Bの細胞毒性に及ぼす相互作用に関する
研究.第30回日本水環境学会年会講演集.
加来啓憲・牧 秀明・藤田正憲・岡村秀雄・青山勲.1996.下水処理場における界面活性剤代謝産物の分布
とその生態毒性.第30回日本水環境学会年会講演集.
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環境適応解析分野
榎本敬・嶺田拓也・渡辺修・ Kim，Dong Sung ・Ryang，Hwan Seung. 1994.韓国と日本の雑草フロラ
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林陽生・黒瀬義孝・米谷俊彦・宮下晃一・柏木良明・西川 教・金近 治・川村光孝・坂井紀之.河野靖・
角田和利.1995.久万高原における局地気象観測ー係留気球による霧発生時の気温分布一日本農業気象学
会1995年度全国大会，日本生物環境調節学会第33回集会合同大会講演要旨:74-75. 
石田寛人・坂井紀之・金近治・林陽生・黒瀬義孝・米谷俊彦・柏木良明・西川敷・山内豊・河野靖.
1994.久万高原における局地気象観測ー移動観測結果からみた気温分布の特徴一.日本農業気象学会1994
年度全国大会，日本生物環境調節学会第32回集会合同大会講演要旨:254-255. 
西 克久.1994. タイヌピエの病害と虫害の比較 (1993ー 低温年の例).雑草研究 39 (別5) : 56-57. 
西克久・津雅行. 1994. 2 3夜の月と豊凶年(7)2 3夜の月からみた1993年と天明・天保の冷害.日本農
業気象学会1994年度全国大会，日本環境調節学会第32回集会合同大会講演要旨:4-5. 
西 克久.1995. 2 3夜の月と豊凶年(8)地球の章動と冷害について.日本農業気象学会1995年度全国大会，
日本環境調節学会第33回合同大会講演要旨:26-27. 
西克久.1995.二十三夜の月と冷害，干害.日本作物学会紀事 64(別2) : 47-48. 
柏木良明・米谷俊彦・林陽生・黒瀬義孝・西川教・山内豊・河野靖・金近治，石田寛人・坂井紀之.
1994.久万高原における局地気象観測ー霧と地表面温度の鉛直分布一日本農業気象学会1994年度全国大会，
日本生物環境調節学会第32回集会合同大会講演要旨:252-253. 
米谷俊彦・柏木良明.1994.植物群落上の乱流輸送について(31). 日本気象学会1994年春季大会講演予稿集:
12. 
米谷俊彦・柏木良明.植物群落内外における乱流輸送の測定(6). 日本農業気象学会1994年度全国大会， 日本
生物環境調節学会第32回集会合同大会講演要旨:1錦ー199.
米谷俊彦・柏木良明.1994.植物群落上の乱流輸送について(32). 日本気象学会1994年秋季大会講演予稿集:
248. 
米谷俊彦・柏木良明.1994.植物群落内外における乱流輸送の観測(7).中国・四国の農業気象 7 : 108-109. 
米谷俊彦・柏木良明.1995.植物群落内外における乱流輸送の観測(8)一穂渡と乱流輸送一.日本農業気象学
会1995年度全国大会，日本生物環境調節学会第33回集会合同大会講演要旨.104-105. 
米省俊彦・柏木良明.1995.植物群落上の乱流輸送について(33)一穂渡と群落表面温度一.日本気象学会1995
年秋季大会講演予稿集:279. 
米谷俊彦・平岡直子.1995.岡山県南部における浮遊粒子状物質の動態についてー倉敷市と徳山市の比較
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日本気象学会関西本部例会講演要旨集72:30-33. 
宮下晃一・米谷俊彦・柏木良明.1994.植物群落の表面温度の測定.中国・四国の農業気象 7: 56-57. 
宮下晃一・米谷俊彦.1995. レンゲ群落の表面温度の測定.中国・四国の農業気象 8:65~. 
坂井紀之・金近治・川村光孝・林陽生・黒瀬義孝・米谷俊彦・宮下晃一・柏木良明・西川教・河野靖・角田和
利.1995.久万高原における局地気象観測ー移動観測による霧発生時の気温分布一. 日本農業気象学会
1995年度全国大会，日本生物環境調節学会第33回集会合同大会講演要旨:72-73. 
鈴木晴雄・田中弘美・瀬尾理恵・訟村伸二・木村和義・田中丸重美.岡山および香川における酸性雨の比較観
測(2) 中国・四国の農業気象8: 2!r31. 
竹田泰土・田中丸重美・木村和義.1995.倉敷における雨水の酸性度と電気伝導度 (1991-1994).中国・四国
の農業気象8: 27-28. 
田中丸重美・].アームストロγグ・ W.アームストロγグ 1994.二条オオムキ・の水感受性における酸素反
応と穀皮の関係 日本農業気象学会1994年度全国大会講演要旨:376-377. 
渡辺修・榎本 敬・西 克久.1995.同所的に生育するスズメノカタピラとツクシスズメノカタピラの分類に
ついて.雑草研究40(別) : 1飽;-169.
Watanabe，O.，T.Enomoto， K.Nishi. 1995. Seed germination studies on the Poa annua and ]apanese 
endemic species Poa crassinervis. Abstracts of 15th Asian-Pacific W田 d Science S∞iety 
Conference : 101. The organizing committee ofthe Asian-Pacific Weed Science Society. 
大麦系統保存施設
福村武一・中崎鉄也・武田 真・谷坂隆俊.1994.置換型ライコムギ系統聞の交線後代における4R， 4D， 7R 
および7D染色体に関する染色体構成と種子稔性および粒形質との関係.育雑44(別2) : 301. 
石井 誠・佐藤和広・武田和義.1995.オオムギのDH系統群を用いた稗長，穂長および出穂期のQTL解析.
育雑45(別2) : 183. 
岩佐友彦・高橋秀和・武田和義.1994.オオムギの耐湿性に関する研究明.各種湛水処理が耐湿性の異なるオ
オムギ品種の形質表現に及ぼす彫響.育維44(別2) : 145. 
金谷良市・呉 基日・武田和義.1鈎4.二条オオムギにおける裂皮粒歩合の品種変異とその家系分布.育雑44
(別1) : 281. 
加藤淳太郎・前川雅彦・武田和義.1995.野生及び栽場オオムギにおけるアルコール脱水素アイソザイム変異
の地理的局在性.育雑45(別1) : 236. 
加藤恒雄・武田和義.1994.粒大の異なるイネRecombinantinbreds群における収量シγク容量関連形質問の
遺伝相関.育雑44(別2) : 216. 
河原太八・武田 真.1995.エチオピア固有四倍性コムギにおける染色体相互転座の固定.育雑45(別2)
162. 
河野 宏・力石和英・訟浦恭和・前川雅彦・武田和義.1995.オオムギの組織培養に関する研究v.野生種
(gr錨 s-section)における未熟匪由来カルスからの再分可能の変異.育雑45(別1) : 136. 
Ma， Y.， Zhao， L. and Takeda， K. 1995. The application of path c僧 fficientand multi-objective 
decision on the selection of crop varieties. Pr∞. China-]apan .Joint Symp. : 100-1侃.
Ma， Y.， Sun， ].， Zhao， C.， Chen， H.， Inanaga， S. and Takeda， K. 1995. The influencing factors for 
upland rice in salinized and easly waterlog酔dlow land. A ca担 studyin Nanpi county Hebei 
province. Proc. China-]apan ]oint Symp. : 118-121. 
間野吉郎・中住晴彦・武田和義.1994.オオムギの耐塩性に関する研究IU.各種主働遺伝子が発芽時の耐塩性
に及ぼす影響.育雑44(別1) : 165. 
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伝分析.育雑44(別2) : 89. 
間野吉郎・高橋秀和・武田和義.1995.オオムギの耐塩性に関する研究N.中国の塩類土壌で選値されたオオ
ムギとコムギ系統の各種ストレス耐性ならびに農業形質.育雑45(別1) : 197. 
間野吉郎・高橋秀和・佐藤和広・武田和義.1995.オオムギのカルス生長量ならびに不定芽再分可能に関連す
る遺伝子のマッピγグ.育雑45(別2) : 69. 
大久保和男・岩佐友彦・武田和義.1994.オオムギの耐湿性に関する研究v.湛水圃場ならびに一般画場にお
けるオオムギ雑種集団の形質表現.育雑44(別1) : 166. 
大~保和男・武田和義. 1的4.オオムギの耐湿性に関する研究(N).圃場における耐湿性のダイアレル分析.
育錐44(別1).: 167. 
力石和英.~浦恭和・河野 宏・前川雅彦・武田和義.1995.オ方ムギの組織培養に関する研究IX. 5 -azacy-
tidine (ONAメチル化阻害剤)処理が未熟匪由来カルスからの不定芽再分化に及ぼす影響.育雑45(別
1) : 1お.
佐藤和広・武田和義.1994.大麦網斑病抵抗性に関する研究8.Hordeum属の野生種における抵抗性.育雑44
(別1) : 164. 
佐藤和広・武田和義.1994.大麦網斑病抵抗性に関する研究9. トップ交配による遺伝分析.育雑44(別2): 
147. 
佐藤和広・武田和義.1995.大麦網斑病に関する研究10.抵抗性の選弦効果.育雑45('s'J 1) : 198. 
佐藤和広・武田和義.1995.大麦網斑病抵抗性に関する研究11.OH系統群を用いた抵抗性遺伝子のマッピγ
グ.育雑45(別2) : 103. 
菅 洋・高橋秀幸・武田和義.1995. コムギにおける葉展開速度:その遺伝力とニ，三の考察.日作紀64(別
2) : 13-14. 
Sun. ].. Zhao. L.. Liu. M. and Takeda. K. 1拘5.A summary of upland rice varieties introduction. 
Pr，∞. China-]apan ]oint Symp. :後ト99.
高橋秀和・間野吉郎・佐藤和広・武田和義.1995.オオムギの探播耐性に関連する遺伝子のマッピγグ.育雑
45 (別2) : 104. 
武田和義・呉 基日・部田英雄.1994. オオムギとコムギに対する赤かび病菌株の病原性.続報.育雑44(別
1) : 169. 
Ta)teda. K. 1伺5.Varietal variation and inheritance of s叫 dormancyin barley. Proc. 7出 ltnl.Symp. 
Pre-harvest sprouting in回 reals.
Ta)teda. K.. Zhao. L.. Zhong. ].. Liu. U. and Mano. Y. 1叩5.Selection tests of凶rleyand wheat 
varieties in the Heilonggang 四sionof China. Pr∞. China-]apan ]oint Symp. : 87-90. 
武田和義・張 成林.1995.オオムギの蛍光変異体遺伝子 (frp)の伝達率と連鎖.育雑45(，sU 1) : 117. 
武恒 真・中崎鉄也.1994.六倍体ライコムギ系統Bronco90の染色体構成.育雑44(別2) : 176. 
武回 真・武田和義.1994. (ライコムギXパγコムギ) x ライコムギの正逆BCtF~世代で得られた安定六倍体
の染色体構成.育雑44(別2) : 130. 
武田 真・加藤淳太郎・武田和義.1995. コムギとオオムギの交雑に関する研究1.交雑率および染色体消失
の組合せによる差異.育雑45(別1) : 170. 
武回 真・武田和義.1995. コムギとオオムギの交雑に関する研究2.パンコムギとの交雑率に関する野生お
よぴ栽培オオムギの系統変異.育雑45(別2) : 163. 
武田 真・武田和義.1995. コムギとオオムギの雑種および戻し交雑次代個体の染色体機成とオオムギ遺伝子
の発現. 日本遺伝学会第67回大会プログラム予行集:65. 
曽 富生・候福分・武田和義.1994. ダイズ種子の冠水抵抗性，吸水性および出芽伸長力について.日作紀
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63 (別2) : 177-178. 
曽 富生・候福分・武田和義.1鈎4. ダイズ種子の冠水抵抗性の品種間差とダイアレル分析.育雑44(別2): 
143. 
土田泰輔・武田和義.1995.オオムギにおける上位葉短縮型変異体の個体群構造と収量性.日作紀64(別2): 
19-20. 
呉 雄・小枝 剛・北野英己・武田和義.1995.イネにおけるdm型節間長比突然変異体の倒伏抵抗性と穂形
質に見られる特徴.育雑45(別1) : 279. 
呉 雄・長谷川克典・北野英己・武田和豊島.1995.イネ大黒型題性変異体におけるdm型表現力の変異性と遺
伝.育雑45(別1) : 98. 
呉 雄・小枝 剛・北野英己・武田和義.1995.イネにおけるdm型節間長比突然変異体の作出と形質発現の
特徴.育雑45(別2) : 253. 
張 成林・武田和義.1994.オオムギの深播耐性の地域および各種主要形質による変異.育雑44(別1) : 16 
8. 
彊成林・武田 真・武田和義.1995. コムギ属における粒のフェノール反応の変異.育雑.45(別 1) : 253. 
張成林・武田和義.1995.オオムギにおけるフェノール反応遺伝子の地理的分布と連鎖分析.育雑45(別2): 
160. 
Zhao， L.， Sun， ].， Liu， M. and Takeda， K. 1995. The analysis of the result of cereal crop introducing 
selection. Proc. China-]apan ]oint Symp. : 91-95. 
3 文部省特定研究
「環境及び病害虫耐性に関わる遺伝子の探索と解析に関わる遺伝子の探索と解析J(平成4年-6年度)
近年，パイオテクノロジー，特に遺伝子錬作技術のめざましい発展により，外来遺伝子を種々の植物へ導入
することにより，新しい能力を備えた作物の創出が可能になった。すでにこの方法により，耐病虫性その他有
用な特性を付与した遺伝子組換え体が作出された。しかし，多くの場合，細菌やウイルスから単離された遺伝
子が植物に導入するための外来遺伝子として利用されている。これに対し，野生種を含む資源植物の中から，
有用な形質を支配する遺伝子を単離し，組換え体作出に利用した例は極めて少ない。新しい遺伝形質を植物の
中に有用遺伝子を探索し，その特性を解析及び評価し，また一方では，それらの発現に関与する遺伝子を単離
する技術を確立することは，新しい遺伝子の資額を拡大するために極めて重要である。特に，作物品種の育成
には環境ストレスや病害虫に対する耐性の付与が重視されており，これらの性質に関わる遺伝子の探索，解析
及び単離が強く望まれる。
本研究は，主要作物及び関連植物がもっ未知の有用形質，特に環境及び病害虫耐性形質を支配する遺伝子を
探無し.個体，細胞及び分子レベルでの解析を行い.新しい積物バイオテクノロジ一利用に設立つ成果を得る
ことを目標にした。 3年間の研究期間で，特定遺伝子のDNAマーカーの開発とそれらによる連鎖分析法，蛍
光ヴロープによるマッピγグ法が開発され，また，アルミニウムにより誘導される遺伝子の単離と解析，カリ
ウム輸送の耐塩性機構に関与する酵素及び遺伝子の解析，オオムギを対象とする病害虫(網斑病菌.フザリウ
ム1アブラムシ等)に対する耐性形質の分子，細胞及び個体レベルでの遺伝及び生化学的な解析が進展した。
その他，実験植物として有用なシロイヌナズナの種々のウイルスに対する反応の詳細な調査がなされた。
研究の成果は，平成7年3月に62頁の報告書として刊行された。
「資讃生物における作用物質の動態解析に関する研究J(平成5年度-7年度)
今日，細胞，遺伝子レベルにおける新しい研究方法の発展，並びに微量物質の分離法の進歩と構造決定のた
めの各種機器分析の発達，微量化は，生物学の分野に著しい進展をもたらし，従来，概念としてとらえている
に過ぎなかった生命現象を，実体あるいは研究対象として把揮するVこいたった。しかし，人聞にとって必要不
可決な資意生物，特に資源植物における進展は動物のそれに比べて大きく遅れている。本研究は，主として資
額植物を中心に，それが営む生命現象に深く関わっている，多種の内生，外来の作用物質を，微量元素から高
分fタγパク質として捉え，その動態を分子，細胞，器官，個体の多機なレベルで解明し，生命現象の人為的
制御の基盤確立へ役立てようとするものである。所内全部門から19名の研究員の参加を得て，研究を主として
分子，細胞レベル及び器官，個体レベルでそれぞれ行う 2グループのもとで遂行した。 3年間の研究期間で，
同一積物種子から基質特異性が相異なる酵素の分子多型の単離とそれらの機能の解析，並びにタ γパク質構造
解析への展開，植物酵素の積鎖構造，昆虫類の防御分泌物質の動態解析，また塩ストレス下での植物原形質膜
機能の制御，及びアルミニウムに対する植物培養細胞の動的応答反応の分子生物学的研究が大きく進展した。
さらに，植物根におけるカリウム輸送の動態，かぴ臭物質産生ラ γ藻類の増殖における鉄の作用動態，水圏環
境中の微量有害物質とその生体毒性の動態，塩分による植物体内の微量元素含有量の変動など，無担軽作用物質
の動態を中心とした，主として器官，個体レベルでの生理的，化学的側面からの解析が強力に進められた。
「地球規模の環境変動が生態系に及ぼす膨曹とその評価及び制御に関する研究J(平成7年-9年)
21世紀半ばには世界人口は100憶を越えると予想されており，地球規模の環境変動は人聞を含むあらゆる生
命体の生存に関わる問題として認識され，国際政治の場においても論議されるようになった。特に酸性雨，地
球温暖化，オゾγ層の破捜，有害化学物質による環境汚染等の問題は地球規模の問題であると共に，優れて地
域的な環境破寝耳，生態系の揖乱を引き起こす問題である。
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本研究においては酸性雨，炭酸ガス濃度等の環境質の地域的な変動特性を解析すると共に，物理的，化学的，
生物的な環境変動の資源生物に及ぼす直接的，間接的な影響や生物の応答に関する研究を行なう。一方，資源、
生物の生育基豊富である土嬢環境の持続可能な保全策に関する研究を行なう。研究組織は次の3グループ (1: 
酸性雨による根圏環境の変質と生物に及ぼす影響， 2:大気質の変動と温暖化の生物への影響， 3:化学物質
の動態と生物への彫響)から構成され，初年度は実験系の確立，解析方法の開発等について重点的に研究を行
なった。
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4 研究報告誌の刊行状況、編集方針
当研究所では研究報告として、大正5年(1916)より欧文誌“Berichte des Ohara Instituts fur land-
wirshaftliche Biologie， Okayama Universit出"(第20巻まで)を，また大正7年 (1918)より和文誌“農学
研究" (第62巻まで)をそれぞれ刊行してきた。
昭和63年4月，岡山大学農業生物研究所を岡山大学資源生物科学研究所と改名したことに伴い，平成4年
(1992) 3月より欧文誌と和文誌を統合し，誌名を“岡山大学資額生物科学研究所報告" (英名“Bulletin of 
the Research Institute for Bioresources勺と改めて発刊している。(コード記号ISSN 0916-930X， 
CODEN : OSSHEN)。本誌は当研究所教官の活動を示す研究報告のーっとして，資源生物に関係する研究の
原著論文が掲載されており，論文原稿は関連分野の教官の校聞を受けた後，編集委員に提出され， 3名の編集
委員の査読後掲載を決定している。
平成7年3月刊行の第3巻 1号に9編， 2号に8編，平成8年3月の第4巻 1号に10編， 2号に11編の原著
論文が掲載されている。
これらの研究報告誌は別表のように，圏内 (678件)および世界各国 (596件)に配布して，広く研究業績を
公開するとともに相手機関との出版物の交換を行っている。主要な配布先は大学，試験研究機関をはじめ学会
や官公庁，企業および図書館，博物館，植物園などである。
研究報告誌の配布・交換状況
ア ジ ア アフ リ カ 米 j刊 欧 州 豪 州
日本 678 南アフリカ 717メリカ合衆国 111 ドイツ 54 ユー ゴスラピア 10 オーストラリア 13 
中華人民共和国 16 ケニア 4プラジル 13 イタリア 36 スペイ γ 9ニュー ジー ラYド 4 
イγド 15 チュユジア 3カナダ 12 イギリス 36 ベルギー 8パプ7・ニ墨田ギニ7 1 
大韓民国 9エチオピア 1アルゼγチγ 12 チェコ， ロシア 7 
フィリピγ 7エジプト 1メキシコ 7スロパキア 29 フィ γラγド 7 
中華民国 9モロッコ 1キュー パ 6ポーラ Yド 22 デγマーク 5 
イγドネシア 5マダガスカル 1コロンピア 5オラ γダ 19 ポルトガル 4 
マレーシア 3アルジエリア 1ペルー 2ルーマニア 15 ギリシャ 3 
ベトナム共和国 2 グ7テマラ 1フラ γス 5ノルウェー 3 
麟民註船員共和国 1 コスタリカ 1オー ストリア 11 アイルラ γド 2 
タイ 1 チリ 1スウェー デγ 10 プルガリア
スりラ γカ 1 トりニダードトパゴ 1スイス 10 エストニア
ト_'vコ 1 スリナム 1.1、γガリー 8ラトピア
計 748 Z十 19 3十 173 言十 316 3十 18 
圏内 678件圏外 596件計 1，274件 (平成7年度)
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5 学会活動
1 )役員
氏名/学会名/役員名/期間
本吉徳男/50thSEB Symposium/lnternational Scientific Committee/1995年8月
本吉飽男/日本遺伝学会弟7回大会/準備委員会副委員長/1994年3月-1995年10月
松本英明/日本土壇肥料学会/評議員/1994年4月~現在
松本英明/日本土壌肥料学会/関西支部長/1994年4月-1996年3月
松本英明/日本土壌肥料学会/学会賞等選考委員/1994年4月-1996年3月
松本英明/日本植物生理学会/評議員/1的6年1月~現在
山本洋子/日本土壌肥料学会/関西支部会計幹事/1994年4月-1996年3月
江崎文一/日本土壌肥料学会/関西支部庶務幹事/1鈎4年4月-1996年3月
野田和彦/国際作物穂発芽シγポジウム/国際組織委員，圏内組織委員副会長/1992年7月29日-1995年7月
7日
野田和彦/国際作物穂発芽シγボジウム/国際組織委員，会長/1995年7月7日~現在
兼久勝夫/日本応用動物昆虫学会/評議員/1995年1月1日~現在
積木久明/日本応用動物昆虫学会/評議員/1995年1月1日~現在
吉田英哉/日本応用動物昆虫学会中国支部/役員/1995年1月1日~現在
鈴木幸雄/日本農芸化学会関西支部/評議員/1980年5月~現在
鈴木幸雄/日本ピタミ γ学会/評議員/1974年5月~現在
鈴木幸雄/アミラーゼ研究会/評議員/1980年5月~現在
鈴木幸雄/日本応用情質科学会中国・四国支部/幹事・評議員/1鈎4年11月~現在
井上成信/日本植物病理学会/専門委員会・植物ウイルス分類委員会/1989年11月~現在
井上成信/日本植物病理学会/植物ウイルス病研究会プロック委員/1関9年7月~現在
井上成信/日本植物病理学会/評議員/1994年4月~現在
井上成信/日本積物病理学会関西部会/部会長/1995年4月~現在
前回学憲/日本植物病理学会関西部会/役員/1989年11月~現在
青山勲/EnvironmentalToxicology and Water Qua1ity/編集委員/1984年~現在
青山 勲/日本水環境学会中国・四国支部/幹事/1991年~現在
青山 勲/瀬戸内海研究会議/理事/1992年3月~現在
青山 勲/環境技術研究協会/編集委員/1992年4月~現在
青山 勲/瀬戸内海環境保全協会/学術顧問/1鈎2年8月~現在
青山 勲/環境技術研究協会生物利用新技術研究部会/副部会長/1993年~現在
.青山 勲/エコトキシコロジー研究会/幹事/1鈎4年12月~現在
青山 勲/日本水環境学会/理事/1995年4月~現在
青山 勲/日本水環境学会中国・四国支部/支部長/1995年6月~現在
岡村秀雄/日本水環境学会中国・四国支部/幹事長/1995年6月~現在
木村和義/日本食業気象学会/評議員/1987年4月~現在
木村和豊島/日本農業気象学会/中国四国支部長/1993年4月~現在
田中丸重美/日本農業気象学会/中国四国支部幹事/1993年4月~現在
橿本敬/日本線草学会/評議員/1994年4月~現在
武田和議/日本育種学会/幹事・シγボジウム委員/1992年4月~現在
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武田和義/日本作物学会中国支部会/幹事/1992年10月~現在
武閏和義/SABRAO(アジア太洋州育種学会)圏内幹事/1993年4月~現在
2)学会等の開催
集会名/期間/分野名
日本植物病理学会関西部会/1994年10月21日/病態解析分野
日本土接肥料学会関西支部会(第90回)/1叩4年12月8日/形質発現分野
関西土接肥料協議会講演会/1994年12月8日/形質発現分野
7th International Syrnposium on Pre-Harvest Sprouting in Cereals/1995年7月2日...195年7月7日/
遺伝制御分野
日本海水学会西日本支部講演会/1995年10月3日...4日/生態化学解析分野
日本遺伝学会第67回大会サテライトシγポジウム/1995年10月14日/遺伝子解析分野
Mini International Seminar on Ecotoxicology and Management of Chemicals/1995年10月16日/生態化学
解析分野
日;本ウイルス学会，植物ウイルス研究会/1995年10月30日/遺伝子解析分野・病態解析分野
講師名/出張先/演題/期日
6 学術交流(圏内)
1 )学術講演会講師
松本英明/日本大学大学院農学研究科農芸化学特別講義/植物のアルミニウムストレスに対する応答反応/19
94年12月13日
松本英明/岡山バイオ懇話会発足9周年シγポジウム/酸性土壌で発現するアルミニウム障害とその耐性機構/
1995年5月13日
野閏和彦/穂発芽研究会/耐穂発芽性解析の戦略/1996年1月30日
野閏和彦/中国育種談話会/コムギ種子の休眠機構/1996年2月26日
積木久明/ライフパーク倉敷(平成7年度倉敷市市民講座)/虫の冬越し戦略/1995年11月15日
中島 進/倉敷商工会議所異業種交流研究会/水道水の異臭味について/1995年7月24日
木村和義/新産業創造セγター(ファイトリウム研究会)/爾と植物反応/1994年10月21日
木村和義/倉敷市役所/雨と自然について考える/1995年6月17日
西 克久/ヤマセ・シγポジウム f'93年ヤマセJとその周辺/23夜の月と冷害年/1994年8月22日
間中丸重美/農水省四国農業試験場/水過剰に対する作物反応/1995年3月9日
閏中丸重美/倉敷商工会議所異業種交流研究会/酸性雨について/1995年4月28日
榎本敬/倉敷市立少年自然の家/倉敷市由加山の自然/1995年9月28日
榎本敬/草地試験場/帰化植物の見分け方/1995年9月13日
榎本 敬/倉敷市立自然史博物館/岡山県南部の水草の分布と環境./1995年3月19日
武閏和義/ライフパーク倉敷/ウリのつるにナスビは生るか/1田4年5月18日
武田和義/遺伝学研究所/イネ遺伝学の再構築/1叩4年12月19日
武閏和義/倉敷市役所/地球環境と遺伝資麗/1995年6月5日
武田和義/弘前大学農学部/21世紀を展望した農学の使命/1995年10月7日
武閏和義/岡山大学理学部/大麦の遺伝子で描く世界地図/1995年10月14日
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2)非常勤講師
講師名/出張先/演題/期間
本吉穂男/埼玉大学理学系研究科及び理学部/生体制御学特論I及び生体制御学特別講義V/1995年4月1日
-9月初日
村田 稔/岡山理科大学大学院理学研究科/総合理学特別講義/1995年6月27日-28日
訟本英明/岡山大学農学部/作物生理学/1鈎4年4月1日-1994年10月15日， 1995年4月1日-1995年10月15
日
訟本英明/愛媛大学大学院農学研究科/植物の物質輸送とストレス応答/1995年6月27日-6月30日
訟本英明/九州大学大学院農学研究科/肥料学特論/1鈎4年4月1日-1995年3月31日
松本英明/北海道大学大学院長学研究科/作物栄養学特論/1995年11月5日-1995年11月8日
訟本英明/神戸大学大学院自然科学研究科博士課程前期課程/植物栄養生理学特論III/1994年4月11日-1994
年10月3日
松本英明/愛媛大学理学部/生理学特別講義/1994年10月1日--1995年3月31日
前回学憲/三重大学生物資源学部/植物病因学II/1伺5年4月12日-1995年9月30日
青山 照/京都大学大学院工学研究科/エコトキシコロジーとその課題/1995年12月12日--13日
村本茂樹/岡山理科大学大学院理学研究科/生物化学特別講義羽/1995年11月8日-9日
木村和義/北海道大学大学院農学研究科/雨と植物反応/1995年3月13日-1995年3月15日
米谷俊彦/岡山大学理学部/地学/1994年4月1日--1996年3月31日
米谷俊彦/香川大学教育学部/地学「大気の科学J/1鈎4年10月16日--1995年10月15日
武田和善/岐阜大学大学院農学研究科/応用植物遺伝資額学特論/1的4年10月1日-1995年3月31日， 1995年
10月1日-1996年3月31日
3)学術講演会
講師名/所属/演題/期日
比留木忠治/アルパータ大学/植物ウイルスの分子遺伝学と生服/1994年4月28日
佐野芳雄/遺伝学研究所/植物の適応と発育遺伝/1994年11月25日
北野 大/淑徳短期大学/化学物質の管理に関する国際比較/1田4年12月19日
菅 洋/東北大学遺伝生態研究センター/植物の環境適応の遺伝生態/1995年11月21日
但野利秋/北海道大学長学部/植物の生産機能とストレス/1995年11月27日
平井篤志/東京大学農学部/イネミトコシドリアゲノムの構造と機能/1995年12月15日
4)非常勤講師による講演会
講師/所属/演題/期日
小林昭雄/岡山大学農学部/植物防御機構の化学的考察と植物代謝活性化因子による有用物質生産/1鈎4年9
月30日
新免輝男/姫路工業大学理学部/植物細胞における細胞骨格/1田4年10月12日
河瀬真琴/農林水産省四国農業試験場/植物の新しいDNA分析法に基づいた日本イネ品種の識別ならびに育
種への対応/1994年12月9日
中島修平/岡山大学農学部/生物機能・情報物質探索法の開発一生物電気現象の利用一/1995年1月11日
多賀正節/岡山大学理学部/植物病原糸状菌の染色体解析/1995年2月24日
一回一
M.K. Walker-Simmons/USDA-ARS. Pullman. WA. USA/Wheat protein kinases that are regulated 
by environmental stress/1田5年6月28日
D‘Mares/Plant Breeding Inst.. Narrabri. N. S. W. Australia/Mechanism of dormancy in wheat/1995 
年7月24日
森次益三/香川大学農学部/r養分暁収」ー根圏環境と根自身に関係する諸問題ー/1995年9月1日
小西猛朗/元九州大学農学部/オオムギ縞萎縮病抵抗性の遺伝解析/1995年10月24日
田中福三郎/岡山県食業試験場/合成フェロモソ利用による害虫管理/1995年10月31日
浅田浩二/京都大学食糧科学研究所/葉縁体での活性酸素消去の分子機構/1995年11月15日
小西国義/岡山大学農学部/花升園芸の進展/1995年11月17日
田原 誠/岡山大学長学部/米国オクラホマ州の硬質小麦の育種と遺伝型と環境の相互作用/1995年12月6日
足立忠司/岡山大学環境理工学部/土壌の持つ物理・化学的特性/1995年12月21日
猪俣仲道/岡山大学農学部/匹救助法による交線不和合性の克服と島田sica属内と野生近縁種からBrassica属作
4'JJへの形質導入/1995年12月22日
桝田正治/岡山大学農学部/植物のカルシウム栄養と生理障害/1996年1月16日
杉尾 剛/岡山大学農学部/乃i崎町・lIus属細菌による無機化合物の酸化及び還元/1鈎6年1月19日
田中園介/京都府立大学/植物における活性酸素消去系酵素の遺伝子構造とストレス応答/1996年1月19日
河温誠一郎/倉敷芸術科学大学/植物の組織培養による大量培養と有効成分/1鈎6年1月30日
7 学術賞等の受賞
氏名/受賞名/研究名/年月
馬 建鋒/第12回日本土嬢肥料学会奨励賞/ムギネ酸類に関する生理生化学的研究/1994年4月
8 資源生物科学シンポジウム
(第1回) r植物ゲノム研究の現状と展望J/1995年1月21日
最近，個々の遺伝子の構造と機能に関する研究の急速な進歩とともに，ゲノムレベルでの遺伝子の存在の様
態，遺伝子聞の相互作用，遺伝子以外のDNA領減の構造と役割等に関する分子生物学的な研究が展開しつつ
ある。本シγポジウムでは，植物ゲノムの遺伝学的および物理的構造とその意義，ゲノム再編成の機構などに
関する最新の研究が6名の演者によって紹介され，討論がなされた。
演者/所属/演題
本吉徳男/岡山大学資源生物科学研究所/有用遺伝子探索の試み
遠藤 隆/京都大学農学部/コムギのゲノム再編成メカニズムについて
河野重行/東京大学大学院理学系研究科/ミ トコ γドリアゲノム
飯田 滋/東京理科大学基礎工学部/トラ γスポゾンによるDNA再編成と遺伝子発現
美濃部備三/農水省農業生物資源研究所/イネゲノム研究の進展とDNAパγクの役割
J. S.Heslop-Harrison/John Innes白 ntre.岡山大学費諒生物科学研究所/Thephysical struc-
同reof plant genomes 
(第12回) r植物の成長と分化の動態解析J/1995年12月8日
農学の原点はいかに作物を健全に育て，作物の収量をいかに高めるかということである。この問題には植物
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の栄養成長と生殖成長の仕組みを理解し，うまく制御するかということが重要である。このような観点から植
物の成長と分化という問題について理学的，農学的特徴を持った6課題の講演がなされ，活発な討論がなされ
マ.，。
演者/所属/演題
西村幹夫/基礎生物学研究所/マイクロボディ機能分化の可逆性
増田芳雄/帝塚山短期大学/植物の成長調節ーホルモソと細胞壁
福田裕穂/東北大学大学院理学研究科/高等植物の分化転換と細胞死
山本洋子/岡山大学費謀生物科学研究所/アルミニウムによる成長阻害の分子機構
図中 修/甲南大学理学部/窒素欠乏による花芽分化誘導機構
前 忠彦/東北大学長学部/イネの成長，光合成と窒棄の動態
9 資源生物科学研究所創設80周年記念講演会
平成7年1月20日，倉敷市公民館において岡山大学資源生物科学研究所創設釦周年記念式典及び講演会と新営
建物竣工披露式典が，文部省，歴代学長，大原奨農会理事長を始め，多数の来賓を迎え盛大に開催された。こ
れらの記念式典の内容と講演要旨は記念冊子 fSO年の歴史から21世紀に向けてー研究活動と学術的・社会的貢
献ー」中に記怠されている。
演者/所属/演題
青山 照/資源生物科学研究所所長/剖年の歴史から21世紀へ向けて飛期次世代を担う若手研究
者
山本祥子/資源生物科学研究所・形質発現分野/植物におけるアルミニウム毒性ならびにアルミニ
ウム耐性の分子機構.
杉本学/費源生物科学研究所・機能物質解析分野/21世紀へ向けての研究と課題.
相木良明/資源生物科学研究所・環境適応解析分野/f部分」と「全体」について.
佐藤和広/資源生物科学研究所・大麦系統保存施設/オオムギ遺伝資源研究の将来.
特別講演
有馬朗人/理化学研究所理事長/自然と文化ー自然と共生する文化一
一切ー
I 教育活動
1 総論:研究所における大学院教育の理念
岡山大学大学院規定に記された大学院教育の理念は.r大学院は，学術の理論及び応用を教授研究し.その
深奥を極めて，文化の進展に寄与することを目的とする。Jと記されている。又，自然科学研究科(博士課程)
の趣旨， 目的を要約すると.r知的生産の担い手として，研究，開発，管理並びに教育の各方面にわたり，豊
かな創造的指導的人材を育成する。Jとされている。
当研究所が関与する大学院は，修士課程は農学研究科に，博士課程は自然科学研究科に所属しており，ここ
での大学院教育の基本的理念は上記の理念，目的に従いつつ，独自の理念を付加している。
当研究所は資源生物を対象として，パイオサイエγスの視点から「遺伝J.r機能J.r環境」を3つの柱とし
て総合的に研究を行うことを目的としており，大学院生はその研究の一端を担うことになる。大学院生は上述
の3つの側面からの基礎的及び応用的な，そして高度な専門的教育を受けつつ，一方では個別の課題について
の研究を通して，それぞれの分野における学術的な貢献を果たし得るように教育されている。これらを通して
豊かな独創性，高い論理性，広い視野，高度な専門的技術を身につけ，将来指導的な立場に立ち得る優れた研
究者，専門按術者を養成することを教育理念としている。
2 大学院進学者選抜:方針と方法
大学院修士課程進学者の選誌に関しては，ルール的には轟学研究科の選按方針に従うことを旨としている。
さらに，上記の研究所における大学院教育の理念に基づき，その教育を受けることによって，プロフェッショ
ナルな研究者，技術者として育ち得る資質，可能性を有するかどうかを主たる判断基準とし，大学院生として
勉学と研究に高い意欲と向上性，積極性を有することを選抜の基本としている。選抜に当たっては，それぞれ
の分野の専門科目と今日の国際語である英語を試験科目と課¥".口答試聞によって受験者ひとりひとりの個性
を判断している。当研究所は学部に基礎を置かないため，進学者の多くは他大学からの受験生によって占めら
れている。それ故ペーパーテストと口答試問だけでは受験生の資質を十分に判断できかねることもあり得るの
で，何らかの工夫が必要であるとの指摘もある。博士課程進学者の遷誌に関しては，修了者の多くが研究者と
して歩むことになるので，入学時において既に十分な基礎的学力，専門的意識を身につけていることを必須条
件tして，研究者たりうる基本的資質を有するかどうかを選抜の基本としている。
平成7年7月12日.修士課程入学志願者のための説明会を開いた。関東地区，四園地区，近辺の大学等の学
生約10名が出席し，所長，教務委員が研究所の概要，入学試験科目，研究内容等について説明を行なった。そ
の後学生は希望研究室に案内され，具体的な研究内容，実験設備等の説明を受けた。
3 大学院教育
1 )農学研究科(修士課程)における授業担当科目
当研究所は大学院農学研究科修士課程の一翼を担い，大学院生の教育に従事している。本研究科は生物資源
学専攻.-業生産学専攻，地域環境農学専攻の3専攻科から成り，当研究所は生物資源学専攻に属し. 3大講
??
座を構成している。各部門における授業担当科目は以下の通りである。
遺伝情報発現部門
遺伝子解析特論 I 本吉線男 遺伝子解析特論 1 村田稔
形質発現特論 I 松本英明 形質発現特論 I 山本洋子
遺伝制御学特論 I 野田和彦 遺伝制御学特論 I 前川雅彦
植物遺伝資源学特論 I 武田和義 植物遺伝資源学特論 I 佐藤和広
生物機能解析部門
生物間情報認識特論 I 兼久勝夫(退官により1995年度は積木久明)
生物間情報認識特論 I 積木久明 代謝調節特論 I 
代謝調節特論 I 中島進 機能物質解析特論 I 鈴木幸雄
機能物質解析特論 1 山崎良樹
生物環境反応部門
井上成信(退官により1995年度は玉田哲雄)病態解析学特論 I 
病態解析学特論 I 
生態化学解析特論 I 
環境適応解析特論 I 
前回学憲 生態化学解析特論 I 青山照
村本茂樹 環境適応、解析特論 I 木村和義
西克久 環境適応解析特論 m 米谷俊彦
2)自然科学研究科(博士課程)における授業担当科目
岡山大学における自然科学研究科(博士課程)は理学部，薬学部，工学部，農学部及び資源生物科学研究所
の教官によって研究及び教育が行われており，当研究所の教官は6専攻科の内，生産開発科学専攻及び生物資
源科学専攻の2専攻に属している。それぞれの専攻科における大講座名及び授業科目は以下の通りである。
平成6年度
生産開発科学専攻
生産環境開発学:水質管理学 青山煎 応用水質学 村本茂樹
生物生産管理学:雑草生態学 西克久
病原微生物機能学 井上成信 病原微生物分類学 前回学憲
昆虫行動生理学 兼久勝夫 昆虫栄養生理学
生物資源科学専攻
遺伝子科学 :作物育種学 武田和義 作物遺伝資源学 本吉総男
生物機能開発学:生体物質生化学I 鈴木幸雄 生体物質生化学I 山崎良樹
生物機能調節学:植物栄養代謝生理学松本英明
作物徴細気象反応、学木村和義 徴細気象解析学 米谷俊彦
平成7年度
生産開発科学専攻
生産環境開発学:水質管理学 青山勲 応用水質学 村本茂樹
生物生産管理学:雑草生態学 西克久
病原徴生物機能学 病原徴生物分類学 前回学憲
昆虫行動生理学 積木久明 昆虫栄養生理学 積木久明
生物資源科学専攻
遺伝子科学 :遺伝制御学I 野田和彦 遺伝制御学I 前川雅彦
植物遺伝子解析学I 本吉徳男 植物遺伝子解析学1 村田稔
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作物育種学 武田和義 作物遺伝資源学 佐藤和広
生物機能開発学:生体物質生化学I 鈴木幸雄 生体物質生化学1 山崎良樹
生物機能調節学:植物栄養代謝生理学 植物養分輸送生理学中島進
ストレス生理学 松本英明 ストレス遺伝学 山本洋子
作物徴細気象反応学木村和義 徴細気象解析学 米谷俊彦
4 研究所における大学院生の教育指導体制
1 )教務委員
教務委員は各大講座より教授1名ずつを選任し，大学院生の教務関係の仕事を行う。本委員は同時に農学研
究科における教務委員をも兼ねている。農学研究科における教務委員の主たる任務は， 1)大学院農学研究科
入学試験に関する諸事項， 2)日本育英会奨学生推薦に関する諸事項， 3)大学院生，研究生等の履修，在学
期間，単位の認定等に関する諸事項， 4)指導教授，授業担当の変更等に関する諸事項等に関する事項につい
て審議することである。研究所内においては，上記に関連する所内の諸事項について検討する。また修士論文
の発表会を3大講座統ーして開催している。
2)新入生ガイダンス
所長及び教務委員が新大学院進学者に対して，年度当初に，研究所の概要説明を始め，単位の履修指導，学
生の図書館利用，建物管理，その他2年間の大学院生活を有意義に過ごし得るようガイダγスを行っている。
3)修士論文公聴会
修士論文の公聴会は，大学院生にとって2年間の研究成果をまとめ，それを公に問い，批評を受ける数少な
い機会であり，また学生を教育する観点からも重要な場である。農学研究科の改組以降，大部門毎に修士論文
の公聴会を開催することになり，当研究所では1日を費やし， 3大部門が合同して開催している。
4)就職指導等
昨今の経済状況は大変厳しく，この世相が学生の就職を困難にしている。特にこの数年来，当研究所におけ
る大学院生の進学教が激増し，一方で学生の希望する所への就職が難しく，就職浪人も出始めている。当研究
所では平成3年から就職担当教授を選定し，事態の改善を図るべく努力をしている。まず関連する企業200数
十杜にアγケートを行い，各企業における求職方針，採用予定，必要とする学生の専門分野等についての動向
調査を行った。結果約100社からの回答があった。それらの回答を学生に閲覧できるようにしたが，現在のと
ころ未だ十分な成果は得られていないが，研究分野を越えた就職の斡旋が可能になり，より広い範囲からの就
職活動が可能になる芽生えが出来たと考えている。
? ??
5 大学院生の動向
1 )修士課程学生の変遷
近年，生物，農学系の学生の大学院進学希望者が増加する傾向にある。岡山大学農学研究科の改組後，全体
的に大学院進学者が増加してきた。平成元年度当研究所改組後の大学院修了生の変遷を以下に示す。
平成元年度
平成3年度
1名(1)
3名(1 ) 
平成5年度 14名 (12)
平成7年度 21名 (19)
平成2年度
平成4年度
平成6年度
3名 (2) 
15名 (13)
19名 (17)
この数字に見られるように，平成3年度以前の学生教は毎年3-5名であったが，平成4年度以後，学生教
の急速な増加が見られる。上記のうちかっこ内の数値は他大学の出身者である。当研究所の学生は圧倒的に他
大学出身者によって占められている。学部に基礎を持たない研究所の場合の1つの特徴である。見方を変えれ
ば大学院大学を具現していると考えることもできる。なお昭和63年度以前の修士課程修了者は全71名である。
2)博士課程学生の変遷
博士課程の修了者および在籍者数は，平成元年度修了者2名I 3年度2名I 5年度1名， D3 3名I D2 
4名I D 1 2名(平成6年度進学者)である。この間の博士課程進学者総数12名の内42%にあたる 5名が
外国人留学生である。研究所において大学院生，とりわけ博士課程の学生は研究の底辺部を支える重要な役割
を果たすものであり，博士課程学生の研究，教育指導は研究所の果たすべき重要な任務の1つである。最近と
みに，中国，東南アジア諸国からの博士課程進学を希望するものが増えつつあり，問い合わせが相次いでいる。
しかし博士課程の奨学金に限度があり，受け入れることができない状況である。
3)大学院生の就職状況
平成元年度以後6年間の修士課程修了者は総数56名，博士課程8名である。就職先の内訳を示す。
修 士 課 程 博 士 課 程
終了年度
公務員 その他 公務員 その他民間 進学 民間
平成元年度 1 2(2) 
2年 2 1 
3年 1 2 2(2) 
4年 6 3 3(1) 3 
5年 2 2 6 4 1 
6年 10 2 5(1) 2 2 
7年 13 1 5(1) 2 4(1) 
o内は外国人留学生の内数を示す。博士課程修了者の外国人は4人ともそれぞれの母国の大学教官になって
いる。参考のため昭和63年度以前の修士課程修了者総数71名(内4名外国人留学生)の就職先を見ると，民間
企業等21名，公務員35名(内，中，高校教諭，大学教官を含む)その他11名(内1名死亡)となっている。
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4)外国人留学生の動向
既に大学院生の変遷の中で外国人留学生の動向についても触れてきたが，ここで改めて当研究所における状
況を述べる。
当研究所が農学研究科の大学院院生を受け入れるようになったのは昭和46年以後であり，平成6年度進学者
までの聞に，外国人留学生は4名に留まっている。最初の留学生は昭和61年イ γドネシアからの留学生であっ
た。この4人はいずれも修士課程修了後昭和59年4月岡山大学に新たに設置された自然科学研究科(博士課程)
に進学した。昭和63年度にはパキスタ Y学生が直接博士課程に入学した。計5名の外国人留学生の国籍は上記
パキスタ γ以外はイ Yドネシア2名，ギリシア 1名，中国 1名である。文部省の外国人留学生10万人受け入れ
政策が打ち出されてから，岡山大学における外国人留学生の教は著しい伸びを示しており，当研究所において
も今後一層増加してゆくことと考えられる。
6 大学院(修士課程)修了者
.学研究科(修士課程)修了者 (1995，1996年)の氏名および論文名
1995年修了
(遺伝情報発現部門)
赤沢 目弘 エレクトロポレショソによる植物培養組織への遺伝子導入法の改良
岩佐友彦 オオムギの耐湿性に関する遺伝育種学的研究
字都木繁子 シロイヌナズナにおける器官特異的遺伝子発現の解析
加藤淳太郎 オオムギにおけるアルデヒド代謝酵素の遺伝学的研究
次回 忍 タバコ培養細胞において酸欠乏及びアルミニュウムストレスで発現が増加するパーオキシダー
ゼについて
西国 和代 シロイヌナズナにおけるDNA反復配列の分子遺伝学的解析
(生物機能解析部門)
飯田 遣洋 オオムギにおける耐虫性物質グラミ γの生成に関する研究
伊藤 大輔 Sjxm.蜘>lomycessiゅuaris由来ガラクトシダーゼ，グルコシダーゼの精製とオリゴ糖の合成
北野美香 テルペノイド及び芳香族化合物の酵素的配構化
繁田哲也 ニカメイガの越冬休眠性に関する研究
日高 直美 生理活性物質のリソ脂質化に関する研究
村田県ー アプラムシの寄主認識に関する研究
(生物環境反応部門)
石橋 猛有害化学物質のDNA損傷性に及ぼす相互作用に関する研究
打越崇子 酸性雨による土壌環境の変質が資額植物に及ぼす影響とその改善
桑原千月 底質汚染の生態毒性評価に関する研究
高僑弘幸 かび臭物質産生ラソ藻類の重金属に対する応答
橋本 和典 生物体組織への金属蓄積に及ぼす陰イオγ界面活性剤及びコ Yプレキサγの影響
渡辺 修 同所的に生育する近縁なPoa嵐雑草の種生物学的研究
1 Wayan Gara Vm幼から検出されたCymbidiumM由 aicVirusの病原学的研究
1996年修了
(遺伝情報発現部門)
古賀 敏昭 アルミニュウムストレス誘導性遺伝子(parB)のタバコへの導入とその解析
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小柳 雅裕 タバコ培養細胞のA1ストレスに対する初期応答反応の分子遺伝学的解析
鈴木佳菊子植物の遺伝子タギソグ法に関する研究
妹尾 靖司 酸性条件下におけるェγドウ根のアルミニュウムストレスに対する初期応答反応の解析
高橋秀和 ムギ類の深播耐性に関する遺伝・育種学的研究
土田泰輔オオムギの草型に関する研究
中島芳子植物染色体に挿入されたTーDNA領域の解析
蜂谷 昌子 タバコ培養細胞におけるアルミニュウムによる障害及び耐性機構の解析
張 事潔 タパコ培養細胞の細胞壁におけるアルミニュウムに対する応答反応
(生物機能解析部門)
浅井三礼 アプラムシの低温耐性に関する研究
大家理哉根の発達にともなうK吸収・移行量の変化
小川 博之氷核フザリュウム菌に関する研究ー害虫防除への利用ー
奥田 健吾 Cyclomaltodextringlucanotransfer蹴(∞T脚)の受容体特異性に関する研究
西岡大地 ピリドキシγの配積化に関する研究
間島英之里芋のデγプγ分解酵素についての研究
(生物環境反応部門)
ユリ属植物から検出されたCarlavirusの病原学的研究
農薬と紫外線(UVB)の細胞毒性に及ぼす相互作用に関する研究
Dendrobium mosaic virus(DeMV)の病原学的研究
児島湖周辺水域における有害化学物質の生態毒性に関する研究
酸性雨の観測と葉による雨水の変化に関する研究
植物群落表面温度の動態に関する研究
伊藤佐智夫
市川真二
植田正浩
大森元子
竹田泰士
宮下晃一
7 博士学位の授与・審査状況
岡山大学自然科学研究科(後期博士課程)における1994，1995年度博士学位審査に関して，当研究所の教授
が，主査，副査として関与してきた論文等を示す。
遺伝情報発現部門
本音徳男
(主査)
大森 拓:1鈎4年度. トマトにおけるトマトモザイクウイルス抵抗性遺伝子に連鎖するDNAマーカーの同
定と解析に関する研究..学博士(課程)
(副査)
松本純一:1994年度.エビネ属植物に発生する各種ウイルスの同定と病原学的研究.農学博士(課程)
張 成林:1995年度.オオムギにおけるフェノール反応の地理的分布と遺伝性..学博士(課程)
間野吉郎:1995年度.ムギ類の耐塩性に関する遺伝・育種学的研究.農学博士(課程)
松本英明
(主査)
山下緋生:1995年度.オオムギ根原形質膜H+輸送活性の制御に関わるアニオソの役割に関する研究.農学
博士(課程)
? ?? ?
佐々木昌生:1995年度.Study of aluminum toxicity on root growth in wheat(Triticum aestivum L.). 
農学博士(課程)
(副査)
張 成林:1995年度.オオムギにおけるフェノール反応の地理的分布と遺伝性.農学博士(課程)
間野吉郎:1995年度.ムギ類の耐塩性に関する遺伝・育種学的研究.農学博士(課程)
生物機能解析部門
兼久勝夫
(副査)
園田昌司:1994年度.ハパチ類の種分化と反復DNAの変異性.学術博士(課程)
松本純一:1994年度.エビネ属植物に発生する各種ウイルスの同定と病原学的研究.農学博士(課程)
積木久明
(副査)
越山祥三:1995年度.スコットカメムシの越冬中交尾の機能とその意義.学術博士(論文)
樋口博也:1995年度.ダイズ害虫イチモγジカメムシの発生生態と個体群制御要因としての卵寄生.農学博
士(課程)
鈴木幸雄
(主査)
芳川憲司:1伺4年度.糸状菌由来のaーキシロシダーゼとαーグルコシダーゼに関する研究.農学博士(論
文)
生物環境反応部門
井よ成信
(主査)
松本純一:1994年度.エピネ属植物に発生する各種ウイルスの同定と病原学的研究.農学博士(課程)
(副査)
大森 拓:1鈎4年度. トマトにおけるトマトモザイクウイルス抵抗性遺伝子に連鎖するDNAマーカーの同
定と解析に関する研究.農学博士(課程)
山下耕生:1995年度.オオムギ根原形質膜H+輸送活性の制御に関わるアニオγの役割に関する研究..学
博士(課程)
佐々木昌生:1995年度 Studyof Aluminum Toxicity on root growth in wheat.農学博士(課程)
青山 勲
(副査)
G問goryZ. Tanyileke:l994年度 FluidGeochemistry of C02-rich Lake and Soda Spring along the 
Gaeroon Volcanic Line， Cameroon.理学博士(論文)
岩層泰弘子:1鈎4年度.大気中粒子状物質の変異原性の変異原抑制.薬学博士(論文)
片山智恵:Molecular phylogeneic studies of the M田ozoa釦 dthe Platyhelminthes.理学博士(課程)
張 成林:1995年度.オオムギにおけるフェノール反応の地理的分布と遺伝性.農学博士(課程)
木村和義
(副査)
劉小虎:1995年度 Studieson airー 田aexchange of carbon dioxide.学術博士(課程)
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翼 北平:1995年度. FDRによる未凍土・凍土中における土壌水の定量的評価と土壇誘電体の解析手法に
関する研究農学博士(課程)
大麦系統保存施設
武田和義
(主査)
張 成林:1995年度.オオムギにおけるフェノール反応の地理的分布と遺伝性.農学博士(課程)
間野吉郎:1995年度.ムギ類の耐塩性に関する遺伝・育種学的研究.農学博士(課程)
8 研究生
1 )研究生採用方針と方法
研究所における研究生には次の3つのタイプがあり，それぞれ研究生としての性格や目的が異なる。受け入
れに当たっては下記の点を考慮し，指導教官の面接によって判断し，教授会で決定する。
1.日本人及び外国人留学生で大学院進学を目的として半年-1年聞を研究生として過ごすもの。
この場合には，基本的には3・2で述べた大学院進学者選抜の方針と同様で，採用においてあるいは半年
-1年後に大学院生たり得るに十分な能力，資質を有していると判断される者を受け入れる。
2.国公立または民間研究機関等の研究者
これらの者は既に一定期間独立した研究者・技術者としての業務に従事した経験を有する者であり，日進
月歩する新しい科学・技術に関してより一層の専門的知識や技術の修得を目的としている。又，研究所と民
間企業との共同研究を行うことを目的として，研究生を採用することがある。これらの者の研究所における
教育は生涯教育の一貫として位置づけることができ，また研究活動も期待できる。このような研究生の受け
入れは双方にとっても重要な機能の1つであり，今後とも積極的に採用してゆくことを基本方針とする。
3.大学院(修士課程及び博士課程)修了者
これらは就職待ちのために，一時的に研究生の身分を保持しておくケースが多い。既に大学院を修了して
おり，一定程度の研究歴，研究実績もあるので，特別な教育は必要としないが，大学院時代の不十分な点に
ついて，あるいは一層の進展を目指した研究を行うことを目的とする研究生として受け入れることがある。
しかし，身分が不安定なため，又，一仕事終えた後であり，一般的には研究だけに没頭しきれない者もでて
くる。それ故，このような研究生を多〈受け入れることは必ずしも望ましいこととは思われない。しかし，
昨今は大学院生の就職状況は悪化しており，十分な配慮が望まれる。
その他にまだ当研究所において経験例は少ないが，国際交流，国際協力の一環として，短期間外国人研究
者を受け入れることがある。
2)状況
平成元年度以後，当研究所で受け入れた研究生は，日本語教育を修了L.大学院進学前の外国人留学生を除
くと，次に示すように総数4名であった。研究所の機能面から考えて，今後は3. 7. 1で述べた (2)に故
当する研究生や外国人研究生を当研究所の目的と先方の意向が合致すれば，許される範囲内で積極的に受け入
れてゆきたいと考える。
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所属 氏名 研究題目 研究期間 指導教授
遺伝情報発現部門岸本直樹遺伝子操作 平成4年12月1日 本吉徳男
遺伝解析分野 -5年5月31日
遺伝情報発現部門 田村尚之 FISH(FluorescenceIn Situ 平成6年2月1日 本吉徳男
遺伝子解析分野 Hybridization)を用いたすス -6年7月31日
科績物の遺伝子同定
遺伝情報発現部門彊事潔植物のイオγストレスに対する 平成5年4月1日 訟本英明
形質発現分野 応答反応の分子生物学的研究 -6年3月31日
遺伝情報発現部門 岡本庄司植物アルミニウムストレスに 平成7年4月1日 松本英明
形質発現分野 対する応答反応 -8年3月31日
生物横能解析部門村団員ー アプラムシの寄主認識に 平成7年4月1日 積木久明
生物間情報認識分野 関する研究 -9年3月31日
生物機能解析部門 高見正明 生理活性物質の酵素的変換に 平成5年6月1日 鈴木幸雄
機能物質解析分野 関する研究 -5年9月30日
生物環境反応部門植田正浩Dendrobiumm団副c 平成8年4月1目 玉田哲男
病態解析分野 virusに関する研究 -9年3月31日
大麦系統保存施設張成林オオムギの耐塩性に関する 平成8年4月1日 武田和義
研究 -9年3月31日
大麦系統保存施設問野吉郎 ムギ顛のストレス耐性育種 平成8年4月1日 武田和義
に関する研究 -9年3月31日
なお，平成6年度4月より当研究所では初めて地元倉政工業高等学校の教諭を内地留学生として受け入れる
こ件になった。
生物環境反応部門三宅直生 バイオを利用した環境浄化の 平成6年4月1日青山鯛
生態化学解析分野 研究 -7年3月31日
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W 社会的活動
1 公開講座
公開講座は，大学が持っている専門的な教育機能を広〈地域社会に拡げて活用し，地域住民に生活上，職業
上の知識や技術及び一般教養の学習の機会を提供するもので，極めて意義あるものであり，また，研究所が岡
山地区とは異なる倉敷地区に存在し，その地域社会の一員であることを鑑みて， 1994年度に第2回， 1995年度
に第3回公開講座を開催した。いずれも資源生物科学研究所大会議室で行われ，講義日程，題目，講師は次の
通りで，時聞はいずれも午後1時30分-4時30分であった。
1994年度公開講座「植物パイオの世界」
8月20日(土)r遺伝子とは何か」
1.遺伝子のはたらき 岡山大学資源生物科学研究所 助手 坂本 E
2.遺伝子の担い手:染色体 岡山大学資源生物科学研究所 助教授 村田稔
8月27日{土)r環境と遺伝子j
3.環境ストレスと遺伝子 岡山大学資源生物科学研究所 助手 江崎文一
4.遺伝子の損傷と修復 岡山大学資源、生物科学研究所 助教授 山本洋子
9月3日(土)rバイオテクノロジーの現状と未来J
5.遺伝子操作による物質生産 岡山大学資源生物科学研究所 助手
6.遺伝子操作による作物の改良 岡山大学資源生物科学研究所 教授
1995年度 公開講座「自然の中の植物」
7月15日(土)r植物のはたらきJ
1.植物の代謝 岡山大学資源生物科学研究所 助教授
2.植物の栄養 岡山大学資源生物科学研究所 助教授
7月22日(土)r環境への対応」
3.植物と水 岡山大学資額生物科学研究所 助手
4.植物のストレス応答反応 岡山大学資源生物科学研究所 教授
7月29日(土)r外敵との遭遇」
5.植物とウィルス病 岡山大学資源生物科学研究所 助教授
6.植物と昆虫 岡山大学資源生物科学研究所 教授
杉本学
本吉穂男
山崎良樹
中島進
柴銀三根夫
松本英明
前田学憲
積木久明
受講申込者，受講修了者とも受講者定員 (50名)を上回る盛況であった。なお，本公開講座の実施に当たっ
ては，倉敷市教育委員会の後援を受け，倉敷市広報誌及び民間誌を通じて幅広く地域住民へのPRに努めた。
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2 教官の学外における活動
松本英明/関西土壌肥料協議会会長/1994年4月....196年3月
松本英明/日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員/1995年6月....196年5月
松本英明/植物栄養・肥料の事典，第7章ストレス生理(朝倉書庖)/編集者/1994年4月~現在
松本英明/第13回国際植物栄養科学会議/幹事/シγポジウム責任者/1鈎4年4月~現在
兼久勝夫/倉敷自然環境保護審議会委員/1蜘年5月..1伺5年4月
鈴体幸雄/国際協力事業団によるケニア共和国ジョモ・ケニヤッ夕食工大学(学士課程)プロジェクトに係わ
' る圏内委員会委員/1鈎O年10月1日....195年4月18日
鈴木幸雄/糖質ハソドプック(丸善書庖)/編集委員/1993年4月~現在
青山 煎/財団法人小林外来留学生奨学財団評議員/1982年4月~現在
青山照/岡山市公害審議会委員/1982年9月~現在
青山 煎/岡山県児島潮流域下水道浄化セソタ一公害防止委員会委員兼座長/1989年2月~現在
青山 煎/倉敷市自然環境保全審議会委員/1990年10月~現在
青山照/岡山県公害対策審議会委員/1991年4月..1拘4年7月
青山 勲/岡山県児島湖清水導入協議会委員/1991年7月~現在
青山 照/岡山県児島湖環境保全審議会委員1991年7月....194年7月
脊山 勲/岡山県産業廃棄物対策会議委員1991年8月~現在
青山 勲/岡山県適性洗剤審査基準検討会委員/1991年12月~現在
青山 勲/岡山県廃棄物減量化・再生利用推進協議会会長/1992年8月~現在
青山 煎/ごみ減量化推進国民会議理事/1992年8月~現在
青山 煎/岡山県下水汚泥減量化・再利用検討委員会部会長/1993年6月~現在
青山 勲/倉敷市廃棄物減量等推進審議会会長/1994年3月~現在
青山 煎/岡山県清流保全対策懇談会委員1鈎4年6月~現在
青山 剛/岡山県環境審議会会長/1的4年8月~現在
青山 勲/生態影響評価委員会委員/1鈎5年4月~現在
青山 煎/有害化学物質による水産資源の毒性評価に関する検討委員会委員/1995年4月~現在
青山 剛/児島潮流域地区地球環境貢献型農業農村整備事業計画調査検討委員会委員/1995年10月~現在
橿体敬/倉敷市立自然史博物館協議会委員/1983年1月~現在
武田和義/日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員/1伺4年4月~現在
武同和韓/日本学術振興会「地球環境変動に対する植物バイオテクノロジー第160委員会J委員/1996年1月
~現在
武田和義/文部省学術審議会専門委員(科学研究費分科会)/1鈎4年1月....195年1月， 1996年1月~現在
武田和義/文部省学術審議会地球環境科学部会総合技術ワーキγググループ委員/1鈎4年7月....195年3月
武田和議/Euphytica編集委員/1990年1月~現在
武田和義/IRGC(国際イネ遺伝学協議会)常任委員会委員/1990年5月....195年5月
， ， ?
V 国際交流
1 国際研究集会等参加
氏名/出張先/期間/集会名
本吉線男/連合王国/1995年8月29日-31日/印th SEB Symposium "Unifying Plant Genomes: 
Comparisons， Conservation and Collinearity" 
本吉徳男/連合王国/1防年9月1日-3日/TheInternational Tritic脚 MappingInitiative (lTMI) 
Workshop 
村田 稔/アメリカ合衆国/1鈎4年3月20日-27日/日米科学セミナー「禾般作物ゲノムの古典及び分子細胞
遺伝学的解析J.Manhattan， Kansas 
村田 稔/アメリカ合衆国/1995年6月7日-12日/6thInternat. Arabidopsis Res.. Madison. Wisconsin 
坂本亘/アメリカ合衆国/1995年4月7日-24日/SixthInternational Workshop on Plant Mitochondria 
松本英明/アメリカ合衆国/1鈎4年7月17日-24日/Fi出hIntemational Symp叩iumon Geneti岱 and
Molecular Biology of Plant Nutrition 
山本洋子/アメリカ合衆国/1994年7月17日-24日/FifthIntemational Symposium on Genetics and 
Molecular Biology of Plant Nutrition 
江崎文一/アメリカ合衆国/1994年7月17日-24日/Fif出IntemationalSymposium on Genetics and 
Molecular Biology of Plant Nutrition 
馬建鋒/アメリカ合衆国/1鈎4年7月17日-24日/FifthIntemational Symposium on Genetics and 
Molecular Biology of Plant Nutrition 
野閏和彦/網走/1995年7月2日-7日/7thIntemational Symposium on pre一Harv邸tSprouting in 
白四als
前川雅彦/筑波/1995年1月24日-26日/Japan-U.S.A. Workshop on "Modification of Gene 
Expr，回sionand Non-Mendelian Inheritan句"
前川雅彦/フィリピγ/1鈎5年10月16日-20日/3rdIntemational Rice Genetics Symposium 
且原真木/アメリカ合衆国/1鈎4年7月17-24日/5出IntemationalSymposium of Genetics and Mole-
cular Biology of Plant Nutrition 
且原真木/アメリカ合衆国/1鈎4年8月14-19日/GordonResearch Conference "Salinity Tolerance in 
Plants" 
中島 進/オーストラリア/1鈎4年9月30日-10月16日/第4回水圏における異臭味に関する園際シγポジウ
ム
鈴木幸雄/アメリカ合衆国/1鈎5年2月15日-1鈎5年2月21日/The2nd Intemational Congress on Vita-
mins and Biofactors in Life Science 
井上成信/京都/1994年8月21日-'l:l日/第24回国際園芸学会議
井上成信/福岡/1995年3月1日-12日/第5回アジア太平洋蘭会議
近藤秀樹/京都/1994年8月21日-'l:l日/第24回国際園芸学会議
近藤秀樹/福岡/1995年3月1日-12日/第5回アジア太平洋蘭会議
前回学憲/福岡/1995年3月1日-12日/第5回アジア太平洋蘭会議
青山煎/チリ/1鈎5年5月5日-19日/The7th Intemational Symposium on Toxicity Assessment 
岡村秀雄/チリノ1鰯年5月5日-19日/The7th Intemational Symposium on Toxicity Assessment 
?
?
? ，
青山勲/つくば/1伺5年10月22日....27日/τ'he6th International Conference on the Conservation and 
Management of Lakes-Kasumigaura' 95 
岡村秀雄/つくば/1伺5年10月22日....27日/The6th International Conference on the Conservation and 
Management of Lakes-Kasumigaura' 95 
置本敬/つくば市/1995年7月24日....28日/15thAsian-Pacific Weed Science Society Conference 
佐藤和広/網走/1995年7月3日...7日/第7回国際穀物稿発芽シγポジウム
武田和義/中国/1994年11月3日...5日/China-]apan joint symposium: Impacts of salinization and 
acidification on trrestrial ecosystems and their rehabilitation in east Asia 
武田和義/網走/1995年7月3日...7日/第7回国際穀物稿発芽シγポジウム
2 海外技術協力
氏名/出張先/期間/目的
村本茂樹/中国水稲研究所/平成8年3月15日....2日/無土栽培による水浄化に関する共同研究
3 文部省在外研究員
氏名/出張先/期間/研究名
且聴臥真木/アメリカ合衆国/1伺如
佐藤和広/デγマ一ク.米国/19伺95年1ロ2月1日...1四99舗6年9月3却o日/オオムギの遺伝資顕及ぴ遺伝分析に関する
研究
武田 真/英国/1996年1月1日...3月31日/オオムギ染色体の分子遺伝学的解析
E原真木/アメリカ合衆国/1996年1月8日...1伺6年3月29日/耐塩性脇m柳川抑制mのカリウム輸送系
遺伝子産物の機能解析に関する研究
岡村秀雄/ベルギー・カナダ/1996年3月1日....196年8月31日/有害化学物質の生態系影響評価試験及びパ
イオレメディエーショ γによる環境浄化に関する研究開発動向調査
4 その他の海外出張
氏名/出彊先/期間/目的
村田稔/連合王国/1伺5年5月29日...6月7日/JohnInnes白 nt四， Norwich/ ]. S. Heslop Harrisonと
の共同研究
積木久明/中国/1995年7月30日...8月5日/中国綿害虫の総合防除に関する共同研究
且原真木/アメリカ合衆国/1994年9月...1回4年12月/カリウムチャ γネルとウォーターチャ γネルに関する
| 共同研究
岡村秀雄/カナダ/1994年9月17日....10月4日/有害化学物質の生分解性に関する研究と毒性評価に関する園
際比較学的研究に関する国際共同研究
榎本 敬/韓国/1994年6月10日....14日/韓国の雑草及び帰化植物の調査
榎本 敬/韓国/1995年9月16日....19日/韓国の雑草及び帰化植物の調査
武田和義/中国/1鈎4年5月28日...6月16日/文部省科研費創成的基礎研究
? ??
佐藤和広/中国チベット/1995年8月1日--25日/文部省科研費国際学術研究による遺伝資源収集
武田和義/中国/1995年7月12日--7月27日・ 9月14日--19日/文部省科研費創成的基礎研究
武田和義/中国チベット/1995年8月11日--25日/文部省科研費国際学術研究による遺伝資源収集
5 外国人研究者の受入れ
氏名/国名/所属機関/期間/受入分野
孫振久/中国/映西省農業科学院読菜研究所/1994年10月1日--1995年9月羽目/遺伝子解析
David B. Stern/アメりカ合衆国/BoyceThompson Institute for Plant Research， Cornell University 
/1995年7月17日--8月9日/遺伝子解析
Eric E. Roos/アメリカ合衆国/USDA-ARS，National Seed Storage Laboratory/1995年10月8日--20日/
遺伝子解析
S.M. Farid Jan/スウェーデγ/SwedishUniversity of Agricultural Sciences/1995年4月16日~現在/形
質発現
曹敏建/中国/藩陽農業大学/1995年10月4日~現在/形質発現
首 富生/台湾/中興大学/1995年11月3日--9日/遺伝制御
M.K. Walker-Simmons/USDA-ARS， Pullman， WA， USA/1995年6月26日--7月10日/遺伝制御
D. Mares/Plant Breeding Inst.， N arrabri， N. S. W. Australia/1995年7月21日--7月24日/遺伝制御
崖康注/韓国/縛国人参煙草研究院/1994年4月8日--1鈎4年6月7日/機能物質解析
金 昌陸/韓国/韓国産業技術情報院/1994年5月6日--1995年5月5日/機能物質解析
高 成龍/韓国/韓国人多煙草研究院/1鈎4年10月28日--1994年12月16日/機能物質解析
高成龍/韓国/韓国人参煙草研究院/1995年7月21日--1的6年7月20日/機能物質解析
Dickson Liu/カナダ/NationalWater Research Institute， Environment Canada/1995年10月10日--30日/
生態化学解析
宗祥甫/中国/中国水稲研究所/1996年2月1日--28日/生態化学解析
鄭元福/大韓民国/東亜大学農科大学/1995年2月1日--11月30日/大麦系統保存施設
6 海外からの来訪者
氏名/国名/所属機関/期間/受入分野
A. J. M. Matzke/オーストリア/Instituteof Molecular Biology， Austrian Academy of Sciences/1995年
1月27日/遺伝子解析
邪苗/中国/東北師範大学/1995年10月16日/遺伝子解析
P. S. Heslop-Harrison/連合王国/JohnInnes白川re/1995年11月20日--25日/遺伝子解析
蘇都莫日根/中国/北京大学/1995年12月18日--20日/遺伝子解析
W. Block/連合王国/NaturalEnvironmental Research Coucil/l994年6月28日--10月1日/生物間情報
認識
Ir.E. Sant儲 a/イγドネシア/PadjadjaranUniversity /1鈎4年 9月7日/生物間情報認識
E. Shaaya/イスラエル/Agricultural Research Organization/1994年10月1日/生物間情報認識
郭予元他1名/中国/中国農業科学院/1995年11月12日〆生物間情報認識
R. Kaldenhoff/ドイツ・ハノーパ一大学助教授/代謝調節
H. Bohnert/アメリカ合衆国/アリゾナ大学教授/代謝調節
Wolfgang Reichardt/フィリピン/IRRI/1鈎4年11月30日-12月1日/生態化学解析
賞発松/中国/水環境研究視察訪日団/中国水稲研究所副所長/1995年5月16日-18日/生態化学解析
Christian Blaise/カナダ/St.Lauren田Center.Environment臼nada/1鈎5年10月15日-17日/生態化学
解析
察金川他1名/台湾/台湾省農業試験所/1995年7月31日/環境適応解析
]. Akanit 他6名/タイ/国立遺伝資源研究所/1卸4年6月9日/大麦系統保存施設
C叫Uysal 他4名/トルコ/農業総局/1994年10月5日/大麦系統保存施設
]. IFranckowiak 他1名/アメリカ/ノースダコタ大学/1伺5年4月27日/大麦系統保存施設
O~ Aslen 他4名/トルコ/農業村落省/1995年9月21日/大麦系統保存施設
]. ~ilveira/キューパ/農業研究所/1995年 9 月 5 日/大麦系統保存施設
A~Twum/ガーナ/植物遺伝資源研究所/1伺5年 9 月 5 日/大麦系統保存施設
V. Phetpaseut/ラオス/国立農業研究セγター /1995年9月5日/大麦系統保存施設
B. Noov/モγゴル/農業植物学研究所/1叩5年9月5日/大麦系統保存施設
N， Tien/ベトナム/フェ農林大学/1伺5年9月5日/大麦系統保存施設
M~ Arif/パキスタシ/纏物遺伝資源研究所/1995年9月5日/大麦系統保存施設
P. Lo加s/チリ/農牧研究所/1995年9月5日/大変系統保存施設
呉守賢他5名/中国/中国科学院/1995年8月19日-20日/大麦系統保存施設
顔済/中国/四川農業大学/1995年11月1日-3日/大麦系統保存施設
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VI 学術情報
1 図書の整備状況
当研究所の図書館は，農業生物研究所の前身，財団法人大原農業研究所の図書館(創設大正10年)を引継い
だもので，農学・植物学に関する図書館としては，日本で最も充実したものの一つであるといわれている。
その蔵書は，平成8年4月1日現在， 153，030冊である(和書70，812冊，洋書82，218冊)。蔵書構成の特徴
は，当研究所の創設者大原孫三郎氏が，大正1年から13年にかけて，研究員を圏内各地のみならず欧州や中国
にも派遣して収集した植物学・農学関係の重要な図書を持ち，なおかつ自然科学を中心とする学術雑誌の種類
が豊富なことである。この中には，後に貴重書文庫に指定される「ペッファ一文庫J(ドイツのW.Pfeffer博
士の植物学関係蔵書約1，730冊)， r大原漢籍文庫J(中国明 ・清時代の良書約4，8∞冊)及び「大原農書文庫」
(日本の近世期の農業・本草書約2，500冊)が含まれている。
「ペッファ一文庫」は，植物学から植物生理学を大成させたと言われる，ペッファ一博士の研究思考過程が
如実にわかる手稿本「円lanzenphysiologieJ(1槌1)をはじめ貴重な図書・学術論文が多数収められている。「大
原漢籍文庫Jr大原農書文庫Jは，両文庫あわせて日本と中国の農学関係の一大コレクショ γとなり，この中
には中国で最早散逸してしまっている書籍や，日本唯一といわれる貴重な写本・刊本が現存しており，その学
術的価値は非常に高い。このため当研究所では，この貴重な蔵書を将来に備えて大切に保存しつつ，利用に供
する施策を少しずつ進めてきた。最近では，rペッファ一文庫」の酸性紙の劣化防止策として，平成4年度に
文部省から予算の配布を受けて，中性紙の特製保存箱を調達し，その中に収めたり，革製の背表紙などの傷み
が顕著なものについては，計画的に修理をしてきた。また，平成5年度には「大原農書文庫」の和装本の補修
及びマイクロ化に着手し，手稿本rPflanzenphysiologieJ (1881)の復刻版およびそのメモ部の独英対訳版を作
成し世界の研究者に配布した。平成6年度には創設時(大正10年)建設の『記念館』を取り獲し『史料館』を
建設し，その3階の一部に煽燕設備を備えた特別空調の貴重書庫をもうけ，そこに移し，平成7年3月には専
門業者による一週間の繍燕を行った。
このほか害虫・昆虫関係の文献を集めた「桑山文庫J(8，804冊)や種子学関係の蔵書があり，その中には見
るべきものが多い。
平成元年，研究所が食業生物研究所から資源生物科学研究所に改組され，それに伴って外国人研究者の客員
部門への就任や，圏内外から，それまでになく多数の大学院生が入所し，新たな局面を迎えることになった。
その一つは，教官のみならず学生のための図書を整備する必要が生じたことである。そこで平成3年度から学
生当り積算校費の一部を学生用図書購入費として新設し，平成5年度からは中央館からも学生用図書購入費の
配分を受け，留学生を含む院生用の図書の充実も計っている。
図書蔵書数
年度 和書 洋書 全所蔵冊数 年度受入冊数
平成3 69，011 81，615 150，626 1，265 
平成4 69，519 82，2侃 151， 725 1，099 
平成5 69，邸2 82，773 152，625 鋭)()
平成6 70，476 81，243 151，719 1，254 除籍実施
平成7 70，812 82，218 153，030 1，311 
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2 学術雑誌の整備状況
当研究所図書館の学術雑誌は，貴重図書に勝るとも劣らず充実しており，全蔵書の2/3を占めている。こ
のEとは，創設者大原孫三郎氏が欧州で図書を収集の際，あわせて学術雑誌のそれに力を注いだ成果が基盤と
なっている。
?をの特徴は，主題内容が豊富なことや創刊以降のパックナγパーがよく揃っていることにある。農学・生物
学・生化学分野を中心に工学・医学・数学・地理学などの雑誌もあり，さらに自然科学分野の代表誌
「怖tureJ(1870年創刊)， rSci印刷 (1翻ー1894)， rScience.N.S.J (1朋5年創刊)などまとまって所蔵
している。世界で最初の雑誌といわれているrPhil価 ophicalTransactionsJ (The Royal S∞iety of London， 
1舗5年3月8日創刊)のAbridged版(全18巻)も所蔵している。大都市の多くの図書館の貴重な蔵書が戦災・
自然災害で失われているため，これらの蔵書の存在は，多数の研究者にとってかけがえのないものとなってい
る。 19世紀末は，ヨーロッパの学術線誌の刊行が最も隆盛を極めた時代であり，現在の主要な雑誌の源はこの
時代に端を発する。そのような時に当研究所の学術雑誌を収集することができたことが，その充実をもたらし
てトる。雑誌の充実に関する今一つの要因は，当研究所が創設(大正3年)以来和洋の定期刊行物を発刊し広
〈国内外の大学や研究機関と交換をしており，相手方から紀要・レポートなど通常では入手の困難な資料類の
配布を受けてきたことにある。その中には，米国の州政府及び州立大学出版物 (US DA)の網羅的収集が含
まれていて，圏内でこの分野でのセγター館的役割も果たしてきた。
←方， 日本の自然科学分野の基本的な雑誌である「科学J(昭和6創刊)， r科学朝日J(昭和16)， r自然」
(昭和21)などをはじめ大衆誌「家の光」まで幅広〈集め保存されていて，その価値は全国的に高〈評価され
てかる。
昭和63年の改組で研究所は新都門を設立した。そこで，分子生物学あるいは績物遺伝子関係の学術緩誌，た
とえば， Journal of白 IBiology、Genomics、TheEM四コJoumalなどを新規に購入するとともに，それらの
パゅクナγパーを補充する地道な努力がなされ，学術的にも一段とその蔵書内容は充実してきた。これらの学
術線誌の中には，日本の他の機関にはまだ所蔵のないものもある。
Eれらはいずれも，利用されやすいよう，研究室に分散されることなく，全室開架の図書館に整然と配架さ
れている。閲覧室は空調され，カラーコピー機も備えている。
また，これらの賢料は大正10年の創設当時から，市民および全国の研究者にも解放されてきた。 ILLによ
る複写申し込みも多<，資料が集中化されていることもあって，迅速に対応している。
雑誌受入数及び所蔵種類数
購 入 寄贈・その他
年度 2十 全所蔵種類散
和 洋 Z十 和 洋 it 
平成3 97 131 228 876 601 1，477 1，705 9，881 
平成4 97 130 227 802 478 1，280 1，日7 9，921 
平成5 97 130 227 828 4的 1，317 1，544 9，9部
平成6 95 125 220 845 488 1，333 1，553 9，981 
平成7 79 149 228 857 493 1，3印 1，578 10，α)6 
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3 学術情報システム
近年の学術情報システムの進展に伴い，全国をネットワークで結び学術資額の共有化・共同利用化が推進さ
れてきた。岡山大学においても附属図書館と学術情報セγター(東京)を結び， OPACによる学内の学術情
報システムを形成し利用に供してきた。
本研究所では従来から学内の総合情報処理セγター(津島地区)とネットワークを組み，研究上のさまざま
な数値やデータを電算処理してきたが，学術情報についても学内・学外の情報システムのネットワーク化を積
極的に進めてきた。
まず，昭和62年附属図書館の専用電算機 (ACOSシステム403)と結び，昭和63年4月には学術情報セγ
ターと接続した。そして図書目録業務 (NACSIS-CAT中心)を電算化することによって，全国の大学図書
館の図書等の所蔵検索を可能にし，また， OPACに参画することで所内及び学内図書の所在を迅速に検索す
ることができるシステムを形成した。
そして，当研究所で最も必要とする雑誌情報の迅速な入手を促進するため，学術雑誌受入業務の電算化を行っ
た。これによって，所蔵する学術雑誌情報を最新の到着状況を含めて，所内の各研究室や学内に広〈公開する
ことができることとなった。
平成3年4月には情報検索システムの導入を開始した。まず，学術情報センターのNACSIS-IRに接
続し，次に，筑波大学のUTOPIAのBIOSISの検索を開始した(同年6月)。平成4年度には化学情
報を必要とする教官や院生のために，東京大学のTOOL-IR/ORIONでCASオγライ γの検索を開
始した。
文献複写・相互貸借については，従来の郵送による方法にかわって，学術情報セγターの ILLシステムが
稼働を開始した。当研究所も平成4年4月，このILLシステムに参加し，現在に至っている。このシステム
に参加した結果，当館の豊富な蔵書が全国の多数の研究者のために一層役立つようになってきている。
平成7年には，イ γテリジェ γトピルともいえる『史料館』の建設にともない，情報検索コーナーを設置し，
諸設備を整え，学内LANを通じての附属図書館のCDサーバー (MEDL1 NE等の検索)，およびイ γター
ネットに接続した。また，スタシドアロ γ方式によるCC 0 D (A.gri. Biol. Envir. ， Physic. Chem. 
Earth. ， Life)の検索も開始した。
今後は，所内LANにも接続したこの情報検索コーナーの一層の充実を図るとともに，学術情報セγターお
よび学内のOPACに蔵書の遡及目録入力を行い，資料のマイクロ化・電子化も推進し，高度情報化社会にふ
さわしい，研究と教育の推進を支援する機関としての電子図書館を目指すっ也りである。
情報検索
年度 NACSIS-IR UTOPIA TOOL-IR/ORION計(件)
平成3 19 13 未接続 32 
平成4 5 39 19 63 
平成5 2 20 4 26 
平成6 10 37 15 62 
平成7 。 23 。 23 
。 。? ，
管理・運営VI 
研究・教育組織
1 )配置状況
(平成8年4月18日現在)
???????????遺伝制御研究分野
教 授自1.0)野
助教授(農博)前
助 手(農博)力
か (農博)川
官松
???????????
勲
形質発現研究分野
教 授(農博)松
助教授(理博)山
助 手(医博)江
か (農博)馬
官力
?
授(工博)青
???
?
?
穂
(併任)教
遺伝情報発現部門
遺伝子解析研究分野
教 授(農博)本
助教授但1.0)村
助 手(農博)小
1 (農博)坂
官字
?????
長所
?????
恭
??????
技
機能物質解析研究分野
教 授(農博)鈴
助教授(農博)山
助 手(理博)今
か (農博)杉
官味
進
三根夫
真木
佳子
石
????
技
代謝調節研究分野
教授
助教授(理博)中
助 手(理博)柴
" (理博)且
官秋
明
哉
孝
英
久
英
技
生物機能解析部門
生物間情報認識研究分野
教 授(農博)積木
助教授
助 手(理博)吉
技官白
田
神
?????
愛
和
俊
重
直
技
環境適応解析研究分野
教 授(農博)木村
助教授(理博)米谷
助手 榎本
か (農博)田中丸
官 平岡技
勲
樹
雄
栄
日佐夫
茂
秀
???
崎
技
生態化学解析研究分野
教 授(工博)青
助教授(農博)村
助 手(学博)岡
H 羅
官 西技
?????????
生物環境反応部門
病態解析研究分野
教 授(農博)玉
助教授(農博)前
助手麻
中近
技 l 官光
技術補佐員 斉
???
?????????
授(農博)武
授(農博)佐
官高
教
農場
農場長(併任)教
主事(併任)助
技
生活環解析(外国人客員)部門
義
広
真
誠
恵利子
泰子
清美
和
和
附属大麦系統保存施設
施設長(併任)教 授(農博)武田
助教授(農博)佐藤
助 手(農博)武田
技官 石井
技能補佐員 瀧川
か 村田
H 瀬戸川
附属図書館資源生物科学研究所分館
分館長(併任)教授(農博)木村和義
情報管理係
係長
事務官
情報サービス係
係 長(併任)宮
事務補佐員 藤
か (併任)黒
??
明治
百合恵
昌子
明
国
田
原
宮
水
松野宣英
赤木洋介
阿部純一
山本三稿
黒原昌子
能登原永津子
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???
??
??
?
?
??
?
務
???徳、
雅彦
純生
茂樹
由利子
弘美
光江
和野
?????????
事務部
事務長星
庶務係
係長
事務官
技官
事務補佐員
申
臨時用務員
2)職員の異動
助手/生物間情報認識
助教授/生物間情報認識
教授/生物間情報認識
教授/遺伝制御
助手/形質発現
教授/生物間情報認識
教授/病態解析
助手/環境適応解析
教授/病態解析
助教授/環境適応解析
図書分館長(併)
助手/遺伝制御
助手/生態化学解析
所長(併)
大麦系統保存施設長(併)
大麦系統保存施設長(併)
図書分館長(併)
等属所在職期間
-1994.10.31 
名
官)
久明 ‘
氏
(教
積木
1994.11. 1-1995.3.31 11 
1995.4.1-
-1995.3.31 
1995.1. 1-
1995.3.1-
???
H 
??
田
久
野
???
馬
-1995.3.31 信上
-1鈎5.3.31
1995.10.1-
明
男
久
????
木
回
?
-1996.3.31 西
1994.4 . 1 -1伺6.3.31
1996.4.1-
1996.4.16-
??????
口
本
?? ? ?
羅
育 1996.4.1-山
1994.4.1-1袋路.3.31
1996.4.1-
義和
11 
田武
会計係長
会計係
庶務係長
庶務係
庶務係
会計係長
会計係
庶務係
庶務係長
1996.4.1-
-1995.3.31 
義和村木
岡
-1鈎5.3.31
-1鈎6.3.31
-1鈎5.3.31
教
?????? ?
生
白
-1995.9.却山
1995.4.1-
???
松
阿 1995.4.1-
1995.10. 1-山
大麦系統保存施設.場
庶務係
庶務係
(非常勤職員)
大熊淑江
孝子
由利子
節子
1的6.4.1-彦回岡
-1鈎6.3.31
-1鈎4.10.14
-1鈎5.1.19
一回一
(その他職員)
野知洋
宅
谷
神
崎
1994.12.12-
井
崎
山
筒
室
宮
2 財政
研究所に配分された予算は「岡山大学資源生物科学研究所教授会議事規定」の「第3条三」により教授会の
審緯事項である。なお所内的に 「予算委員会J (昭和63年5月13日教官会議)があり，この委員会は予備的会
議金行っている。
1 )年度別の歳入及び歳出
①歳入
歳 入 科 目 平成3年度 平成4年度 平成5年度 平成6年度 平成7年度
千円 千円 千円 千円 千円
授業料及入学検定料 24 加8 977 1，774 879 -・ -_._--------------------F・・・，・ー・・・・ー・ ..噌唱酔・凶咽炉開・------・・ー・ーー-ー..・ー ・.・._--------.・ー・-------_.・.
授 業 料 585 454 1，008 598 
入学料及検定料 24 223 258 485 27 
講 習 料 265 281 254 
雑 収 入 21，770 21，149 31，060 30，555 32，的6司----ー・-_----ー---------・・ -・・..・------.-_噌ー・--------_--_.・事噌咽ー噌ー・・・ ・ー -ー--------- -ー-----.-_-・+ー・
用途指定寄附金受入 11，055 10，445 21，665 17，296 20，103 
受託調査試験等収入 8，480 8，568 6，751 10，380 10，594 
農場及演習林収入 1，840 1，732 2，211 2，541 1，870 
刊行物等売払代 348 3錦 370 337 339 
不用物品売払代 47 6 63 1 
雑 入
計 21，794 21，957 32，037 32，329 33，785 
②歳出
支 出 科 目 |平成3年度|平成4年度|平成5年度|平成6年度|平成7年度
| 千円| 千円| 千問 千円| 千円
研 究所 I 582，912 I 印3，946 I 侃6，538 I 619，335 I 616，340 
人件費 I 391，429 I 422，761 I 424，9倒 I 433，639 I 426，1詔
物 件費 I 191，483 I 181，1邸 I 241，544 I 185，ω6 I 190，202 
. .煙--- -ー ~整一一ー戸一一ー 萱ー...l…------ι49空ー.1.ーーー}?~!.~~..1...ーーータ'.~~?..J一一ーーー.竺，.均一.L....?~月f旦号一
施設施工旅費 I I I 2∞I 55 
施設整備費 I 6，499 I 120，969 I 46，892 I 招，533I 249，139 
国立学校 I 21，385 I 20，225 I 36，003 I 31，881 I 63，758 
物件費 I 21，385 I 20，225 I お，003I 31，881 I 63，758 
計 I 610，796 I 745，140 I 749，633 I 回9，加4I 929，237 
-81ー
2)特定研究経費
実施| 研究題目
年度
予算額|研究代表者名
(所属学科)
JC 
生物間相互に| 千円
おける情報認識 113，274
と応答反応に関
する研究
3 
??
、 ， ?
?
???
???
???? ???? ?
??
4 
環境及び病害
虫耐性に関わる
遺伝子の探索と
解析に関する研
究
千円
13，038 
5 
???
??
?????? ??? ?
???
研究の概要
教授 | 資源生物の種間等の
兼久勝夫|相互作用を遺伝子，情
(生物機|報物質応答反応を解析
能解析部|し資源生物の開発並び
門) 1に有効利用を計る。
教授
木村和義
(生物環
境反応部
門)
教授
本吉徳男
(遺伝情
報発現部
門)
教授
鈴木幸雄
(生物機
能解析部
門)
資源植物の群落，個
体，細胞レベルでの水
環境に対する反応を水
環境の量的側面，質的
側面に注目して解析評
価する。
本研究所の研究者に
より， 8つの研究チー
ムを構成し，遺伝子ク
ローニング銭術の開発
を進めると共に，環境
ストレス及び病害虫耐
性に関する遺伝子の探
索を行った。
本研究所の研究者が，
9研究チームを構成し，
各種作用物質の動態を，
分子，細胞，器官，組
織，個体レベルで分子
生物学，生化学，生理
学及び有機化学的立場
から解析・評価を行っ
fこ。
学会等社会的に取り上げられた内容
オオムギの耐アブラムシ抵抗性品種の分別と機
構の解明の紹介(英文)19倒 Vol.76 No. 11 
Review of Appli吋 Entomology(SeriesA) . 
オオムギの赤カピ病抵抗性系統の検出探索法の
紹介(英文)19鈎 Vol.60，No.4と1990Vol.ω， 
No.12 P)ant Breeding abstracts. 
オオムギのアプラムシ抵抗性要因としてのグラ
ミYについて(英文)1991 Vol. 78， No.2 
Review of Applied Entomology(Series A) . 
文部省特定研究成果報告書(参照1992.3)
山陽新聞 19伺.7，読売新聞 1990.7 
酸性雨でつらら
農業気象1992.3シンポジウム「作物と雨環境」
文部省特定研究成果報告書(参照1993.3)
植物組織培養第9巻1992.12
トマトの病害抵抗性の分子遺伝学の紹介
遺伝学雑誌第67巻1叩2.12
TVM抵抗性殺第トマトに検出される近縁種の
染色体挿入断片(英文)
文部省特定研究成果報告書(重量照1995.3)
日本土媛肥料学会編“低pH土媛と植物"博友
社.pp.59ー 錦(1鈎4).
植物におけるアルミニウム耐性の生理生化学
Appl.Entomol. Zool. 29: 245-251 (1994) 
アクチニジγ分泌ハネカクシ類
水処理銭術36巻1号:23-33(1995)
かぴ臭物質を産生するラン穫の増殖に及ぼす鉄
の影響
Biosci. Biotech. Biochem. 59: 673-677 (1伺5)
ホウレγソウ種子由来の αー グルコシダーゼの
分子多型
J. Biochem .119:反則一505(1996)
ムコール ジャパニカス αーグルコシダーゼ
のcDNAクローニング，アミノ酸配列及び発現
文部省特定研究成果報告書(参照1996.3)
6 
7 
7 
地球規模の環
境変動が生態系
に及ぼす彫錫と
その評価及び制
御に関する研究
千円
4，728 
教授
青山動
(生物環
境反応部
門)
地球規模の環境問題
の中から，とりわけ重
要な酸性雨，温緩化，
化学物質，大気質を取
り上げ， これらの動態
と，生態系，資源生物
に及ぼす影響をミクロ
な分子レベルから群落，
生態系までを対象とし
て，総合的に研究し，
資源生物の保全，育成
に資する研究を行う。
A seQuential manometric techniQue for 
assessing the toxicity of chemical mixtu-
res.Env. Tox. Wat.Quality 10(2) ，151-156 
Effect of iron forms on the growth of 
musty可 dor producing cyanobacteria. 
Water Osaka' 95 IWSA.284-2邸
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3)外部資金導入状況
区分 平成3年度 平成4年度 平成5年度 平成6年度 平成7年度
事項名 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円 件 千円 件 千円 件 千円
~且‘- 託 研 究 3 8，ω7 3 7 ，ω~ 2 6，751 3 10，袋lO 4 10，4加
奨学寄附金 8 11，055 7 10，姐5 15 21，665 13 17 ，~泌 18 20，103 
計 11 19，152 10 17，528 17 28，416 16 27，676 22 羽，日3
4)科学研究費補助金受入状況
研究 (1) (機関分)
平成3年度 平成4年度 平成5年度 平成6年度 平成7年度
種 目
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円 件 千円 件 千円 件 千門
重点領域研究(2) 1 2，笈xl 2 4，αxl 
一般研究 (8) 3 7，500 3 3，叙)() 1 1，2∞ 1 6，1∞ 
一般研究 (C) 5 3，伺O 6 6，4∞ 8 8，ωo 9 9，α)() 8 7，α)() 
奨励研究 (A) 2 1，卯O 3 2，7∞ 2 1，鋭)Q 3 2，鋭)()
奨励研究岡 2 1，7∞ 
試験研究 (8) l 4，9∞ 
言十 11 15，500 9 10，α)() 12 12，加O 11 10，鋭)Q 17 26，6∞ 
研究 (2)(研究代表者・分担者分)
平成3年度 平成4年度 平成5年度 平成6年度 平成7年度
種 目
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
件 千円 件 千円 件 千円 件 千円 件 千円
重点領域研究(1) 2 3，700 l 2，7'∞ l 3，4∞ l 3，500 l 3，筑xl
総合研究仏) 2 710 2 4印 2 1，075 2 1，ωlO 
特定研究 (1)
試験研究 (8) 1 1，α)() 1 670 1 50 
(代表者)
総合研究仏) 1 9，3∞ 1 8，1∞ 1 7，1∞ (8，625) (7，お0) (6，筑Xl)
試験研究 (8)(1) l 9，700 (2，053) 
特別研究員奨励費 1 1，100 
計 4 4，410 3 3，1印 5 14，775 5 13，3却 5 21，250 
※下段( )書は分担者への送金額で内数
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vm 施設・設備
1 施設の整備状況
平成6年10月 資源生物科学研究所資料館新営 RC-3 6 7 7 m' 
2 研究機器の整備状況
研究用設備
購入 規 格 金 額 納入 供用部署 備 考c 目 年月日年度 ロ
千円
6 高速液体クロマトグラフ質 側目立製作所製 38.533 7.3.20 生態化学解析 特別設備費量分析システム M-12∞H 他
キャピラリー電気泳動シス 米国ベックマン社製 8.232 7.2.28 代謝調節 一般設備費1/ テム P/ACEシステム5010 他
走査型電子顕微鏡 日本電子欄製 11.000 7.3.30 大麦系統保存施設 11 1/ ]SM-5310LV 他
7 放射線・発光イメージ画像
米国バイオ・ラッド ラボラトリー ズ社銀
48.0∞ 8.3.15 病態解析 特別設備費解析システム モデルGSー お3 他
ゲノム変換システム 独国カールツ 7イス社製 59.946 8.3.19 遺伝子解析 仰1/ PALMシステム他
個物環境反応実験計測シス 側日本医科器械製作所製 12.422 8.3.26 環境適応解析 1/ 1/ テム LPH-l∞ONCR(S) 他
環境訴料抽出分離分析シス 米国ISCO社製
32.6∞ 8.3.28 生懸化学解析 M 1/ テム SFEシステム2130 他
生態毒性検出分離分析シス 米国マイクロピックス社製 43.981 8.3.15 1/ 1/ 1/ テム マイクロトックスモデル5∞他
タYパク質・アミノ酸分離 日本電子側製
41.238 8.3.28 生物間情報認識 1/ 1/ 分析システム JLC-5∞IV他
万能光学顕微鏡システム 独国カールツ 7イス社製 5.180 8.2.29 遺伝制御 一般設備費1/ Axioskop 他
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